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l旧刊論文は全て副論支：k収録しト。　二き1…、

論文の排列や若干の内容には既刊論文と幻少

異をるイ三戸斥が在：るザ’、　こ邑れは、本論ガ’、三見9寺

莫で既刊・未刊の論文を再編威しちも0）であ

各ことにようている。

　　尚、全実験σ）租互漣劇な養末の流れ図に

示、し蔦。



；田

　本論文乞執睾可るにあたり、大営詫在籍中

より今回に到るまで禰究歴の5駕い筆老に高い

理き漏的見堆ガろ業重々の刊多で示峻を与えろれ、

さ弓1く筆老の既刊の論文にはいつも適切倉る

御枇，判と御助吉とを賜った柿崎祐一先生、ま

た在籍中の御町塘をいただミ、特に集積論理

げ一ト等の実縷遂行上二に於ける下冷粧Lを斥峻

さイt、筆老・が’その方面に喫味芝もつ織会を与

之ろ教㌍本庁良沿先生、さ弓に門崎先生と共

に豪太心理・蓼教室発：刊のB←漣ぞReむ。破　に書

く織盆を与え，ていた’だき、英文kついての示

唆を与丸てい1三1ざい1ヒ平野俊二先生に心ガろ

盛義塾の蒐を表し二三．

　尚、既発；表の三文1二禽蓮して）笈の力々に二等

細慧コズ〉トや量重な寄是琶、さろド三女“箏正

の示峻芝い覧だい1ミ．ここに証して種謝の気

を表しまず．



iv

　叙：田宗平教授（束都工芸三三大営心理尊教

室）、毛脇三良教接1（中京夫学心理三三室）

、江島義道博士（享都大学三下部照明工蛍敬

室・）、　Dい．B．H．Blowe卜s　（Unrv．　of　Hon2－

kgnも，H・nB－k・n2）、Dh　J・D・C・hen（M。一

un†Holツoke　Collε2ε，　U．　S・A・）　、　Ph）・F。　S．

Co卜kiれ（Massachusetts　Ins†itute　6fτセ。駈一

臨d。巳ソ，U・3・A・），　Pを。干．　E．D◎繭輪（U馳iv．

◎ギ1鯉漁◎6，u．3。　A．）、P㍗◎f。誤～．　F◎×（va銑《量一

三二bd†U斡ξ》．，U．　S．A．）、　Pr。ヂ．エBβ1遜◎ws駄1

（u論3》．◎fS・球hFbヒ冒d猷，u．s．A．）

　ま1叡未発表デー9の一部を送ってい往だ
い1三り、筆慈の質固に梗く答え，てい葎だいマミ

ゴ疋の二教授にう旧く毒蓬諭亨の菟を表しま～亨も

P←o予．L．E．　M＆かks（Y＆1絶．し∫嘉‘v㌧》

P跨予：・B。◎←醜麟（ζ論ε◎卜格豊W鼠＄hξハもねれ

　u聖、言v．）



V

尚、ザータ三里ザ部は三三三型計箇機

セン9－o）主システム（FACOM　230／75’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
M－1go）Bび旧シスラム皿室のゲラフィッ

7．システム・（FA（：OM　230／30♪230／35’，

、230／48　）　芝＝イ萸F口し了三〇　き†算ヰ幾セ．）4ヲー肉《ヌミ

着に鷹吉射します。

　最後に、亀目巻と奄，ていただも亀た豪都等等

、邉手口学院六、学の学部曽生．院生、さちに

お琶誌にな・セ諸誉兄に野物ら菟を早します

o
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例

（1）表禾単位1嘲さ團隙S■津’位：（Sソ31宅me，

　　　工喧。トγ織†loれδ」巳）に従った伽そ建うて

　　　輝葭の表呆はdB陀1δ6cξ／鵬2に

　　　ぎ）た：．　　ま「　三．引解尋文献中巳8dB

　　　表弄ミdBヒε！σ3◎しにぎうzいるも

　　　の薦全Z新dB義禾に改めてξ1回し

　　　㌍。

（2）　。，！，’！蒔そ才tそれ弧．霞法にぎ

　　　る葭，分）秒を禾・す。

（3）亀甲人名中、S†evehSは、　S．S．S†e－

　　ve　n3　と」．　c．　S†eveいs　に議黙別して壱己

　　しち。

（4）主そrP哩；uレe，Tα』量e等肛言r｝と勧て

　　き亀女σ》噺餐に慣し1三．。
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云1章　序　論

　本葦で乳態園搬う醗の寝言とその機獲的、機能

的重毒を中監じ視の芝れと沈　鞍可ること：によソ

8Rろ力、にし、　融麺翠晃石晋究に固養の向題し莫とそ

の展爾過奔量を～回る。

1・1　視野

　露払一3頭部と曝露を固定して1莫を凝穐

（令xa†im）し喪爵ド晃之得る外界の範圏で

、単目侵四望予（monoc“1どしr　v宣∈｝ual－Field）と

両眼視野（bin。ωlaヒvisud」ヂIeld）に分1↑る

こと1ザ『ビトきる。　丁また、豆負芒移を〔司定して目艮…i莱

の：a＋を，重カカ、で二て見え得る範〔霊「さ重11目諦視里予とし1

れ・そしる。　　本む命でゼぴ雫午tこことわコ5；まし、iFl艮リ、

視野覧な全て頭部と眼球を顎固定毒「δ固定した

状難で中央の》疑襖莫を注視し1三時に石眼単眼

・襖で見乞得る外界の全範薗’をさ可ことにずる

o



い　　　毒

1・2　織塗養的レベ監レlrこ於虞・る鳳迦：霞と中心

　　　　視

　摯韻ネ見野の中ぞ、広義の中葺じ視、聯の金工野

1＝占鉛る割台座、趨人崔を考f藁しても、在ガ

だ力、2。5％　程塵に一すぎ奪い。　　選れ亀く女憲し

て、　鳳迦…ヒ既墾￥じさ、　ちよそ　警7。5％　（面倒ヱしで’

豹40倍）の広い視野の範臨を占籍している

とい巾蔽る（しε（｝r数hd♪66き，P．，360～369、

　視野内の視右向の表面康輌特椎をもつ長対
象は、1もrぎ2》7こ元．白勺広がりをモ，ち、　t刀七六〇）

面積を；自ずる目掛底乗気膜（ヒこ†ina）上1く．結で象さ・札

「ち。　そして、　9ト」界と網嚢藁との固1こ篭3且侵⑦テヒ営

系が介在可る・従って禎野np卜。xi鵬1し
1こ蔚葎石上下ガ“艮回して網膜．ヒに写像される

ことになる。　P卜。×imδ1しに鳳国華石半季野

（†emporal　vi3uol・臼eld）　と石：半1禎．野（Aa5＆i

z～4sual｛：1eld）は乏‘れぞ申しそ1旦艮三三、1回顧莫（



卸・　慕

　れa3δ』柁†i配し）と弔詞慧網膜（†ε鞘po睡｛匿†1繍．

・　）に、為酸上半盆画（Supε巨。ドVIS睦1

　ギleld）と下：半・禎肇撃（璽醜率　a就◎ヒ〉藍Suξ蟻

　千杷ld）は弄れぞ回る鰻下屋，網醇嘆（輪・艶賛《》》

　硬†iha）と上半北台刃傷（sしψe》lo齢配†璽論＆）1く
　　　　　　　　　　　　　　吃
　投鞘され港ことに奪リ、親騨と網縷の位：置の

　相互禽て廉1一專少くと・も物’理的に1な寝・奎肇1女書i

　交守応・の禽係1こあることに聰るか　Polりak（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　n4・1）は、網暎裡細轟軽愚《鍛∋織誉轟与分璽葵1＝

　書いて、嬉野を3つの蔀じ嬉野と4つ軌圏避

　袴註野に分割した。　Flら工にPolンak（跨41

　）に従って筆着が描い1ミ視野の分類悩を禾す

　：　・視軸ガろ、半径視角2．5。（中量じ窩，

　千。Veα）、4・2．（傍中fヒ窩，pa卜d千。Vea

　）、r．2．（遠中高じ臥p釧子。veα）の3つ

　の中転じ．視野と、　14，2。（近周遊部，neαヒ

　PξHph鯨ン）、　24・2・。（中層狸部♪mid引e

　p酬phεトソ）、ぢ3b（遠鼠落部・f酔p飾卜

　erン）、ケ∋。～。ra　3e梓a†乙（9ト岬町音寧、

　趣†ヒeme　periphe卜y）の4つの周回禰野（・’
　孝



智，　違

　ず蔽も旧地網膜方向八の半径）ぜある．　し

・かし、ここでは三角豹2ずの恥じ一三曖（

　挟義の中董C視野）で注視計ることを甲1じ魏（

　C建籍†銃al　V13io縦多dl陀d・》‘S言or亙；　塵橿罷

　と＝もいう）、　回れ鼠9トの轟蘂麹網醗蓮書皐く主［’て’、み1る

　ことを」誤麸｝書詮（島e胎ゆ饒¢r＆｛　V｛310汽ン齢出》燈。；†

　V131◎汽；　画書蓬親ともいう）という：ことに二す

　る。　　奪‡三、　肇器三三篭生．自脅・個体発：生含今1＝も薗

　翅襖系（o醗』1ε轟†sソs†e搬～　上二丘系）懸中

　醤じ学見兼（千◎c乱lsソs讐rn3皮質＝条）1こ先行す

　るという（Tヒevaヒthen，　R　68；Scトneldeヒ・

　　，lr6r∫Osa』a♪1978）。

　　1

．急

　　　．rき
　・諺
・磐。

　FOVEA
PARAFOVEA

PERi　FOVEA

　　NEARPERIPHERY

　FARPERIPHERY
EXTREME
PERIPHERY

　　　　ORA
　　　SERRATA

MIDDしE
PERIPHERY

FIG．I　TEMPORAL　VISUAL　FIEしD　（RIGHT　EYE）



鷲　　萎

i・3　 凝三農白勺レベ竃レ1く：於1．τ蒼闘麹卜講匙の・ぐ隻書“

　眉窪かに箇翅郊野1田中1じ複璽撃ぎり犀で到農ξ｝iく撫

い範團を俣好しているカ・爵、載㌣σ》8離生造1こ

万登1『じる》fS賦＆qv一ゑ煽d駐暴一しe｝、av｛o目下暮雪　竃
　　　　　　　ノ　　　サ
窃広くを中州じ授かろの冬山報に依’画しZいる麟

例記鼠覆力欝繭遡寵で欝蓬るしく低下し、〔

中1じ窩力’ろσ》覆由ケ。で23％、1《）鈴でr7乳、

2《ヂで3％、芝して尋○δで蒔実1ミ◎・5つζ馨ぞ’

イ言下亘る（vOh　He」鵬隔1†葛臼2響），臨邊i曝

擁望璽重力の調えがなし†歌1ず文rぎも覇足に1な皇弟

なく奄ってい蕃う（Wer↑heim，18『4）。
　乏畝一ご「さ：、1障囲襖1達巳陰嚢なぞi〒壷むに於：．いて

中に視の補足的役割しか担りてい卜いのカ’と

いうと｝夫して乏うていビさない。　 f列之1ず＼・牧安

が中1じ視野のみ芝有効視野（シセ田，1『7ぢ）と

してもつ一卜孔のあいた遮廠×ガネ（Levンー

Sch・e馬lr7の芝装為して本齢売L鳶リ稔
画妬みτミり’可ろ場合芝奉之，z融よう。　結果

冷、8臼7；ガ、に本「δ握をとしガ憾売ぽ」砕ず三会画も



早・ @　婁

お酬さ何か暗いヱあ翫力遊「理解」ずる蒼

タ｝1くベラベラの「苦撃分」を維9寺的に饒食1し含

　　　　　　もミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　い1†1秩蒔奄うす、生き生きとし餐憾壷力や9イナ

ミズムが直引ミ失な嘱熱Zし景うことを認あ

さ3を得奪い餐3う（苧阪，Rワ琶ギ）。　こ軟

は、薗塑襖ガ「無童識的』に辻ぎ、睾？の凄箆

景品の豊定’｝生と4憂岸i粧を常昼ミ雑書寺す巻k｛軌《｝r》

緩衝条としZ騰能しヱいる＝とを示重してい

る。　つまり、園主裡の主たも役割は、中きじ

禎の循報霜露嶺磯．とダイナミ。ソク奪櫓互イ乍購

を営群なが’ろ視野全体の電報廼理梅轟の効率

を常に：最1箇化可うことにあると考えろ、れる（

等β巨，　R78　a）　。

1・4固翅視研究に於監†る方法論的固i題．

　周翅視ザこのように重奪を役割を果してい

うにもかかわ弓ず’実験1じ理学、特に知覚の分

野一ご’「さ固辺早見の：縫能rひあ渉リ竜譜的に内晃奥と



…　　㌘

してとりあヒドうれる＝：とドまなく・唇過さぎしてき

葎。　　乏して、矢0覚…霞象の実験的検討は、も

つ1ずろ中1じ襖を犀…戦、た春翻死金番力’畔そや嚇収てき

仁。　　これ欝、周逸襯に於費る構…霞擾幽取治塾力

を研究測定するk薦’』て、この柵究固昏う

方法i漁面向是象臭（愚慮にい之ば’方う去論心心韓鑑

4生）が慧為在している餐め「ご’亀ると着：之ろ断る

．　三惑譲i．碕究の力法論的困難柱を糊すもの

として1言）実のようなものが’薦げ5れる。

（i）圏迦孝晃に於纏る極端を禎力の低下

　　現象（Weヒ†hεim，18r4；L。w，n

　　431n引；RαnJaq　e†al．，｛r66）一

　　周面量見と弓る時ど孝見力菌急激に仏身

　　可る

（2）山辺裡に於藍†る風ヰ斥i翼常現象（re一

　　稲。†Ive　crr・r）（Fe卜ree　3　Rαnd♪

　　tq333Ferドee　e†aL，　R3塵ち

　　Lelb・wi†Z　e†．　aし♪lr7z）



霧　　，・

視軸かろ禽判れ蓉臨迎かろ入射して

くる光緯は角昌莫や）1く晶体等の光学

系’ご畠訴異常を伴う

（3）誉効瞳孔径の縮少巨象（S営lh馨震

　　S司ξs♪R4・83S｛o～嫌，1曾5・ζ〉）

　　一一一瞳孔径高高軸を中ξじとして

　　鳶rl右四に歯止してい蒼た勧、葛桜

　　裡に甦る時ど’みかぼの謹董孔径1な雑

　　長の楕円型となり、従「，て人工睡蓮

　　孔で絞うない限り、韻i球内へ入る

　　光豊1な入射光ガ’1司辺に偏r5rまど’藏

　　少・して塞く　一一一

砕）S†ileザCbawギ銚d効果一

　　禎細三層に垂直に入射しない光は

　　やや暗くみえ，る

　　　　　　　　　　　　　　　　　寝　　過（与）　　s†セ・ay　　l諄くきレ毛†o）効果　一一

　　強い国セ1入射光「まB這這で’含L三州マを・



肇　争 嚢

鯉こし曳この爵し§舞1こ毒るS幸臨ソ

璽置顧†が麺：傍の三値の一L嚢：を，も「』弓

可一　　一一一

　ま仁、無底部網膜1＝は違濫確i報を鵬ed綬倒

する錐イ本違法ザ重しい良あ一霰1二亀の千許劉カ

が蒐いことも榛因の一つぜあうう、　縫》て

、一 ﾊに簡迦・祷iの実隷・ご｛な観ξ翻身霞刺激対象

の特徴一を1正々窪1こ拳1断＼報告律『き＝＝とザ匿大毒慰物

難噛ざあ＝る。　　このさ，うを；理由かろ臨重富鷹峯補穿し

「さ未だ定粧的なデー一9の詮迷の±或を出ず、よ一

リー一般白勺7ま定・量色勺書己毬、　藝ミし、じび闇きZ～ネ見での…見

象の定量的定式化は困難．な状態に為るといえ

3。



・・

1・5　周迦裡月立の諸生

　信実禎の基礎的『データガ系ゑ党良勺・に心積さ既

季名あ「』のはi『筐牽己末ヒ藁ガろであるが’勧善の

撫究では風初等」＝於ITる幾伺誉図形、71レ7

マバット文宮や＝数奪の膏多魂…弁別実轟ミザ1々く行

緯）れ養（k言r3ch齢ahh、Ro霧；κo轄こμ『23

；《｝eB5絃㌧lr26；κ1ξ1†齢舗象釧匿卜》

lqz85　zε1馨1帥e†改i・》R30；（：◎lli¢勧ジ

R31；MUh臨　藪（￥己言1♪搾31；Wト1・廿賦r》

1脅333むd3ad。》lr4－5；〔｝酸e千e，自陣ワ）

。　　＝：1八ろ（パ実醸はいずれ＝も図稀多等力“’圃処裡

で熔ど⑦位識別ぜきるかを固題1ニした定牲的

な石晋究で～気、1ミ。　　κi卜s（｝、鵬ahh（qr：082

P．3甥一3研）は、石8購辺襖で白迎に黒と

黒封互に白⑦殺何図形やアルファベットを塗沫

しrFミとこ3、、ず㌦扱．毛黒蓋1、こ白の条ぞキが覧吉忍知肉

に於て低いことを見出し1ミ。　こ才Wさ、ミ逝

に白図＝形ヒいう白さと畏tの対比効果はその

逆の組合沿ttσ）場合きり大き、、こと匹田唆し



慰　　至蓋

ている．　　：こ羽書うな図モ移や文r蓼の毒舌みとソ

霧さを規定しZい落鋤3本董犬4飾でとりあ
げ乍＝個セの肇象以9トに厨逸網昌葵レベ屋レに寮費

る姓虻：女専果が武き奪回味一士もつことを1柔匹釜し

ている＠　　そ建i、て、圏翅軽」こ於｛r「1き索く～6）高

訳積報．勲…哩過程（歯応覧・ず、文豆σ）き息みとり等

）芝卜え，てい『き墓本的を二丈犠犠の解誤なし

に芝のざう奪高〉匁女山理過棄塁を薦ミき下す「き：二とに

時面面ガ’ある。　ヒ述の白い図と黒い遡ら晦

の封ヒヒ効果は白き（へ判断とつノきガリを毛フと

い晦れる『が’ Aこ漱を假に、ぎり一葦憂的奄煙る

さのウ可比の井キ季且（卜→uwich　2、　J、魏mesorし，

竃q66）の中でとり栂うことがで｛い碁1ず、そ

のぎう徳デLタを周・辺字見に於ぼる臼月・5さ受容

；犠構の禰究，という女脈で：検証寸樗うこと毛ある

金味では可能ゼ㌧粛る。　さ：うに、臼R3さの知

覚という囎支厳「ど偽オ嘉言寸’「ま、　より一由ミ：的な定量

的デー9の蘭数的とり偉いが可能となろこと

、従って予）則ザ可能．と；ま3ことも砂嚢奄董畿

の一一）一ご㌘～ろう。



テ．

1ゆiヲ・1　｛弥々　袴塾」こ於ける奪邑明光賞薩尋値の

　　　　　到幾．

　刺シ敏血腫艶｛奉よ二で’豪蝦敵廟を芝の予むの輝葭（lu黙ト

h偽に）が減少嚇方向く立動さ笹てやくと

日醜さの憾覧ザ漸癒レてゆき、つい1嚇鴫暮

さぜ。と：なり曼之，幽く態、でし春う．　；鍾に

工剃レ￥を贈培さtて収とある莫ぜ更える
書う1＝をる、　　この遷豊強莫ドさ奪色苅覧賞禽（》人

下膚趨と｛玄義）とよばiれ剰i丈量金言1こ養して

通常S七並曲線を描き・S↑ep稲（†ミ。hとは

な祷い・従うて・山山駈摺慣的i二軸馳
en（ンー《千Seein3カーブのケ0％莫【こ対蘇

る刺激輝度と定・義さ“’Zいる。　　ここゼ’重嚢

なことは三値は幌作的1こ定あろれト楓念でB自

：るさ’「さ＝も1三ない（理論色勺1ミは臼口るさぜ口とワミ

義・t敢よう）ということゼ’あ：る。　　乏して、

しばしば暗煩応下で「さ圏迦襖の薗値は中8じ視

のそ賦しよリ｛這いと、、う三四「ご’ある。



　　　豊馨

！・ぎ・1＆　　血腫1こ愚lrぎ身空向力日露効果

　刺撒：の輝霞と皇斥、瞬肉ガ’一直であ敷1ぜ、刺

激の面穫iが大きく奪う1鴛ど一爵ミに禽値は藏少

｛頃向を示、す。　　ま馨、1司じ1韓催i！こ達尊も仁勧

に1座面績ぢ』穴きい曝ど輝、葭陰少くてぎい。

　尉］ち、面積をA亀輝霞をφと解るとAφ竃

（：σ轟＄†aA†　という衰icこ◎の法剣が’議立碑る

（但し、10◎鳳惣裡「ど薄φA捲霊ω塗～韓冒駈と

いうPipeヒの法則ガ、さうにより一融鵠1こ魅

φA帆二丁Dh3†ah†　というPl乏卜onのジ去受qザ床弍［

するとし、巾dKう）o

　6「’いaha描e†aし（1（セ3（セ）と6レraharれ象

B蔚†【e††（R3『）壷中1じ禎と富士視紅円型刺

激の斗イ逢をゴガろ5D音で蛮イしさ亡丁ミE痔1こ三値

1ミ達『可各に嵯碧幽幽霞量豪健1害し1ミ縞集、面

績⑦劾果は周迦視で着るい・ことを回しち。

しかし、刺激。、面積ザあ『｝程度六・きく7まうと



〔　　簸

毛落や面穫の勧聚熔隻け献夕霞と量刑瞬向

1＝依々可3ぎうに奪）「匿。　他方、憩迎｛醗ぜ

の抄写ら菱わ果塔中IG袴塾由仁駅と1愚ヒ氏，どこ違．が’

談iあろ串・をあ’っ言ミと・・う報告もぎ竃れ．℃い…き（

21。pe山鼠s輪w，1％3）。　しかし、
＝の場含毛、薗値1尊一佐隻1こ暗・霊夢・集イ午下：ぜべま

圏塑孝羅と奪書信ど’で垂く奪る輝蔓向ガ‘’き瀧減ろ畝ずミ

o

1・　5・1』　禽値1こ§いrゴす瞬画毒駐重姜力緊．

　）匁に刺激の面積が’一定・であ照「ご刺激．の呈示㍉

爵向丁がある程度⑦範囲内（T≦1・Omsec）
で増カロ中れ1ず圃イ直に達配るのに薩｝こ薯とさ：ψべる

輝葭φ‘編ゆして巾く．戻・ち、φT＝こ。ns†an†

というBlochの法則げ中’じ禰ぞrさβミ立『る（

BiOhdd　2・　Reソ，円llちんδ、卜nっR36）。

しかし、　T≧looOm＄ecと奄3とBtochσ》》動

詞「さ山立せ＝三叉薗イ直はφのみに依イ～辿るよう



・・

1ニなる．　蕃嗜三、　（…詮＆、a鵬　茎継鈴馨齪臨

G『39）　落、臨逸邊で三種と呈沫爵肉の衡

・係を検討し、学径ゼの大きさσ）刺激では1ごフ（》

醸8εこ審ぞ糠Blo〈翫　の露則プデ鐵赴窺葛ガ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　も乏蘇三〉《よ＝の大きさ《卑IJジ敷ではシ去則の彦、　lt範密

ザ短い裏向の側八ズレてゆくことを嬉し餐。

醤、　B　θch《為選則が’彦1立．～馨る暴長量禽竜外画錠峯

臨」飛台：示、瞬禽馴「c（c←1†1（轟14u》義†1礁）と呼

熔蔽マい：る。

　こ《ろさrう1＝、禽廼、を趨建聲書刺敷！ぐう》《9

ぽ相互に影響を旦ぼし菰うという肉係1＝葛る

。　乏しZ、『訊迦…醍「ζ“の肉身σ）規定勇因が中

直視と若干異っZいろことは、国旭視卜於1†

苓刺激の空．向・8寺向的加重フ磯構ザ中心ネ見のぞ

照と：ドさ異『；＝＝と’を，物春吾うてい3といえ，よう。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ’　難

1・6　周翅視ずの麟盤を・糧定する生理機i等

　網膜に於1’†る光刺滋命1題位：蛮嚢な八8）最初の

蛮喚還r光後塵細饒包、疑撃ち、．緯イ：奉i雑据包（》り（豊鷺）

と錘イ本細口包（C◎h之S）に。ぎ、て考テむ・太る、

酸底に凄し蕪光刺激一寸の輝葭末i準1＝縫じ：一て

桿イ本艶福、隻多書；機橿．のも、峯ギ既ガで、堂玄い懸両

機楢で変等奥閉鎖さ畝る．　　こ釣幌糠罎i、単三聡敷

の峰霞＊…季に封応し膣硫答遮断σZ塾騰縫説

（丁短1）噂｛lcltン・由εo》ツ）として蜘5齢てい

る（S（，トui↑望e，i乞86　；　》onκ日e3）亀8r5

）。　固値轟轟の虫垂tす事実こら説「塙3程

霞は説申拠る部分も漏る。　φS価be鴨

（n35）やP・1ソakG9引）のピトの網暎
の網纈学的禰究にぎれば’、網膜の）K平多線」二

で’の金鉱イ本塞度は中1じ窩『ぜ：最も高く、ぢ。圏迦に

なると激蕩可るのに対して、桿体留度は中1じ・

窩一ど「なtごロ、　1書㌧と互2．（：）ρ一ビ’最大と・奪リ、　2．○。」卜人

工でn漸藏傾向を示可とし・う．果1』激光の輝度

力“75dBrεlo鴨6cJ／rγ》2～Fり亀い喝、含艦・3主と



　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　！㌘

して鉋麟購（p睡◎PにV言Sl醐）油薦さ
曉1覚を司るとい贈れ、5ぢdB以、下で1巻：桿体毒矯

嶺（Sco†oρにVISIO汽）ザB§るさ野幌セ司ろと

・ゆれる、乏して篭《中織の輝葭）k毒（憎笹

piし＞1～覧。汽）では両塔讐＝櫓ザ共に侮るき聡覚に

寄与重るという（但し、6ぢJB卜e疹もζくレ熱2

謬1擶L）。　　そのイセ、両織縫・1＝二次のよう

な牽三角§6守差異ザ亀ることガ’知ろ昭」ヱい蓉；錐

体：導管1守1約ワ○◎万《㊨拶）金登イ奉より蕨っマおり、

弁削摩知邊能力を籍し、芝のピー7捜長（蟻

隻兼長）1さち㌻5nmにあり、条勺6ぢ～B。

aB　の（laン匪i3h†下でイ動き、　色、覚．芝1自可る。

き弓1二、百昏璽噴応≧束度「ま即く条勺7分で経了し、

高い空身解像能（視力）と擾い蒔固分解能を

有しzいる。他方、解体融横臥約1億2覧
・千万イ固の桿イ本よ’リ穣虜1∫・れ、力口重的角∈カを看

し、乏のピ’一7薩受》皮」艮「δ：5ro　5㌦畔、【＝莇り、

約65dB駄下の輝度来i李下で働き、色覚幡令

し有：い。　　さうに、9養3噴一連度は・遅く参勺40

’分もかか’リ、イ丘い空回分解禽εとやや砥．い三時向



？’

分解簾を嶺し’Zいる．

　君上三盛；機嶺の特轡k．塔鯵かれ少竜が・れ、隅

翅禰やキ心」複1の蔭1値軌薄註：定要因としてず篶露し

ていること竃な維1濃慧さ畝るザ、　こ歌1副官く奪「ご

椎渥鴫ぜ蕊、て乏の生理レベ垂しぜの徽馨醗；犠機を

云マすることは精神鞠理誉的1こは余り蓮昧を

毛1…奄い。　嚢す蓄に、餓難の生哩講鐸嚇弓

椎測さ藍巷こと陪、中§C薄蠕動圭として錐体：藤

：機かろ《ろ寄与虚幻く隻偉：き亀1こ蝿レ、臨邊壽塁

r重富として緯4奉糠：毬台1；～の寄与芝ぎり撞く受

じゼさ↑ご3うと、、うこと『乙葛う。

1・7　圏翅雇主里予の僕］数としての庫1値

　もし、：薄野閾が芝σ）；無畜ε的レベ1レで’等簑ぞあ

畝ば、視野のどの位置「ど測定し良陶値も等し

い値1こ近ずくはずである：即ち、縦軸に陶値

、嶺四三呈示．ネ四聖三三とり、四日、定さ畝1ミ・データ



P　　舞

を’ブ）口Ψト・す態と．峯葵軸と平看了奪フr》、ソト奪

曲線ザ穣うれる嬉ずで締る．　もし、蓬燃ボ

專実蓉；～ば、　こ蔽1尊陶f墓1達」襖聾と1尊華螢立で』あ

ること殉を示D卜し一乙い蕃ことに蓉る。　　し参し

なかろ、前節でもひヂこき褒ぎうに、一調§1に、

Bき1嘆応下「ど’は、剰激の面：穫、星ホ爵繭ザー1起

の場合は、闘｛塵1意中紀ネ晃ぜ最も高く（国後4生

ザ最．毛低く）、翻惣＝窺に奪壱捲ど捧輸議して申

く（彊曼4逢のよ＝暑）悸　　こ蘇は、鹸飾で莚バ

仁恕輝度＊準一この緯傭震機の走想壷勃果（s脚

甑ma†ive　e千ぞec†）にぎ：啓ところザ碧き、、㌻ミ

めとモ筐，定さ’才しろ。　ま1≡、、　イ景覧＝＝r乏のよ・う有に効果

が陳因ではをいとしても、何ぢがの薯因ザ作

田して、視野と陶値ザ独立ゼ時ないこと三審

弓か’で孤：る。　4虫立では奪い陳〔自を桿体：磯・構

のどのレベ1レぜの影響によっていろわ＼を嘉定

すうことも重要ゼ∵あるザ、　さ：ろ1＝重葬なのは

彊懐し仁薗値ザ視野と独立（Mepend黒蟻
のカ、依イi；百ξヲ（　depen4eht）ノ診のブナ『乞精神物理

学的なザーワ＝構造を繰回して乗定可ることで
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ある。　＝の下味で生のデーヲやそのデー9

ガろ【吉1携的に橿颪さ・れた尺葭1で亀を視§予’の衡数

としてグラフ上にフ。ロ・ソトし程場合、デー9

二親が禎野とフラットな平行移動肉係に蒸る

ガ’舌ガ’を固顧．に苛各こと電重三ぜ薦る。　篭こ

ぜ下下の論議ゼ憶、理漁的を観莫台ちの帰無
イ康壱漣しとしマ：、　常1＝二rデー一9｛7「ネ嘆L聖予と1な・独1吐・で’

ある」と仮定可ることをその下前の出畳莫と

膚ることにし葎い．

1・8　肉牛と肉上で直との磯イ蒸

　さrz、繭節の帰1無｛陵§楚に：従、マ、イ羅に．　r

礒！値下平野と落独立」であるとしよう、　そし

気禽値の輝葭（φオ）に対して4φと㌧・う1

JN参の二二を加え，て；野ぎう。　φ紫雫ゐφ

嬉お篭ろくφオよりもぎり痔つきりと芝の刺

蜘特柱をspεc酌恭るだろう、　旧観藻

麹歳伽＋4φの彊起する明るさ13φ★甘



　　　雛

巨寸の瞬よリ圭鮭疑酌に臼昌るく心え。ると華ミ告す蒼

かも知れない、　毛し、△φという山分麟ザ

ま蔦、1「毒竜野と1一さ鞍立」．ぞiJN｛）の噛7ザど

の室示．鷲§1聾噛こも等しい奪ろ1ぜ、　淫して、駿巽

巷かみガ・けのB与るさのき讐分量をで可ろカ㌔の方》去

ぜ報告醜ことができれ嫉《声（φ齢君φ）

1「さ、金面豊丘を縦軸（射撃葭．、軸）量：こ「芝）て少し

上方へ平ξヤ蕃多忙々し隻や1回り「茎塁加撃と覧「謬書出立」

な禽崩書を沫す億ずぜ薦る（で馨し、望（φ端十

4φ）1さφた†4φという輝穫ザ逡憲≧盛る主

観的囎ろさ量と苛；る）。　禽値曲線ガ《奔憐に

規定されろのに対して、φ犬＋牝ムφに規定

き歌る曲面は団上曲線と呼ばれろ。　そして

、主観的号「明3さ」の楓盒と定執なこの薗

上値の惹起苛る・c理量（明落さ）をその出発

莫としてし、る（前節1・ぢ・ユぞ毬べ†ミよう

に薗値の橿念「詞ぐれて操作的な観莫に立脚

し焦辱キ異有定義を・もつが’故に、理論的1ミ曲r

8目『＝るさ：ビ0」の曲線を視野の蘭数として管影戯

祷：5と考え，ろ回しる）o



㍗’

　し牟し奪げ脱ら、　三値電『㌦i醗i野と隷立」であ
　　　　　　　　　　くの
・ても、1」N曾の『ヒ，が禎騨ドぎ）て回る（

禎騨に依膏可る）奪ろば、國値曲線と職よ値

曲緯．陰平行物勤σ）肉係に奪いことに2き：る．

　骸く～は：、禽値レベ置レのデー9横虐ビき『をあ音

名面上レバ1レのε昌謬さ蟹容：趨轟隷ぜき芒違、書豊曙

’す3ことガ㌧ざきると「《きじ・Z．』いるが’、篭の

よう7ま薗値，一言上：値あ画の平行度1仁治～簿何奪

る輝葭レベ1レでも隼1く保鳶士蔽Zいると驚限

ろ奪いので蕊うむ

　実礫、1r世紀末か：5集積されτミ珍くの毒

煙『デ㌧9ザあろ1こもかウ’巾うず、身上粟1激の

惹起可る9目るさと薗値レベ1しσ）芝淑との精神

物理営的度｝係を：検討し仁石賢咲「さ非常に少ない

のである。　尚、こ・、向台萸は実鹸▽エαb一ご’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
詳｛細に検言寸りご1れ：ることlrこ奄「：る。
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オ≧葦　周麺禮に於1する泊るさの精神

　　　　靭理学（■）

　本葦ぞギさ、臼昌るさあ直寄悲尺霞構威法の代。表

餉手法の1つ一～’あるS．S、　S†・e》ensの定ザニ

尋ユード椎1定法（下下Ml…と麗育）に毒して

乏の方違論的向薄着を繰毒し、供せて、定叢

暴1淀法（i璃巻藁量1定）との衡撞について縷醤’す

る。

2・1　日Rるさのべキ法則ヒ．ベキ蘭数

　前：章1。6で毬1ぐ仁ように、1ニトσ）裡覚系

「さその青三碧柱に於て、　110《まB前後のヴイ

ナミッノ7・レンジを有し、この広い観囲の輝
度にそミ効に二三三三回しそ；回る奉睦臼邑を．筍回るとし、イ）れ



P　　舞

る（M＆いs千le緑ン臼ワ4」376）．　観箋…巷

に、蕊『島町霞を毛つ刺膀気のi憲起書誌圭．奮謹．的騒臼

るさをモデュラス刺激，（レ7アレンλ刺激）

のB自『墜さ1＝ウ寸鳶るb乙とし’てマづ’＝二千ユードキ窪

定＄云（ME）を霜い唱こ報告さ・せると、ε癖蕃さ

の評価量は次のベキ融数：Z“表南可ことができ

る（Ekr鱒h｝腕箏9ちS。　S。　S†εv¢rヒs♪lr6◎多

n75；MaゲとS璽円ワ4）；

①

或いしさ、

望二建てφ一φガβ　一コ

口　　　　　　　イ写し、φンφ．オ

　こ　こ　『争い、　　～レ，　違L　，　（≠），　φオ　撃て戸βrさ　『i…歌そ、’

れ、8目うさの評価量、モテ“ユラス」刺激の羨き

き星＝よ「て乗ま：るスー三一リ〉ゲ定数、刺～霧くの



蕊

輝霞、留縫．ぽてだベキ・轟敬を派す．　βやφ愛

には個人誰があるので（Mδ．緊と3鼠工。。

S†ev舳3，円ら6）、r託の僖の維1定は書り正

確にrδ、N人（翻幣巨。人血［1種ミ）のB弄るミ評

い「さ《≠）一φオ，φ〉φオ）を両対獣軸一ヒにプ

ロ・yトしてβを身熱ヒと足る壷線を得る（幹P豪

，R77）（但し、φズ嫉，φ鵡βζ青
バ
Σβλ）。
真魯■

　さて、MEではモデュラス刺激を詣いる場
合は乏σ｝刺激の輝度が亭亭ずる8割るさ’に、f列

うしば「10」という数値を仮に・付与しZ、観重

着に二1れを毛とにしZイ王穏の蛮化刺激の引き

起こず臼R3さを比率の形ゼ』報告さτtる訳ぞあ

るザ、ここにMEの方法き篇的向懸ザ生じ『ら＝：

とに奄ろ。　　明・3さのみなうず他の感覚モヴ’

りティーでのべキ法則の威望の可否について

rさ理論的雀見回ガ’ろ董のこOhsi3†ehCンに疑向ザ

毛†i三・れ1…リ　（　Pou【†on，　円68；Pi乏ron，
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　n6『；Sδv弗ε，1『ワ◎；Wa†30縦♪階3；
・　A恥de胎s◎ハ，噛電『ワ4）、　観血＝養のe撚言3s言◎r　

　◎ギ琶h囎beドノw碑ds　l＝芝のきま塞章と施可こ

　と｛＝女度するキ吃半雪（Grめahαゲγ1、鼠・2δし†◎osh．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　R61；G械』錨フlr6与，　P・？3；Oy酬改♪

　R68）等ガ’～鼠り、　f古事麹莫も黛7い。　　寺集、・個

　への観察劃＝ついて、いずしば8ガベキ法器

　ガ㌧ろ亨トれr診喧壼三三可三三を・もと1こ儘人レベも1レ

　のべキ法劉の妥当姓を向是翻こ鳶う研曳為もみ

　垂れる（＝「◎昌e・3　奥　M改←ぐ犠3，lr61ラ

　Pセーadhah　、＆　　Hof・εmδn，　1《篭63）。

　確かにナイーヴ’含観察着にMEの判断を課

し一E±強暴、　β1な冴1う程霞のベラツキを禾ずが’

1精神物理誉的判断（特にME判断）に習熟
し㌔観察着の場合はベラツキ砧非常に少ない

ベキ蘭数ペラ》（9の仁多ザ行な丸、イ酌人レノC

【しゼ’のべキ法則の蔵立毛確認さ’・Kていろ（

Mαい～千ield，lq76）。　訓三、入力剰激の

べラ）くタ1こ四四し「』βの蜜イヒ，σ）徽三田構造を惟．



婁7

定隔ことも可禽と・ごある．　α瞭ト鋤（脅65）

　よ　　への葛つe臨ss沁汽◎千㌔職beピ’w◎繕g　が
釜継薬巻固季ミの吉語自9本三組を介して翻何なる鴫

数ザき司の尺霞に蛮痩芝麟るのガ・、巷集その餐

キ襲法．則1陰ユーS†醜≧eの糞…純ベキ斐換奪：軌ガ’2－

S†a馨こ妹よ＝のべキ上世、或い1な佗の7xじナ

ー劃しの女マ激斐慢ゴゲ良風甑一天いr｝のかを身重苛

ること糖囲難な向謄叢鼠リ、将来に残さ報ミ

内甚嚢とい丸ぎう．　ま書三、精鉱物理誉轟ξ7嚢喚

法則ザ実寸数盛室数ぞあ）て毛、判断亀馨巻粟農こ｛な

バ＝ヤシ去興“プデ全て1守蓉：ることも可奮∈柱として考

えることがぜき、MEのさ語評価と入力剰敷

の判断過程の理論的解無とデー9【ミよ葛その

過程σ）皆乍に「守i未ぢ益子箋ブヂ銭さ・れていうとい

λろ（W軒下en，　R58；神崎，19ケr，Rワ4

らT陀i3man，　R64）。

　と1こかく、齪暴着固有の邦語的辞組を介し

たべキ法則を廿伽sduc†lon的ろ｝仮説（ManS一

イle｛d，1僻6）へ蘭連ず1†もことの内容的妥



P　　黙

当柱に如購枇判は㍗いか（a馨．κ臨笹，

1『ワ2）、　しかし、　本誉飾で椿ベキ蘭数回、　方

法的、内容的に馨皇国の・†賊筋3duく貯として

のbehδv『oヒ・を「ラr　1近似臼勺」1こ綻乞墨し《馨『ち

毛のとして照い：き．　群馬莫を，へ、ソキリ春夢

の上であ，れ置’ずあ瓦て菖吉書報告をその言意数量

イしすること℃善午さ：れて　よい回ろう　（柿亀奇、

lr68，P265；lr74，　P．73－1・。）昏

　ま書室、　S．S。S†eve醗g　l一さベキう去婁哩が＆きき暑秀こ

ではなく応覚弄」の等寺三生を揉臼央しでい3；椴拠と

して、ク［ユスモゲリティー・マ・ソ千ンブぜ得

うれる勾配が両モグりティー固肴の犬キ借数

の比となる＝とをあげしている。　この他、

MEぞ得ろれたべキ由数が’マ・ソ千ンブ実鹸や

艮．広ミ雍§日寺を卜い「卜三等覇ミ（夷§白寺ベキ【軸数：オ5国

章均Cトを参照）ぞも同＝様に成立することかろ

（Aikln，円73；MαhS千ield，【r73；

苧阪，R77b）MEは感覚系の特柱をよく反
日回していると一考え，てよいと鬼わ南しる。
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一　　さて、ベキキ邑数：β1さ十分1＝広いダイすミツ

　7・レンジをと，た場盆、暗嘆陀で、神園5。

　の自色光をiSec呈示する条イ牛では呂Rるさψ

　1‘さ輝度φの立方：根衡誉気、釦ち、　6＝γ3＝

　0。33　とノきる（BRるさの橿…ミ撃ベキや邑叡）＝＝と

　ガ柴。うれている（s．9。s†eve鹸s．　『・ワ5）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　o

　　ま1三、　2＞匁唇勺1ニ1’さべ’キキ邑数β巨’き廃喚廉蚤巽…｛辱

（Onleン，吟6i3こ「．　C．　S＋evens茎S．S．

S†evehS，　n　63；Albα政∫．S・S†evensフ

1％牛；Mα卜ks♪R68♪1『76）、刺i敏の

大きさやスパ7ト1し特・柱（Mdrk3，　lr71；

Mah3千leld，　lrワ3ちOsaka，　R7の、

さ：7うに、　皇弄≒日寺向（J．C．S＋evehS　2．

Hd【1，lq60；AibaムS十eVenS，　R643

S．S。S†eveng，　lr66；Mansfiel己）Rワ3

；03αkσ，irワ7α，lr78a）讐の効果を受
けて変イヒ，回ることカ“’知ろ〃しZいる。



2・a ベキ指数と．ゲイナミッ7・レンジ

　写るさのべキ全数の洲本的奪穏義は、「噛

蒼さ戻i自覚の妬きさ一マヴニ千ユートご一一一の

変イしのイ士力をき己回す’る」ことにある。　　『乏し

て、　B昌るさのべキ1軸誉曳ペラメ19の中でもべ’キ

指数βゼま8昌3きσ・炉奎化のイ土力を最もよく葭映

していうのである。

　前極2・1で述バ1トようt＝入力刺激σ）ゲイ

ナミ・y7・レンジ（φ㎞a×／φオ）は光刺

激の場合は約・110dB（粂勺　10支ζ∫数単イ立．〉あ

り、　典．理白勺なβのイ直はβ＝o．33であ＝る。

電気ショッ7（指先．1こ徽少電流を通電磨る）

の：t易合「ぽB＝3．5となりβσ》イ直と逆じヒ停理して

ゲイナミ、y7・レンジ「ま小さく奪る。　つま

リ、　応覚の大きさ噂βく1なろ匠二縮され、



戯

β＝ユ奪ろ芝の＝きまの六1きさ（緯こ整皇墨程）、

さ引ミβ＞i奪ろ璃幅されていることを鞠語

っている、　光に比べて電気ショ・ソ7のよう

な生体に直篭的危害のある刺シ致に対レては、

その感覧の変ぐしのイ土方を急激にずることi＝よ

り環境がろ生体を防衡し「こいるともい丸る。

　このよう1：こ一一縞量にeとグイすミ、y7。レ

ンジの六きさの椙補的な特粧纏、血紅に興味

ジ架い＝藁、味を内ン葎：ぎセているといえるわ　　従っ

て、もし薗麺視1こ於1†蒼βの値ザ’中浴襖⑦そ

塵れよリ系条た，白勺に増’大　し‡とりi減少した±易合、　そ

・れは「臼日うさの康覚．の穴きさガ’中置じ視と周麹

ネ見で富興っt養化のイ引力をする」ことを藁馴

している。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駿

2・3　周圭Z舜見1こ於建るε自るきのべキ霞1三物の

　　　　2つの蔑1数型1：＝ついて

　鎌髭h2・ユ　で禾した①ヨぐ駿てρ②：式は臨じベ

キ蘭数であるザ：検出1繭（φ穴）という定，誉蓑（

ad山†wεc◎階†酪†）の廼理の仕方につい

て2つの方法ノデあることを示．している。①」式

1言S．S．　S†eveAsガ’：初期σ）禰究に於て串いた

毛ので最も墓本的なベキ蘭数の型，を派してい

＝る。　　）渡に二②芸ζビδ　EkrhOh（i脅参8）やS．S．

St（三ven3　　（　1『60）　1こよ隔、　一で　翻し、　ろ等し季三も　o）

である。　陶上デー9ガろの9ト描1＝よる・グう

7的懸場によ・ト場合の検出肉φ六の遺味ず

けに；ついて1「ま肉値近傍での両概数紙上での直

綾の旧く凹型のカーブを補正ずる養あσ）単を

るmδfhemδ＋lcal　4eviceと．解釈す弓t［場ガ

ろ、何ろか’o）生イ本内ノイズのペラメ9を康峡

可る定数工真・であるとし、う立t易＝まで’いういろと

乏の解釈が有在し（Ma卜ks　g　J．c．S†evenS



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　鼻　　　　　編へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　垂導

　，1『68）：乏の解睾畏1巷もつかしい②　 しプゴし、

・h人智σ）実験で蒔、φ絹等ゲラ7解法的1こ陰推

　定せず、定激測定法で測定したr検出尚」と

　定義する・ことにξるC検出隊Uこついて薄本節

　2・3・2芝参照）。

　もしβガf司一イ直．をと弓場含、厳．窟に遷’さの望ぐ

とε）式ゼLは懐ぎ敬（ハ毫塾力　巽「き善尺一ごあるかち、騒§

葛さの変化，の食お1「喜（特1こ画値近・傍で）巽る

と着え，ろべき「ぎ表～巻・が＼奉1き轟一ご乱憲①式と②式』

時本虚誕1こ1言i司じ轟造を養し『Zおり、陶値『デ

ータ毛一般的なべキ蘭数の中で同爵に龍述、可

る’に勇力“～直る縞合b（ハ8子◎式7り“乏（ハさ己毬に癒

しZいるものと考え，i3ことに可る。

2・3・　i　　ベキ蘭数（工）

首rl章工・8『で’述1ミ1ミさrうに、圃値とi≧見回の
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肉｛張を：検討し1三禰究は簿・い力叉肉上刺激の輝

葭：が二丈ヵ［亙して瞳）くと、B昌る、さカ“ビ、のよう1：＝肇ミ

イヒ」しZゆくブナを視璽予と6『）肉漣ノ二三1：＝於πこ縷岩書し

仁実馬策は韮常1こ少ない。

　とこ3で＼8Rrささの斐イしのイ±おを．観i薬『苛：る

1＝ゼさ…とiれ．ぞ蔽の肉」〔果唾う叡の輝葭が篭起するE　1ミ

るミの評価量をデー9として1・馨一1・馨p暫

してべ’キ窄邑誉気を，魯呈示翠鍵野嶺1二維i定可れ1ずぎ

いわけ欄ご’ある。

　　もし、イ吏用選る刺§青光軍度の：最もイ丘い輝葭

レベ1レが肉イ直（i銭いrさ背景駆1真応光の裏屋レベ

1し）より約10dB言上離れていれ「ぎ’（Maヒks

，R66）デ輯9莫は1・2－1。2P｛。†してもほ

とんど直．纏上に並；3こことが9…7＜陶値の影響は

1ぽとんビ’受1†ないことカ“石蜜霧雪さ‘れヱし、る。

そ酋，て、　このような†・分に陶値．レノぐILよリ上：

の壁上刺要文を変イし刺蕩（にと・れrぎ’ベキ1乾数ドぴ①

式の型で＋分に抵似て回る（Maトks，R66，



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟

R6S；Ek臨δ臨．塞・αus†｛襲ギ3so軌，R68）

。’ ｦち、

争竃彪・φβ ①

　乏蔽ぞれの証号の菟味薩奉章2・ユ・ご違べ隻

4U〈である．　ここビ1な①式の6や瀧ザ中覧ご

袴詮と固麺舜見ゼ㌧覧尊巽啓かどうがが画懸と～きるる

2・3・2一　ベキ度1数（■）

　しカ、し、ベキ指i数r3画上の斐イヒ刺激の使用

範囲ザ篠く、またその範囲内に陶値近傍の刺

激」輝「宴を含んでいるほど若干大きく椎定され

る傾向がある（Poql†on，　lr68；柿崎，

1（、74）。　　そ走って、　前節ゼ’毬べ’↑ミよう1ミも

しME実験k使甲苛る輝塵レべしザ肉値ぎり
十分に大き回れ1ず（忌詞10dB　rまどの養ザあ才し



轟

　1「ポ）バトキ禽無気1なの…犬一てい麺r似馴ご’きるプヂ、f憲i値の

’影響の現嶋断ぞは鴎一1・3pl◎雪ず需科＝

　凹な曲線となる（Ma磨ks、1《弘66　Rら＄；
　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　♪
　Ma勧ks　3＜　」．G．　S†・e＞ε脈≦…ラ　1（そ68）㊨

　　浸ロち、両曳守数表斥：で邑1iき契鹸デー9ドさ陣義三遠：

　傍ゼ’1さ㊨式かろ下方ヘズレてプ自ットさ鹸る

　ので」、回数近：似上の薗耀摯から、闘僖“珍正■隻（

　鵡・陪検出肉）φ論琶幡回し餐軌ガ②雲であ

　る。

　　　　　　　　　　　β
ψ＝1亀・（φ一φオ♪ ②

（φンφオ）

　こ・れは、φ次泥上での慢作『～あることか5

φ一廿ahsl乱†ion（Maトkg激丁．c．　S†e＞eh3

りlq68）と。乎rず・れている。　さて、φオiな

’」どずしも響定数ii則定シ云1こよ・るa』50　iu†e　†hr¢sh、

o【dやe－f」Cec†ive　 †hトesholc氏　（S．S。



謎

S†2ve《3，　lq6◎）　と角畢集尺す：き紀嚢幕博く、

ここぜ1・さぎり「と国譲＝納E尺引導譲の過程て“砲

の薗上蛮イL馨嚇敷の支離ミ効緊（要望応ジ勤虚無）

を知少と毛動†る横出初dξセ。†1◎軌

＋翫rε3翫ol　4（Ek臨αh　茎（｝u3taギ雪掃過ヲ

1脅68）と巷：記蒼　［　ま峯ミ、6従…来＿紹E一こ喩は

ψ＝0に韓三尊るφはeXpllCl冠こ捻与瓦弓れ

ていないので’、ゲラ7解法的な馨喫ss

Workでφ大を麺似可るこ・とも簿い（∈三k幽姦h

＞lq61；　こ｝”．こ．≦；｝evε｝覧s裏　S。　S．　S艶》鋤s

，旨63）］。

　①式ザ十分肉上：レベ1レにある変化庫“激に対

して適用さ・れるベキ陶数：であi5σ）に対して、

②式「さ肉値rデー9と圃上レベ1レの蛮化刺潟文の

肉の明る・さの変化のイ土方乞も記迷可る肉数型

であるといえる（前章■・8参照）。　国事
袴≧に方全「『：るバきキ南数rさ呈示、視．野ザ蛮’化すると

　　　ミφオモ変化すうので、四四デー9と圃・ヒデー



灘

タの等感曲親を辻較彫る時に⑱蓋蒔養翻＝三

密さ：由ることになる（巽譲．▽王改，b参照）。

2・4　周迦：謹に於「やる鴫：きさの等1感軸偉豪

　　　　（E毫鵬lB←ξ馨h軸εs3C◎醜）urs）

　①式、壷い1“さ②…漁＝：ぎ、て各箇迦覆野ぞ求

めにべキ南望郷のパラメ9と利用して、穿る

さの等し・・曲線を謡威早ることがrfきる。

9・ρあψρ2，＆び侮をそ収ぞ輯環の2
ヶ所9＞三三複と中1じ視ぜの評価され1ミ明3さ

と一aうと、　（1！Pエ＝～レP2＝9レヂと奪るような

輝霞φを各補三三に求あてやると若圏迦禰野

隙・び中1じ視野で刺激が等しい日月るさにみえろ

込めのφの量が比較ずきて都合ザよし、。　さ

まざ書な刺激条件下でψP＝Ψチが冊立する



響ご

のにf父：撃ときれるφの量の勘定は、各ネ留野で

求め1…ベキ窪々：毫囲いてゲラ7的！こ苫視野条

件ず求あさガ（通難の1稽一b穆plo†で住竜

のcri†ξ霞0汽の鴫るさレベξレで各霞台予命ベキ

禽数を横切喜ぎうに積軸と平行をi糧を引き、

乏亀線と薫きノぐキ葭義数との交莫かう横軸（：輝蔑

軸）1こi垂綿を下二3して、81ビ嚢とされ悉輝葭の

量を謎みとる）、議い塁苫、②式かろ、

③

（φ〉φズ）

によ・て莱面うことが’ぜきる。　～％＝瞥

とな「診輝『蔓¢・の値（dBイ直）が’一望予の「鞠数と

ぼうように描いた曲線は8月うさの等感曲線

（E（｝ual　B卜i馨h†nes3　Con†OurS）とし・わ

れ、この曲線上ド回る輝霞は各州見回で’等しし、



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ・　　　嬉轟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　餐鯉

鴫るさを惹起翻る露　　この鴫蕃さの等慮由糞象

の形〉ばが分周麺．覆ゼ’のべ’キキ邑i敬や違棄出肉の影

響を三代て祷雑に斐化することを斜露藤と

砲迦襖ド於1↑き§目蕃さ受窟織穣が蓼り爾罐に

キ由珪il「ご’き　　iき　（実着工・～斑参照）＠

z・5　周迦禎量こ於汁る8昌るさのべキ禽数：を

　　　　規定ξる要因

　固：麹視に・於け＝るみカ、1†o）8月る：さ量「ま）7ζo）よう

有「葛…1捗敷の！ぐう》く91＝よ’，て変イし可ることガ㌧、分

っている。　即軸ち、

（1）

（2）

（3）

（ヰ）

刺敷の輝度

刺激の面積
豪1」う激の呈示．日寺画

刺激の首iミ回忌光（回申順謎・）



・”

@毒

（5）　刺う霧ζの尺ノマ7ト童し特椎．

　＝：塁れ以亨トにも、　2メぐ酌1こi違序論1・4・ぜ為「デ’

蔦向・面当ザ鴫与してくることに亘る：が、その

影響はよ＝き己の剰激ノぐラメ9の寄与に脈二較：すれ

1ず比立合勺爪さいものと着え，回れ蒼。　こ莇

の藝因のうち、　（1）rまズキ嬉野を衷下る以よ二

でき韻ず3－b三戸†S以よ碗轟麹定し蹄
ロお　　　　ヨヘ

ゼ憂顔る甚《堀こも劇薯とさ釈よう．　書た、

（う）ビδく2）～（4一）の弓箭ヨブデ1書1：≧z2袴註マゴ’ど’の，iにう

な効果をもりかを白色光一ビ’：検討しト上で’固顯

に苛べき要因と毒え弓敢る。　従って、次章

ぜ時（Z）～（4）の嚢因ザ周露量1こ於1†う8移

るさ知覚に如何なる影響を昼ぼ可ガ・を中1じに

検討する。



・・

汁3章）犯視に於・育闘うさ受容機猶

・　　　　　めベキ1刻内気1ミぜる牽貧多寸

　5．β．βさeレe婿やそめ後継郡～之橡としrて

循傷惣戯明輝のぺや刻拠二つい蕊、
甲’・ぐ、護Lあそ牢しが疹／，題‘。5避へうことが多々＼っrミ

。　　隻かし，圖週／昆ド才5rrうで濁マの身・｛暴ひぐラ

メ9バ知継賦ラメ7・1汲1ね影響を検
訂し丁（し朔羽P称少塗・．⊃れ氏，序論

！．4こ・ぜベヒ方広鴨南琵1｝・｝凱てむぜって・・ら

が・呈示塀痂嚢一つめeXFiiclい渡
　　　　　　　　　　　　　　　　　数（1＝）rし丸yγ1　ノ　し臼「16　』）として魚塗して・・励＼

・τ・ことドδちことが細き・・と蒋之られる．

渇蒲魚τ飼剛気：P・・て尺度禍訊ε行痔

の連の更・鹸クPδPFe国日久vεツ（i臼73）

め実、三一鄭Dr－Gr　76』）の実、竣が，さ

ら1㍉，丞婦z－1批難フ696マ）の髪、験が抑朽

牲みのみτあみ。



・・

　　’ご淑らの移醇も言、、・ずれ匂揚三〔亘視1こ於，窃

’｛卸撫深バ蘇劾，痢こらの義直との劇孫芝

　べ知継（を適師て検多叡τ詫のて・あもが，

　　そのノ回診果11孫吾愛．看1百1・z“一致ゼ：’す㌧　　　毛走，って

　、囚辺視1ぐ於・ぼ繍僑受ノ各，機礪誓回し得

　　　　　ン　τ（：と疑夢　占え，†苧㌧、。

　　一が三二め望示爵｝鰯文」側辺視の1ヨ齢さ

　知資に及ぼ鉱ヵ菜乳桑総擬了に讃討回る訴乳

　σ誓5珪～て、・τごe．

　そこτ＼渇気論象め勧痘薇観し，固辺一

視1・於て1焦如何・め粛i考〔、《ラ／9帆ベキ

劇数ペラ／ヲ1・どの∫う・r多汐累毫及彦動吃

俊き稿う．

3・！　JαmeSOR　の実、爵父

　Dorotke乱Jω噴e50｝へ6365）t万、序重i．

8τ逆べτ二三魍、即5、｝矧亘。レベ1レτ勧、・Z



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y．　　蔓蓮

　　　　　　　　　　へ・・ 驕k碇の規足囚が、親眉亘τも麟1海，IT

l和て・％と角之うこと絹7跣霧｝があ献と

を示着しτ㍉　」姻ξ＄一書、ほ｝ざ爵　眞応答L．

い斧費τ・、屯ぐ襖と79と～ダの下学被ζ，1文

乎径線主書聖纏受部位）i・於て、威｝1亘ぐ桓・第

ヲ幻と高望鉱絹ゲぐ図ε須）鰭挙獣
。

剰激の呈引綱浩・1ら5・，1鋤，yg・ク

P・・鞭ら人3動｝ネ幽かz’函つτ㍉

漏郵、献視τ1魅・・麟3εc－5に襖ご7

〃ノτρ1…　岡eCτ論も・卜5く，多示時

渦が短くτ島、＝つれて漸回しτ（．但し1中

，心襖z癌1。。。脱しτ・1て三一／’し瑠加tK。

　肉上レベ1しτぼ堀船中，心身τモデュラ

ス葎’騰り墨糸これ，それ1て．続、・て確眼、、子ズ

ト雍・1激が髪矛、され，幾何彩ヨ1亘がとられr、．

　結采1守、固↓の70と／4．τ・1て余り差やく・ご

かつ丁・帆弔ぐ艇の朗碧1禍護敗ヅ影に
日駆（鳶象獲が低く）1そめ髪俵物滴激．

三度の紙・・齢蝕凹く，筒・・扉鮎湯治σ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　轟

葬臥（小さかつτこ．

　　教（。丁寧ε～σ川乱べ㌃露くそのもの1蘇’

あz｝1・・τど・・ηく一ア・心撹z’噂1憲固ミエ撹の

隔一1・帥1・tτ1百耽がゑ1ゴ跨ことΣ
昆引し＿葛躍髪で・1ゼレ瞬’¢縣e∬鋤繭レ

　　　　　　　　　　　　　　　　　な
融t” P・ポ）、前早め軟孝穏と麟霧飾明

勧《差が．トさくf齢こと乞㍉参しτ＝．興

一頭疫ビこと臼志望和輸節長矩くτ誘し穿

弓削勾彪が六き（彬定コ～る醐締阿るこ
とが．今・う、

　　こめ実、撃て＼J酬e～・川δ、肉去弟蹟‘こ商え・

筋朗紡の変三囲坊訊國で亘テ㌧夕蝉
1・全粒度範田ドそめ習め曜τあZl循献

と口τう↑いことノ即ち“…tk巳副at峻
v・1δし｛～レte，ffiとle，πじゴeδ　de．te．r獣4滅ε民．αし

tにザe∫k・【瓦w川フe鹸fゼ茜齢8厨

t短Wに・le臨汽～∫士轡撃一一一”と
、、

uノ皆之，方つくこE〔く↑ぼ、・ことを二ilてワ参｛τミα

仇へ襖τ勾面Zが六きくfδう現象夙・悟

望f・卿削が旧くτ」うと眠ぐ炉堤の三州が尺うく



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ・　　　護£　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳳　　　　種韓

　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　すわて夕く緩｝締こつ、・華年窯蔽：置免b

→τ＼5らi潅斤・日手「雪崩ド・繭7餓Σ咳諏て
　　にヘ　へ　頼5て丁すう。

3・る 楽典あ，定鹸

獅易G〒・67）口．竜工部ウ，視区系の
　　　　　　　　　　　　　　　　ロノ最毛末座《部・糎橘献辞国歌疹叡循報
び錐俸♪旛引’学的一献1貯的r椥昆1想う

しく拡・デら叫び，三筋さの感資乏．その全

力動麹司‘之わτ（って亥鉄壁誓うδう穿〆汐♪

ズ勾謙τで不θ恥・・って赴・」と・ごべ（P

砿・6）フそめ’物rのτ二あ・桿5恥鋼苓膿度

撮も1昏z・9固泌襖評謡見の明賛髪洛
機不灘、マツ干ンブ実、鹸ドδっZ不回れrく．

　ノ咳鹸と旧くド）偽乙肥認1芝剰覆の輝
，凄旧5～1。回β回。協乙医ん・の，範固z・度化

て疹，言τ・一思ネi刎激ζ匂乞乞と痴こ，看、

縦6婿猟も国、・られτこ）1守，45～／。夕



・．

@難

　d13言τ｛od凸ステ・ソアー半弓痩ゴ乙z・・3rこ。　葎昆

・寮名1告、晃全癩牛後、津津蕗・的ζ∫ρ嬬eし

劇同派呈矛ご蕗も蔦∂罵eこ〃）瞬㊧と中心

視剃激の抄う箆、子心籔・｛激6・輝度Σ論軽

冨もことドずソマッテ〉ブしτこ。

　兼課再一管乏撫鑑が、弥乏ひ湯会冶、率

1ぐ視と固逆運娚筋5醇・全輝度絶轟・護っ

て勲d・∫カ’つrニゲ臼乞之論㌻易傷焦r心

襖剃激ザ瞬こ複身・激ぎ・ノも約1・鵡響く罐・・

し、爾う5がマ・ソテンブ弾帯っ’つrく（っ言り

一司ビ輝凄z｛砺・・固ヱの方かくワ・・rリ眠鍵
1）　日｛ヨ1　2セ）　く　　｛麦！　乏二　τ＝　　）　。

　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　そ1て，　この御熟旬1守、8亨dβ看τ“葛ぞあらイ～

r・が，それ以∬の挿護τ石、眠ぐ襖と固之視
の黙黙・レ・しτく．」昆一1τ」aい、e～。nζ1？69

）φデー7の儀晦と一孜ずも。

　糠叡吊7）蒔べ短㍊ぞ1蘇’あて、悔・・

めz“、そ州和暦う5の妙イぐの作えrl竃／分らrrい。

．しウ’し彼1万、紡倫と1乙一観こ互7旦、・ノ於亀物



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P　　鋸

　朗勧の違命群臨ヨ’り早秋kで、みと輩
　へ・回しτ⊂9

3・3　ト40しゼ　〈Sの実1、彰之

3・3・1　卜／ずζλγ・iく8（4・ヲ7’ク、角実、鹸デ臥一ジア

　臨rksGrマρ1ぎ，略　思え下z∴4ヲータ6

風βゼelグ6こd／撚ユあ；　老1濃z・劇激輝／嚢乏6殺一～蔭

1錫イし5¢rこ率♂幽激のθ自恥εMε乙・判酋

づぜ、べ弐伯数を未珂⊂・
　　ゴン観嫌肩画乙名μデー9夏Fっ・・マ回気藺

但の薮解司乞とり、れ襖員る07zゲあ圖
巴襖（朔齢，k彩嫌二祖野）τ・バへ1糠を

乖泌τ・ζ但レ釦秘れ円雛（私で〆〆一

甜φβ一）τ協牢．）．

劇知彦♂し，凸掛川耐記ネ冤角。誘
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畝ぞ蘇のケーλ1＝F噛。ユ1こ示マぎう1こ1～

8のり㌧λ番睾芝っけ分類して謝く、　島ズド

の契：馬襲『ぞ’は、　デー一9に①式、㊤式のいずれ箆

適弔苛る場含にもよ＝毬のモデルを参養にして

毒禽ずること1こす蒼の

4・・1　周麺視の明るさベキ図数に馴ぜ野面

　　　　積・）効果

4・・：L・ユ　宍：験工

目的



　　　　　　　　　　　　　　　　　質　　三舞

　禽上レべしではM酔ks（1回し覆義
0．Z。～1．0。C噌1嘆応）や9轍齢（R％b，

ネ箆禽10ノとi．10、B昌晦轟海）1違面穫蜜力集ガ’愚三塁

視、で落中1じ禎と壷南りの～翫、こと芝報告して

いる。　しかし、陶値レ！崩して“憾剰激角末き

さがξF。 ｹで賠面縷効＝果は毎年裡ぞξさ中霞禎よ

リ大きいという報告（蹄論■・続1a．参集）

が燃さ．　音島、M靴ksや｛）臨幽の硬早し

E剰シ敷の大きさは全マ豹f以『Fで、　しかも

1名もしく1さ撒亀のデー9ず薦リ、毒1糠…醤の

’¢勇ザあると慰逸れる。　乏こで、ここぜ落

、1蜀上刺激を用いて面積σ疫η果1を肩ミ討縛る。

　尚、　本『デー一9｛『δOsαka，（1『7ξヲ）　によ・リ

（詳細【で副論文参照、）、まトデー今q近似に

1苫①式を甲1い1三。

観察老

冠同着はMEに習熟した院生12．箔であっ



7診≦

τ三。

寺続

　半球面殺射複i野計（単田屋製，呂E－B◎）

1こ、ミの内蔵光学兼を通して視魯げ3ぴ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　う　　　　　タ
1◎ C2。の刺激を饒野計の白蓮（M奪○）薯ミ辮

面に殺射し降。　僅酷し雇糧葭の早見は61

～26dB卜e1σ6（：《圭／靹～で．こ《hキか：56

種の剰激を・51。らu耐5で変化ぎtL径もの

（61，66，　ワ1，　76，91，　86dB）を甲1い

ト。　輝度の集塵はκodαkW賊↑†eRNq

『6NFD7イ‘レ9によっ葎。　三寿寸さ・れ寸ミ視

野は・中1じ視（0．）とzoo，4σ。，6。◎

80。の石眼）k平そ奪線上耳・側視野であ｝丁三。

観察着は三野三半球面ガろ30（mの距離ガろ

あご固定合を旧いて2Sec呈派される白色光，

の明るさを判断し葎。　10分の暗順応後、

観察着1言う〉ゲムに呈沫さ、れる剰回文のBl『各さ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7～　　㍗留　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　爵響

　を、　中1じ視、　ゴ、　『7らdBの象讐激の9昌i套．さを．モ

・　『デュラス。（§15DI啓）として争1謹斥し書三。　　呈元

　rぎ継B寺ヒ仁載・にざつ1三。

秦裸・考察

　最小2集法1こ』て求め｛ミバキ蜘敬をF輪．

2A，Bに、まで三等輝葭曲線をF魂｝．3A♪Bに

それ＝ぎれ末サ、　　ハセラ》くウは着筆視墾予で、s

、κ，2終卦2苗乏畝ぞれ、ベキ篭敬：、ス『レ

リンゲ定数、訣定係数を派可。　ベキ借敬は

1ケ！刺激では、中1じ、20。240。，60。，80。の

順に乏眠それ、0．58，・．6・，・59，。．57，

0・37、　3（メi菲・“シ男之で｛な乏1八ぞq4、　o．51，0．52

，05Z，o．48㌧054一、　1。刺激ゼ’rδそ県．ぞVt

、　0．42，　0・44♪　0・4－6，　0．牛Z♪0・44、　　亡：ろ；

に26’刺激ではそ畝ぎ眼、・・38フα3r，α36

，0．36，0．37ぜあ，‡三。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ・　7露

　刺激面積が癌超す書とど毎量沫損i鉾ぜもベ

キ噛数すさ贈劃し（豹◎・ご7ステ、ソ7つ、λケ

ーり〉ゲ定敬は犀潟’し農。　Fl躰3Aβかう
　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ
も議みとれるように、面種馬果懸特1ミ低輝霞

レ幽しで大きく、馬糧穫レべしで’トさい＝と

が㌧分る。　指数憾5鹸の◎33弁5莫光…藻のラ約

O・ξro音マ”牽讐墨筆積のi藏少と＝笑に漸窒垂し一こ巾

くという9．S．　S†ev鰍S（円7㌻）のモうご1レと

よく一至噛しでいる。

　）7とに、袴至野とベキ宿i敷の度if系を訴ると、　i5’

，30，の小面積刺激で噂：日Rろさのバキ指数：は

視野1；こ対し’てi系解毒ξ7毛r委イ1ヒニを禾さ奪7ラ、フ．1…方ボ

ユ。尋人上の剰激でにべキ稿敬：と呈示襖野の向k

何ろ力’の露華関係ザ唇在してくるようぞある

。　　即ち、　’葺き：ぎ1。の刺激で’rま、中1じ視か】5

圏う辺禰に7ま31言ど、やや爵珀傾向をひ｝t．ろの

に支書し、2。刺激ぜは、中こじ汐干ろ20。圖辺で

減少し、さうに9d。音でrお斬ユ魯傾向と沫して

いる。　　こ（掌骨rささうに：検養寸（ハ嚢…が』’薦r5う。



7　　縫妻

　訳にF：給。4一，㌻に回れそれ、申悉さの等感

盤塾線と弟ゆ激の末きさθ）蘭敬としての騒目蕃さ等

感曲線を弐ミず。　1ぢ’刺激で縫、臨趣懸ビ鴫

く碑え落（M＝対して、3♂～ユ2◎’（Z。）の

刺激ぞ欝、刺ジ激の大、ききが土告伍すiき隠ど、鶴
モ　　　　　てぬ　　　　　　　　　　　　　　　　へ

迎禰陪く融凡ることをF陪∠←は回してい

る（舟中のぺラメ9の激怠はこト竃†e射10hの配

るさを呆可。　侮這うしは“、　聾t◎巴屡は蝿1◎童亭とい

うB昌るさに準え，る1三偽1＝f¢毫とさ・れる輝1隻の

dB量フザ愛野にぎ）て加・醤に変イしすうかを示、

している）．　F陪1とu二藪解ると、6。’

～12・’（・．～2．）で1訓言ぼFτ2．ユの3

のケー；zコこ属していうというしよう。　F‘3．ぢ

ぜ時高輝度では中覧C』と1習迦「旬に「吉潅が’r呆リ∂ナ

うしkないガ、低・輝霞にな各【琴ど’面積σ）効果が

中1じ千ぎり周泣1裡エ”大きくなる傾向を禾して

いる。　この効果は、κσ）値が’剰）敷の末きさ

ザ三三0可るにつ淑て約O．2．『σ｝スラ、yフρずよ＝

回していうことかろ毛分i5（κ13庭回柱σ）キ邑



　　　　　　　　　　　　　　　　　　r’　雛

模とも回る）。　尚、串さき軌評価値のバラ
ツキは15馳ノ（lo磐s｛）睾◎．10！）○．43）、3《ノ

（◎。◎『7へ！◎。34），　ゴ（◎・oツ～◎3今）》

2。（O．ilへ’◎。26）と奄り斗参難1＝ノトさかつた

。　　fや2。の牽騨激で力芝3さが明達璽袴塾ゼ堪脅嚢す

る（へ11ま、愚達コ裡σ㌔｛垂い茎晃力1こイ畢う千u乞ヨr紀93

7デユ〉トラλト蒙力：黒革高《蟻Zい『る餐《蟻とモンラ琴

うし5・れ巷（B下方♪殴63）．　奪養、慰・鞍

視では喬＝効瞳事し面積ザ藏少し誉り（Spト1騰

as＋lles♪1脅48）、◎cui蝕蹴4砥「δの

n§収、散乱、尊墨、回翫の：効案を螢hrて（

Wこムle，　lqぢ6）実効輝度は赫少しZいるに

：もかかげ）弓ずε旧：きく誹え，Z㌧、る．。　　こ舜へは、

道iに言え■ず』、乏ψ失ろの唾易正子行え，1「ボ、8自励さ

量はゲラフに表淑ている以．上に明るくみえ，るこ

とを予測さセろ・　（尚・　PI2．2，3は

NAPS（Nα†ional　Auメihαトン　Publica†・ionS

Service）にマイクロフィッシュNAPS－

oz600巻で登録されていろ。　MiCh）fichε

Publicα†どOhS｝440　Pαいk　Avehue　South♪



8毒

Nεw　Y碑k3N。Y．10016，》SA）．

4・2．　周麸星視の§Flるさのべキ縷轟数に掻、竃・ぎす

　　　　時固の効粟

　凄き籍1・5・ユbぞ’毬パご1陣ぎう1こ呈素ミ瞬r義ガ’臼昌

r5・さ摂塗覚1こ与え，＝る効果を蔭i上二牽建激と雷いて臨

回視ゼ検討し仁研究は見当うなし、。　よく知

　　　　　　　　　　　　　　　　　　のろ・れ7いる。．33という指敬イ直は1－sec中
　　　ロ
8じ禎という潤筆3†eady－std†e千lash条件

での値である。ポ敵b卜ief＋1αsh寒の楓呼

le唯一s↑a↑e刊ash一ご13・指敬rδ中1じ視で＄†e．

ady－S†α†eぐ1α3hの場含の奔勺1．5’イも1こな弓＝：

≧二≠デ集｛］うれていう（　S・S・S†eve“3クlr66；

Mムns畜竃eほ，Rワ3）。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　r・　　　藍》う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞭建

　閣下の実鹸憤耐量末麟画の耳垂を、！鵬ら

。～603e。蓉でほぼ引。3顧t§轟の範
　　ヤ囲「ご’鐘化さ辻て横ぎ守吃るゆ　　特1＝、i～100

鴎eGで懸主としてBl。く』の法臭窪と蘭違し

Z（Ogaka♪1《セワ8c）曳　ケ0～1000齢艶。
て“ P一さ　B←◎cδ．一≦；“1建斜一女力果と蔭聴豊して（Osa－

k猷，n7ワC）．ご∫ろに　iSeこへ・605eGず

薦主として丁卜◎xl帥騒d語3勧粟と三連
して検きマす＝る。

　　　　　　　ユ4のz・ユ　　実：、験■

目的

　1争論1・5・1bて“越圭！、ご↑三4口く、輝度φと呈示

瞬向Tのr昨はT≦1。Om3ecぜφTζc。hS一

＋an†というBioch　の法則ザ成立：養うことが’

四四レ！心しそ確認されてし、る（Bbndd艮



・・

殿ン，lr目）．　しかし、こ偽肉係げ融と
肇母堂タのレバr巨レーご’圏1麸～」講註’ご’縷書キご19鳶《‡三こ之・毫4書1葦

とんど無い＠

　本実験ぜは、T≦1◎o齢sεc（鳥To）芝

Bbch　he夢《フ汽と和え’、①のべキ霞玉敬（夕畿

rた・φβを：燈聞し書三。　　で評し、　φ＝φT（T≦三

10σ陪S¢C）とした、　中1じ糧、暗噴応下で

懸T≦TG（†卜d．hSξe猷一s振†e千腰s眠）で

、バキ旛敬は（◎．33×シ2≒）。一ぢ◎と奪悉

ことザ謡うれzいる（Man3千ieは，1醗3；

Ah3hn　2・Mdns令e」d，　lr68）。　即ち

、中星じ視ではバキ回数ドδ0．ら隔（2dαb，　R6a）

、050主。．03（MahSでieは2　Rワ3）、

O．45（」’．C．　S柁veh3激Hall♪lr66）

、　o．4・o（A竃bα　ム　 Sl．　S．　S†eveい3♪しr64・）

が「乏‘れぞ㌦れ見い出さ畝ている（主は〕嘆，i準き三差

を表可）。

本実験ゼ’は固迦禰Bloch　be3ionぞべ門門



1・

数が袴蓬田と載］何をる禽イ系に；あ巻かを検盲‡する

。　　尚、本『デー一9ザまOSak叡（1（178c）に＝よ’

）甚（詳報葦は畠置陪繍文参窯竃）．　　禽　敦近似には

①式を重いτミ．

観寒養

　観葵養糠Mlミに習…熱し赴院生§「ぴ三部誉生

14名であった6

丁重

　米ロシ1しヴ了二了社製のグロウ変調放電管

（R1131Cう　301mAゼ’島区重1了）を光，3陳ヒし

て雨い仁が’、このグロウ管の立上り、立下リ

特写さ1μSec三下であ・た。　光尊…緊を通

った光「訴母野計（実験工参照）にキ幾翁寸され1三

（o．ワ3。）。　　光軍摩「さ、κoaαk　＞Vレα廿en．

碍・・q6　ND7イ1レ9（11・3　unit）1＝よリ・

りZ～曾2．（｝Bいe　1δ一6cd／mZの範匿1で4種煩



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∵　　緯

　に変イしきせちもσ遷を輪いた。　　呈i衆母・向臨、

為　　　1》　2．♪　　∫，　　1（），　　2（）夕　ζO多　10（）　験へsε《二（σ．3

　b鯵s†ep）’を矩彫疲！ぞ1レス女生器（8苓光電

　》　卜4＄E－3）で甲南卜した。

　さて、計28飼のTxφの刺轍の緯含由セ

の中力’弓・lo個のe整αH臨茎㈹ひ9一

鱗e購yをもつ剰激を曾て（停讐興ず、1膿。

×14．0ぐd／購z（8Z（圭B）の総合1騰亡樗Bl◎一

　　　　　　　　　　（h《ゐ遥則1＝よれ覧言10醗s¢c》く14・く《iん請

（ワ2L（IB）の等閑叶）せと．等しし、　IU願iハous＿

ene卜砂を毛つ）、こ輔の刺激ザ癒起咳
さ咀｝さ・、幾何平均を箪出しト。　堅守は輝

葭言「t一（三ヌ又襲イ乍§斥，　12A　）　ぞき†狽亀1しτ三。

検討し1ミ視野13石弓＊平径綿上二耳側三野ZO。

、40。鼠・ぴ【Plじ…襖量野（0。）マ“あっト。　　：藻建視

莫二「34ケσ）発光：グ’イオード（700nm）をゲ

イマモンド唱型．に醗列し1三：疑二野を，薗い㌍。

観察着にはフラッシュの」艮さの着し、はできう

乍Σけ無視して巳Rるさら治民評価す各よう教示



一　　雛

しβ。　　10・分の豊誉商計応｝後、　ランず隅瓦にi蟄さ

れる閉園交の串るさ’を畝Erごき平価さセニ、そ。）ベ

キ世数を斥し蒼鵜ザF喀6とTa　Uε1であ
る（モデュラ又写1シ敷ビ藷6ZdB2上◎馳3《ヨ（ンら

中鰐牽鴨蕩文そこ竃れ1こ電lto鞍という価を与えへ量

未陰継B寺ヒt国交にぎ）葎）。

編果・考察

　Fi3・6では麟齢i。もφT（相女守1頗h・一

a9－ene吻ソ〉がと弓れている．　F竃9・6，
Tαbl巳1　で’示．さ1れ，そ）よ・う1＝：最ヒノ｝＼zi東近似し

1三ベキ麗日女「さ＝【P置じぞ見『ご最大一「乱う辺ネ見lr葦ピ…痘1少

し仁（Fiヨ．7）。　　寺†三、　ツもイ直．も周辺禎1篭

ど噛恕し仁。　こ照は、IUmi＾。“S－e＾e鳴ソ

のゲ舞い戸斤ゼ「さ巨↑与の茸｝り激ザ中’じ早見ゼ凋な圏迦手写

より臼研く融え，『5ことと女＝r号し一ている。　　こσ）

傾向は他σ1ラ“一9とも一致している（Osαkム

，n7ぢ，Rワ7c；Mα卜ks，Rワ1，i『ワ7



り　　婁藝

　　P日v戯†eこ◎輸齢u汽τoぎ目◎汽　3£）r雛臨♪Rワ6

㎡　戯りb，麿7ワ》階冨V農†℃（0殖鵬鵬師（a†め駿）。

　F喀8の鴫三等鰹鈎線軸ると、この
cH†《：ヒ砂r蓋の8跨るきレベ蓬レマ”も200　繕謎璽で

最毛β肯う〈、　30⇔ゼ・1な少し騒奮くみ之。蒼ことザ’

・分：る。　　この形＞1犬に撫誉灘朝朝条で彗下馴ご’置違一癬ミ§守

で瑞ガ、ベキ噛敬雌遡で職少鵯§あ曲
緯の幅岱査側ゼ翠黛す移新状、鄭ち、F竃馨．i

のモデ1レの5の蓮のiT一スとなうて㌧、『らこと，

鋳る・　こ畝ちのデー9陰Bi。chヒe蓉こ・n

でφにφTという1甑h。us。　ehe卜⑳を代入

し超場｛主には（i～toOm3ec全体ゼ’は）
鳳迦字見ゼ’「さベキ格数ガ㌧感1レし、襖野と→虫t［て憾

7まし、こと『乞ji雫ロ解してい；る。



孚6 @書夢

4・2・2　実学襲’皿。

4・2。2《λ　実験遮：《λ

白蒸勺

　実験互のようにTc（冬1◎o嬬eこ）矯この

†臨雪leh†一S†a舵ずは量奪馨”Bb。トの…法劉ザ

臓濾し、他力、1Sec妹上の9†鍼影野
s†a↑¢　に近匙、1条イ隼でギさε§蒼さは藩寒準行あみ

規定きれ、§斥8寺禽の曇多響1な受昨なく摩る。

乏・れ舳ご「さTc前で餐の洋琴臼寺1向一ビ’「まE唱うさは呈

示：時向ど如伺一に係あ、zいろで薦ううカ’。

B【ocトのも去則ザ底tエしなく奄るT⊂画｛努マ”

は奇妙奄9Rもさσ）一過柱のenhdncemeb†が’

生じ：ることが中1じネ見回イ年で’確i認されている。

　そしZ、＝：の…見象「まBヒocムーSul…e卜効果

と［呼・1「；f・れて、、ろ（Aibo及　S．S．　S†ever13

，　1（ヤ64　；　B卜一〇（ム＆　Sulヨeヒ♪　1『oZ　；

S・S・S†eVeい3艮J・C・S†even3，n6・3



・・

　R《気《凱』，　nも2；　こ「．C腰S†eve睡9奥　8ムU

“　）量『665Kd†婁，　Rる4；　εk階6め，R663

　Mdいk3，　Rワ4・）⑪　　イ釧之～ず㌧2礁ム』GRも2）

　確臼普1喚旋…ド71（玉B匠tびもcd／齢z臥虹の灘覆

　で、豹ケ。軌3ぞ。の遜暢・ずe幽醐（艦e弔す（

　B胎◎じムー9u』e三三栗）門下藩あた。　　「拳隻、

　A竃bム　＆　S．≦；．＄tξve臨s（覧《ヤ64，）も輝霞プデま二

　冷する1こつ蔽てe臨δ眠艦磯†の†・漁e－1◎c嘘

　ずブ300わべら　3◎ドh3eCへ舞勲苛悉軌を確叢匙

　し貰・　廼に、B翻暢酬d†（lq63），エぐ。

　3†eveハs　2．　卜1《臥ii（n66）　やAbehd（ir

　▽3）毛こ脈と中1じ視で確認している。　き

　ろ1＝S⊂・†opi⊂・、輝葭レベ1レでは蓮方向ぜ

　200～400・h3e⊂の＋lme一【。CUSて“＝の効

　果ザ認めろ淑（Whl†ee†ムし，Rワ6）、ま
　乍＝「刺漏～の『K董さが‘’3！へ6！とヨド常に．’1、さいと、

　面積の減少がSPd↑ial　Bセー。（ムーS“IZeヒ効果

　を招くともいわ淑・る（Hi脇1いS広Rindl－

　ducci，n7ぢd，　b）。　　二丈上＝の弓ミ謙…rな1・コ三と

　ム）ど’が【Plじ孕見．の「デ’一9一ど粛弓、が、本：裳七三一三㍉「さ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．　襲

　慰麹：視．で禽士刺糠を穣いてBトθcムー≦i転睡e》

・　奏力果も含めて、　呈斥蒔薗の略蕃さへ亀：下弓と

　輝耳芝蛮之て検計鳶『｝、　尚、：半季簾ペデー

　91書Osムkム（Rワ『7c）1こぎ）1ミ（自陣魂は副

　論支参照、）。　霞敬遁似1こ陰①式を黙い蔦、

観葵巻

　MEに習黙した院生．・蓼部学生■6名を露

い柱。

手続

　シ1しづ7二「F鍍グロウ放電管等σ）装置は実

験皿と同じ毛仇を窪い1ミ。　呈半時向は、ユ

，ぢ，■O，ぢ。，■OO，ケ00♪■OOO隔3εC

とし5r～6rdB　be【σ6cd／m2の蕊圃で
。・5102，unr＋　で；隻化さ＝t†ミ3種の輝i門門用



鉱

いマ三（Wrム†↑e論Nio。《登67イ　1レンジ1こぎる）＠

刺激の大きさ陰44’、量切視野鯵卑・じ襖…障

る畷＞k車・経線仁翼倶1魏野Z（ヂ，40＠，60轟で

あ）た。　MEのモヂュラ尺刺激は寒）。輔鶏

挿4」Bの蜘じ視刺激ゼ10量鑑として呼時沈
較によ．律。　観，｛薬亀自身ヴ’スウィ“タ委を押

すことにぎりランずムに二刺ジ敏ガ’呈．薄ミさ敵睾二。

乏偽でセ1偽方シ表、手綾蒔実旧き五と圃様、

結果・考察

　F竃1B・『～Fi2・12に奪吉果を1毒す。　　いず

れもtデ、9莫は3Z個の鴫もさ評価値σ）繁

何平均値乞胴・Fi臼．r四神Rるさ岱馴じ
　　い曾てrさち0～↓00mgec調て裳周帰一ぞ「さ約

；OmSec音て“呈昂騰個伍蘭敬として増力0可
るザ’ Aそ・れ以上．の日寺向’ビ’は爵r薗とrさ二f虫立と寄

ることプデ禾さ畝Zい「5。　　こ甑ドδ1…至的「ど’・二三、

1…＝ぎき象の甲竃じネ見σ》『デー9と概P恰一致治る。



，幽

　ぜ劃し、　中1じ：覆『ご1「ぎBヒocδ一Sも《1墓e胎餐力i桑ドき観

’　粟さ略へなブナう「弊のに、箇勉孝継ビ㍉3購1二も尋dB

　鼠上．の輝霞ゼ㌧’eれト酬くε恥鋤†が’認あぢ甑でミ．

　　次k、箇々襯ず熔一定の輝葭剰う敷が博loき艶

　よ’リ（時に二短い呈弄ヒ瞬・画rまど）騒昌るくみえ閉る

　；ザ、圏惣国々イ辱「司『ビ’1苫巻3しい差』ドさ認潔ろ蔽

　奪ガフ仁。　ま1三、Fl馨。『ゼ勾配とる渓1数の

　Sp醐囎ザTc即下で開脚し曳・御言、
　Blo《あ　の法幣uガ』5予漫畦さ甑さ断ぜ薦：る、

　例え．ば、　曾．6cd／鵜2（6《そ《圭B）鼠1獣翼こ

　≒◎．26cJ／mヒ（ぢrdB）》くiO，笥Secで～箔ろ

　が、こ町回の1舛の刺激ザ惹起亙るBRうさrな
　彦星じゼ’毛1翻迦z“もr乏dh．ぞ才t吃奪1書’同じ・8自3さ：｛ミ

　知覚．：ぎ・れヱいさことデデF了9．r力’ろづやる。

　手1ミ＝、　Tcも光子1ミ…の上：昇1こ従、て領野いB寺固串

　へ籾旨しマ、、うことガ・分る。

　F幅．1－0にはそ叱。乏“ψへの呈鬼斗一向笛のべキ

陶数を示．ず（r司重厚視条イ牛1一さ込碑1こして馨る）

。　　＝二こ軸ご「さ、臼Rうが【こi皇弄ミ8寺・・向が”一畏くアまる



　　　　　　　　　　　　　　　　　賢　　嚢

1＝つれてベキヤ§数が濾少しzい＝るこ．とノヂ分§

（Ff号1i参薫）。　申題じ視晒！ぐキヤ昌内需t◎○

ドhS建Gまで＼壼稗的1＝i購藍少し、乏激以．説＝の爵億　

で』ド書s†e《矯ンー3†4†ε四千惹誉気塵◎331こ近く

な，マい蕃⑦に対して、箇々覆峨ベキ稽敷ドさ

1へ50幽Sε《＝一ご1・きぼ’◎．i5’0　をて寒達し、

100通sξこ｝尺とで』綜空回’O．4ゆイ寸近に止：）て

いる。　　＝の《頃向fま濤《製《簸）（1脅62）や了。〈＝。

∫於v礁s及Hall（瞬66）多気ザータと巽
・Zいる．　奉結繋ぎ’爵、短いフラッシュで

椿中肥禰バ：キ篭誉支醤・：か奪リ大…筆く、　亭亭1覆の

三身との詮ザ若3しいザ、長いフラ、yシュぜ

蒔巻がd・さい。　S．S．　S†evens（lr75，

P．15）は莫光源の短し、フラッシュ条イ牛ぜは

指1数「な1。0と奪3とし「乙い者⑦マ｝＼コ．隔SeC

中1じ複．で’癖馬が0。8近くなり仁ことも一応

納そ尋一できよう。　　＝二・八1「まおそろく、中肥襖兼

は蒔画力。重権能ザ短いフラッシュでは笏化す

る「艮蘭『ご’蕊3うと椎唄qされる。　さろtミ、興

味吉～もこと1こ1な、　S†・e6、dソーs†d†巳7ラ・ソシュ



含“

（is建《二）一ご疏ベキ噛敬1蓄薗逸平士笥で。。尋3

｛こ女マし、　塾総義暫ビ’1達◎・≧3一ご曳薦っ餐こと｝ごあ

る、　　こぜへ竃「ま、B蒋ろサ1こベキ・遙誉更が蟻禎璽マと寄虫

立一こないことを禾峻しZ．いる、　　こ蘇毫「茎蕃ゴ陸

、き奪…レぢ・ず迷バド1ミ｛）r硫鵬（竃『ワ6b）亀rデ

ー9と一書皐’符合茸i蚤魔障で薦歪力い、条イ牛詮、が’

置き苛ぎ’3σジごi－SeG　7ラツシユーご芝写に

厳窪ぎに縷巻寸鳶：き虜要ザ～筑る（実i験▽晒～▽：L参照

）。

Fig・iZ　l謙し融醜さの等軸穣（但し
、呈ラiミ当寺向の南数として。））「ま、低野江一どは

工00m3ec音でr≡∫8R壱さ1丁唇寺門iこ・依イ請ず茎こ

と、　100m∫ec　幻し上’で’「ま依イ茎侍芝が’ぐ旧くな）て

φ〈梯：相が判別できる。



鶴

4’2。。zを）　　実￥験：斑わ

自自勺

　隠逸視での面績と呈斥鼻口の劾案を検含尊書

る∂

観察看

1Z．名のM，El＝習蓮華した：院｛圭と盆暮啓誉生、

手続

　刺敷面積を44’の他、i6’，6q’，　U6’を

加うし、　呈禾：時固に：2っ　ZO，　zoO　msecを加え，

1三〇　　乏し『て霊禾：禎三三「○。）300，600とし

刺激輝度は64司Blこ固定し仁。乏プユラス刺

激は10m3eq　441σ）もαを‘1・・oとしち。

　乏のイ也の手練L　方シ云，装置「3実，三三ムと同
　　　　　　　　、
様であろ。



・ロ　　雛

結畏・二面

　Fi警・13に結異を四望。　1デー9莫は

24個の評価値の襲何平均値健男す、　雫匡じ

覆でも箇麺複ゼ’も3－lo馨囎辻の全範翻を濫じ’

て字種の善果が’認あろ馬蝉．　ま隻、臨包霞

ではや・はりBトocムー9u」e卜豪力集ザ’タ。ノ》

100齢＄ε《ン　嗣～’…環詫）蔽｛三〇　　　この　e籍トムhぐε鵬ε＿

野曝刺激の輪郭ザが意リ』ξけ陀よさ蘇隻
簡麹華甲で1啓生じしこくし、と・㌧、う覧解（Aセーen（し♪

1臼ワ3）と一致しノま㌧、。　 で走・》て、B寺向悟り要

因より毛皇向的同日寺童虻：劾果の寄与ザ’幽きい

と可雑種方（B。yn†。n，　lq61；C。剛ξn

麟6ridmbムlv・，Rワ4）に、な検討の余塾ガあ

3う。　　2．o～エ00r鴻eくで’は8R葛さ1一さ呈示、

∈点一∫司1こイ喧～イ3・しマニい：る。　　ま†三、　圏辺視ゼ㌔守全

イ本として中1じ視IFリ8月うく判断さ敵ており、

4ミ1に短い三三爵〔司ゼ’乏　のイ頃向η“六、きい。



μ　　無

　卜人よ、実験：肛《製，b《ろ呈末時薗の勧累力で罐義迎

・ぞ’ざ1｝六きい軌誌馬身禎兼（†賊機sle騰†一

¢臥6籍協el）ザ中1ヒ複条（Susヤ4竃めed＿（賑ム鱒ε1

）よ・リ日毒向；鋼重効i粟に於「こマぐ・蔽ヱいること．

1＝由来鴨と権測隷よう（∈㈱＋四一Cu引引

鼠R◎b＄◎nラ　1『6堕ち工にed《》鼠w冒齢す

♪1『72・らb；B卜ξ与野eソ巳卜鼠　《島（漁蕊》虞ワ6，

）6　　最轟ち、瞬画領域1＝おミて蓬違臨惣襖1急焼分

的（（勲嘗eヒεnす1《蝦㌧）1く、午1じ襖陰欝分的（

lh†e8卜醐veし）1こ作動写ると蒐南れる。

乏して、周翅襖lrきビ’胸積効果ザより大き、、の

rさ三野視の受容野の直径ザ周辺弾く巾く陪ピ

六きくなる（Brei†旧eンeトム（｝dnz，lr76

）：＝：ととモノ康1重しZいると鬼5めψしる。　糸吉居i

　圖岬町条【な置月るさじこ肉してrま中1じ…視．弄」～ドリ
、

†画e－dependeハ†一ご’あるとし・え’る。



μ　　蕪

i∋的

　実験五う皿で陰1～1000齢3εc累世團で

鴫巻きに巳rぎ可呈禾麟・鶴防勧果を多き寸してき

餐ガ’本実五金ぜな、　ヱへ60Secのぎり一週い

∫†eαdンーs撚†ヒ一存｛o汽ぜ多重ぎと呈呆寸志

の1斡漣をさぐ・ろ、　　圏搬ネ壁でみ襲低輝．農毎刺

う敷は数紗肉の呈示、一ざ芝σ）gR葛さデデ繕蓋しマ．布

き、当寺1こは全く一白寺酌に（主観的t＝）消失（

巳R「｝：さぜロ）し『zし音うこと＝も；第ると，い而幽し

る（Tい。x｛e田子ddihB効果）・ま雇・そ

の藏褻量は面積ザ小さ、・侍ど速・・ともいわれ

る。　本実験は、固迦視1こ於1†：るTbO沼eド

効果を刺激の輝葭と面積を変化ざttて検討可

るもの『ぞ’ある。



観察着

ME実験1こ習熟し鮭転作と誉部養生鍔も．

手続

　刺激の六きさ落2㌻ノ，尋ゴ2激）’晦31種（

コペ1しトJo．3シヤ》今一にきる）、輝葭ドさ

　　　　　　　　　　　　　　ノ54＞64，ワ4一♪零尋dB陀1δて》c《ま／懸zの4一三重

を碧い誉＠　落筆二誕肇執な雫1じ複、野と1《）。♪ε6

石韻＊平生磯上耳側薔≧｛評ぜ蕊）幸。　直径l

mmの人：［瞳孔を装養さtt倒ミあ、　Zo。尊上

の圖1辺幸見で1一さ凝視莫（鳶色『薩光ゲイ虚心ド）

と卑畦激7ザ「司一視野内にqヌき】5な『か7†ミため

iO。 @zo。⑦沸とし仁。　凝視莫の上方約
　　，

70’に中fじ視のモ＝デュラス刺激（六きさ45～

三内64dB）をisec割＝isec莫灯し仁。
観察着は1卜lzで莫灯さ1れるモ・デュラス．剰激

の日月ろさ芝，叩100騨　とし1三場合の、r乱圭互刺激、

（663ec皇元し艮寺ま）の明ろさあ漫化を2



　　　　　　　　　　　　　　　　　　夏艇

　　　　　　　　　　　　　　　ロほS£c籟にMEで評価し養（モテ訟ラスはF塗、

iぢに黒雨で斥す）．　光藻ぼTTLオシレ
ー9一で発臓さセ工事笑巨署多渡ぺiレ尺で葵癌さセ

t・。　光はK◎《玉6k騒Wをム††e臨　No．曾6純参

7イ1し勺、　N夢ウエ・ソジを通り、＝1ぺ1し．N亀

3シャ・ソ9一蓬通ジζ隷馬面1＝リマ’プ。ジ

エ7ト芝1れ書三。

結緊・毒聚

　　　　　　　　　　　　　　　警r．

実鹸の結果菌R3．i4＾一2Zk一ヰ乱z回

し仁。　縦軸1守臼R3さ評価の対数値、横軸は

参向（末♪）Σ禾寸。　　ユデー9莫は40個の

鍛伺平均イ直（ウ分数）を示可。　一｝艘に輝霞：が’低い

侍ど、ま†ヒ周迦視と摺るrさど日寺向樹影に・伴う

巳Rるさの癌1裏が’六塵く、変イしザ穴きいこと’乞

図は隠している。　これは実験正でみ仁よう

にr司迦視『では†ime－dependen†含日Rるミの

華…イ乙ナヂある・こと一を三三む吾っ『ている。　　換治すれ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　鎗乙

1「ゴ、中｛e覆で引墨さ§罪業きの瞬向縫過1＝イ等う蟻『蓑

量1喜少なく塑定しZいるか＼　鳳迎」罷・ぞ’蓬陰陰竃

定で健和しやすいので眠る、　巡方、輝劇＝

応じ仁二甑ろの套化御竃ねClδトヒε（臼ケワ，

管60》1曾61）のT卜δxie胎効黙偽傾向と一

致する．　　圏塑書撃ぞ髄は低挙箆みや芝の穐のた愚

的・生蓮府粗さ表題奴Fe酋εe，糊し，

lrき1；Fe挫e¢鼠R礁d，R333c量ξ類終
Se㍉R445Le言b◎wl†麦εt　d．♪毫曾7z｝
C礁幽pbd！e†．戯．♪瞥ワ430＄ムとム♪Rワワム）

5＋eddンー3td†e望月象春名な竃の健紬k導に

達マる時定数ザ比藪的短い毛のと鬼，bれる。

ま‡と、：蒸れは、所謂f観逸禰に於件「き牟臨R莫喬皐止：

f象、角i現象と毛蘭漣を＝もっと椎：定tしK『｝。

　Fiむ・23に「な10　Sec窟の臼Rるさのべキ指

数σ1日寺肉経過にイ半う変化を派している。固

辿視となるほど、訓ミ面積が’トさく奪3博ど

ベキ借数のイ直ザ±曽多しマ：い：き。）ナデ’・分ろ（いず’

串．の条イ牛ぞも呈斥L三三肉の初回R『どrさ二†邑数値は、



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　童韓

織ねα33亀遼傍に亀さ）．　こ・弓密夫傾向

は、臨迦袴≧薄ど、吉仁81＼薩　細隙ど、瞬禽ガ’鰻

つにつ畝てE唱3さの婁でピーの薯ll含；ゲフ驚き、、こと

芝示：［竣しているというし『診◎

4・3　闘麺親の謂るさのべキ輻数に激ぼ鳶

　　　　視野の効果

　実験工～Vで検討し1ミ姐く、刺激の面積、

呈呆、臼寺画「‡視野に対して複雑奪相互で乍照をも

「ているガ’A面積ではf前後、呈沫暗向で
覧「まi3ec程度が“観i察：巷にとうては蚕き．も鴫「5さ

を判匪弱しや苛い豊定し†ミ条件ぜ庶ることザ惟

藻ぎ畝う。　乏こで、実，験▽一ビ’は、ミのよう

な集イ辱の刺激芝用いてベキiも数と襖．野の薩同系



豊艇

をさちに稽i窓に旧き‡鳶：き．

　宝験工の剰激突大・きさ1§条イ辱で1一ま6◎奄舞iでキ

を．廉いて薗麹襖のべキ描馨気賎’奎て雫総親σ）篭

敬より旧きかう養轟　　寺仁、　M心卜ks（1『ワ1）

o）素琶予ピ条件一ご毛｛〉》．験幽（1脅ワ6』）ゼも矯邉

博どバキ噛敬は増丈傾禽を末喚している．

但し、実離i工，M【趣k3G驚ワ1）　は全マ畦嘆

応舞イ年で薦っ蔭の！こ矯hし、　ε〉撫幽（lqワεら）

洋島7まり高い衰齢曉i応条件下で実：施主激1ミ実験

であジ』莫が異、ている。　そ二で、実離▽

では8昌・暗両順応条イ年’Fゼ’io。きざ引。）罷野

ぜこの向題を欝熟田に確確キし1三。

4・3・ユ　実験▽ム

目的



難謬

繭泊町如く、雫喜じ魏暗塁頃海条イ牛ドでは赫蛮←ks

（nる6，，1（1ワ1，含§濃舞ゴ等）1尊孝募邑騨とべヤ鑑数

1「さ1管ぼ’イ曳立燭ご蕊うという蓼書果を瀦暑rzいるゆ

寺：鳶、　Mdめsfleld（1曾？3）は、・覆角2愈　の肇馳

敷を旧いて、中從）視ゼ’◎。34ごヒ◎。◎2一、麟量7袴塾

200マニ、’ @◎魯32ま　σ8◎3　《7》イ塵を；甕≧出　しマ：著～’リ、

ミの梗ミ隼誤i難鋳大きさ渉ろ縫！趣して、1『｝lri繋鍵

騨と独立の結果を得Zい萎、　椙数が裡野と

イ窒立ずあさこと「き理遠島的1こ1苫葺葭亀奮イしか’鴫

るき・の等慰曲線《形》援1こ変化を屋1書’さ奪いこ

とを国里しているかろ、こ敵ろ疏『デ’一9倦F

喀iのモデ1しぜはサースの①か③芝予測さ
セ」る。　　：二こ．一ビ’覧ぴ、臼音q貢応三条f雪下こr乙“碗璽マと／くご

キ・噛’数の座M系を；鋤き寸ずろ。

観海鼠

16危σ）MEに習熟し寸ミ院生。



鱒｛｝

手・続

　光療b量3実験覆で潔い葺シレザ7ニア製ゲ

ロー放題管（21エ31C）を卜い婁三ゆ　購敷

の大＝きさは1，0矛、矩彰識’ぐ1しλ駿生器（甦

；奉煙嵐製、MISE－3）・でisεこ、　トllカ”

莫灯し誉。　る罎中1じ醍野と＊：平権線よ葺慢1｝

ネ塁野、　10。ラ　20。》　3d『），40。25脚O⇔　を研きぐし

仁・刺蜘輝劇な4一藍◎馨画†3（縮～
95幽dB陀10－6c・ま／醗z）の範醗で、4ぢう

55，65陥 Cワ5一 C？ぢdB疏5素肇を甲い蒼。

瓶光冷κ。ddk　Wrdτren　No．曾6　ND7イ1レ9（

・．1－1・3uni†S）により、輝度計で較正（ミ双

製作所，モ『デ1し12A）し1…。　中央の耀視

野「さゲイ・7モンド型に疑うりさdズ鳶4午。）発光

ダイオード（65℃hmで可視レベ［しρ）輝度）

かろ戯り、中1じ視刺激「さこの中展）疑視野に呈

示さ：“仁。　観察巷は、顎固定合で顕部芝固

定し、3Zc胎の距．離方ぢ刺1激乞観巽し仁。

1回分の暗1頃応で殺、刺門門書ラ〉〈ブム1ご呈示ζさ



1れた6　モずユラス。刺激（65鵡、中に襖剰

激：）の臼昌るさを羅『10鮒とし馨δ　虻．麟落二緯蟻・

比隼灘＝よ）年（10毒婁行笛1＝i室呆し弩）、

き式羊肉向隅は　1ヲs建こ　で、　最も高い輝霞動敷

の次に最も低：い輝霞剰激：を量呆可ることは避

け1…。

結集と淺察

　Fig．241こ結果を禾苛。　こ＝でiデータ契

「さ3Z個の明うさ吉平価値の幾何平均値を表わ

し、矢印陰6ぢdBの刺激乞表の可。　斜めの

実線帖最小Z乗近：イ回しトベキ回数（勾西己幡べ〉

キ借数）1ご対応ずる。　奪1…、「「ムしle　2．1こドま

ベキ画数（：t標1準誤査）、　スサーリンゲ定数

、ジ央定・係数を名ネ見野笛に禾草。　：二才k’を∂fる

と全イ本としZはべキ指’数「δ周1辺ほど麟塗して

ゆくことが’分る。



　F陪．a㌻に箒s昌ささ：の箋勲蓬藍峰i粟芝斥すゆ

こ亀曲灘艦1さ駐藍薯量嘆三三場｛≧0）典型亀§勺奪ケー又

回覧、画じ輝霞亀華覧1激な中1じ霧軸ご落暗く、融・渡

襖（特に・工0ゆ～206）ぞ篭喜騒昌葛く許えノ蕃ことを．

禾しZいミg　F鯵筋モ…芦曼しぜ1一さ彊⑦9
イ791こ属しでいるといえ．るの　　ごΣて、　景’六．と

量小のべキ権毒気σ）虻，1ぴi．2ゼ凌～り、模ミ撃き臭詮

かろも権：婁…さ敢3ぎうに全イ奉とし一概rまバ｝キも慧

敬向1こ1「さ喬竜な蓬・ガ誌早うれ餐（こ】喚〒ヌ、ト

∫P＜一〇ぢ）。　こ歎は、誰麸i傷デー9（㍊《驚

セk3，1脅66，　lrワ1；MムhSギle14》階う）と

一致しない。　1…1ざ、Mdいks（lqワ匙）の沫

色忙：を用いτ…靖ミ鹸ぜ「さ。。31（中薯¢壽見）、

。・34（エ2．ろα37（2。つと増力・しており

、左デー9と同じ傾向と書している。）は興味

探い。



鱒嚢

4・3・1■　　異馬褻▽b

目的

　芳3：葦3・5で握べ集9繊髄（Rワ6b）の

≒ご一9賎、爾嘆藏…下：でべ㌧キ篭数の諜壁峯亀受動

1＝癌むた瞳幽酒3takムbl¢藍籍。緯ムs巳5弓く客》．鴎◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目
4）を報もしZい：き、　こ叡は、選i論百鯖こ落

電葛きσ㌦等麩曲線づ昇刺シ敏の輝葭σ㍉襲化《ろ舞多多

を受けて変化粛謬ことを斥暗しZ溺リ、F換．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む
！のモデfレどはr「一ス萌6力融を予翻∫盗る

。　尊†ミ、一方ゼは既述（オ3章、3・Z・3

母’ぴ3・4．）　し1モように：、臼R順応下：「ご’毛ベキ

キ占誉女rさネ見置旧と独：江ゼ’あrらという報L告毛ある（

M△トヒ9，R683Pδppel亥Hdbveソ♪lrワ3
）。　これらの実験σ）デー9の相異は1頃応光．

の光参度末準と呈示：の方法と深い関漣ザあるよ

う1＝弓巳け｝d夜さ。　　Dヒ・um　（1（ビワ7，　Pトiv6↑e

Commいhicムτ一iOh）：も三三ずらさ＝3に、網本

系σ）働ミをあ3回忌抑制してし寺う輝蘭（準



　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ　　　曝’∠爵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　烹主撃

を麗痩応身としz縞いる1¢甦ザ～選るの　　審1三、

噴応光を幾多しない堺叡こ毛やはりM猷k3

（lqる書）《為そ韓トぎうな『デー9かいぐ薯ろ県『蔭子ど

うか麟検計の余・亀ガある、

観察港

　14一るの院住。

鷹す。

全葵麟Eの縫簡簗『をかなり

手続

　優回しに刺激輝葭ね65，％，9ケフ鯵dB

胎e10嚇6　cd／m2の4種。　蕎畏8Rl噴応光の輝

霞はぢワdBぞこ・れ1な実覇ミ中「まずうと呈示」t馬

てい『x。　　まτミ、　「嵩畏光と最’1＼管楽文甚墨度の向

に：「δ：ワdB　の潅が’1蒸き。㌧で’デー9「さ①」弍一～二二1

回しに。　モデュラス刺激は75－dB中に視聴



！1孟

激：（“loつとし仁。　芝の他の方法、条件、

手続rま実鵠寅▽ムと同様。

結集と考聚

『

　Fi2．Z6　1こ結果をi示ζ～…『。　　　：LrデL－9莫、「ま、

z9個の日Rる：さ§平価量の養何’・平均値を表納「す

。　　ま寸三、　’矢自コ覧「5ワ5dBの柴U敷を承す。　　さ

うに　Tdしte　3に椎「定パラ》（9値へ　Flも．z7

に申るさの等感曲纏を禾可。　ベキ指敬は中

1じかろ20。まで1誘漸減傾向、Zo。かろ…yo．寺

で13漸璃傾向を禾してい弓。　指敬の最大、

：最ノ1＼イ直の比「ま1．ユ6であ）寸iヒ。　　二こエでも

Zo。へ，ち「ぴで1な指数の珀1カn’こ有惹在が誉泡酪う

れた（21項．『テλト，Pぐ．05亀）。糸吉局、

Dトumガs博薯tミ巷3しく六．きな干昌数の玉魯力D「さな

かっトが、データの方向はやや彼の得1ミィ唄向

くとキ邑向しZい：る。　　しプ？レご宜ヲし麸≧砧如く、

D卜umの場｛∋は、刺激ザ全て固値に近が7た



夏1難

ことやその範囲がα4－b榊賦sしか・をガ．
寸…ことザ六．rきノまf古1留象莫と奄：葛こと1こ覧守変わリ

ガ“ ﾈし、し、　E）卜Uw㌔自翁も屠1辺襖でぐ尋†i≡：六…｝を

ベキ指数に）いて”仏e　IUMτndh乙eヒムハ2e

一一一、 ?ge†OOハd梓OW　dいd†ioo　close†o

柵esk・ld†。P卜。vide　dccurム†e　e5㌣ハd†e～

　　　　　　び　df噛e　8i・peぐeメponenて）（D卜UM，lrワ6b，

P－4・・4一）と述べZいる。　乏四球外にも

Dト蝋がMEを田いない’ごマ・ソ4一〉ゲ手碗に

よ’っマい：る：＝とも大iぎ奄1勇因と考え，うれ：る。

　さZ・　Fiも．　Zワの8日3：tσ）箏感曲線・は咽や「さ

りバ：’キ指敷．のづ’～タ台㌧ろ『P零奥監1さψ曳r…〉とうり、

Fi3．ユのケース9に対応しZいろ．εお’、

いず・れの曲線毛■0。て“中ICよリ少し明3くみ

え渉σ、はまド｝桿．体系のln†田sのnザ弗存して

い3可能柱を斥日隻しZ、1る（これはM、酔k3

qq68）の63dB8Fl竃1喚応条f二一ご毛やはり出1現

しτいろ）．　Fi3之8，zqlこ◎宅淑ぞ’甑回

し1喚応下での等輝度白1纏とべキ椙数のネ見寄との



蝦δ

肉叉を荊・　Rg．28中の㊦二二なモr汽
ラス芝禾ず・　と1こかく、実験Vらbで醐負

応下でLバキ指敬がr下辺視ぜ・漸増イ頃向途禾すこ

とが㌧三吉忍で〔必・トといえ，；る。

4・∠ト　r司麺ネ見の9回るさのべ：ギ椙数と陶値．・

　　　　陶上値の明うさの等感曲線

　本実験で1な、rヤ論1・8で迷バ’た「圃値曲条稟

」は「8R　3さ・ビロ」のgR…5さの等」庭曲線を形

威ずさαか盃ガを実簾▽ム，bマ魅尤程固寒象莫

を総括検討しな・がち乗定可3。　ここでは薗

上：値σ）刺激。・蓋起講る日自るさと三値の惹起可

さ「明るさ」の函係をFigユのモrデ1口こ礎

、て検善＝『可：る。　　従うZ、適Rミ石「「るべ＝干栂q数

竃「さ◎式で～魅る。　　　　　ご



蝦婆

4・4・1　実験▽［ム

　BR落さ：o）下思を司る襟；囁1さ董噴応i条件にさrっ

て中1じ視と六甲視ゼは全く異う。　従？て、

9陥さをmedi酎¢可を磯構を精神物蓮学的
K検討す3隙には、対象を中‘巴：視．1こ限定tす’覧

ゼ’き3一障’、寸広い周迦視里予毛合沿せて向題1こ弓

る測薯が鷹あるσ　同じ光エネルギを肩可る対

象毛昏絶的明るさ博視野によ、て異をる（

Jd閉esorし，n6ケ）。　　例：～．「ガ、桿’体と錐

体σ）密虐陶数と溢げニイ列して、圃《直は暗順応干

て“「さ中1じがろ固辛く向うて漸減してゆき、申

順即下でじさその逆に7ま蕃ことが陰口ろ徽Zいろ

（Slo（製1n，R50）。　こ県覧守、精神物理誉

的文脈で1さ◎式の陶値φ大が’噴応粂件や・碗野

にき、て異ること響き味しヱいる。　名視野

ヒこ於1↑：さ八’キ蘭敬パ’ラ》ご9ガ‘’目孔知の毛σ㌧とな

dへ「ゴ、　もし1薗｛直φ六やベキや邑数βザ’ネ見野や・噴



鴛5

応条件之嬰うて毛、（二二ψヂ（既迷の如く

㌣P，（仔を乏畝それ圏加視、中1じ視での明る

さと可る）ヴ’颪立可うの1こ‘¢毫とさ賦葛輝度

の量φはうトZ葦2．・4で’毬べ1ミように：③式ゼ1’

求めろ淑「診。　雨キ畠可3と；

③

（φ〉φオ）

　寺1ミ、任蒐の。卜i†e卜t。nの9RヨさΨ一淑伶

＝（1・ヂと苛31ミ萬のφ（パ豊をネ冤野｛〈蘭敬とし

て描い乍＝9R＝3きの等感曲線rさ：通常、Φげ1吉1上二

（SUPbd一丁トいesh。は；φ〉φオ）の場創こσ）

み定義さ必う。　しかし奄ガろ、φミφオの

場合rさ（を「まe×・phcitl二時…1ミ音うないのゼ’、φ六

を視野⑦南下として表しに曲：綿．（固二曲纏）

ザ9日3さσ・等薩曲線の特づ朱奄ケース，即ち、

「臼R各さビロ」の等感曲秦集’ち形1芸肩：きかト査ガ、

「さ不8日である（1ヤ論ユ・8ほ’ぴ・汁3章3・4，

3’5のPδppelムHムいveン・．（1曾73）と・



簸§

Dトいm（円ワ6b）σ）実験参縣）。

　乏：二ぜ・＝の向題を・襖獣苓さ蔦あ1＝F：‘3．ユ

のモデルをもとにして、2一つの仮定と毫琳に

基く偵説を立ててこσ・固是嚢も検討し蔦。

　仮定二

　（i）もし圃値中★曲奪皇ガ「臼自るさぜ［〕」の

　　　9R葛さの讐憾曲線を形回し
　　　　　　　　　　　　　　　　、
　（2）ベキキき数β・が視壁亭とじび→虫立奄ろ；1ず：

仮説：

　　圃値曲綿・も含あ†ミ袴i数の回覧，の8日3さ

　　の等彊三線時椙引こ平行移動の蘭係に

　　浅～「｝と予漫1」さ1れ3（8巷喧亀1真1た条イ年ゼ’1も

　　Fi3．　iのケー又∋）8日順於集f牛では

　　R2，iαケーz4の成立を菟味可ろ）

　　o



亙17

　R3・30に（或いはR3ユのサース、3と
4）訴ろれ3ように、固値曲線（†k陀skoは

COh†◎Uh）が「8R葛きビロユの臼Rささ・の等感

曲綬なろば、こ畝は輝霞軸上k上方へ平行勅
動ず1れ1ず予唄9さ【れる陶値上：の日日3さ（ハ等徳曲

線と一致隔はずである（本モrヂiし偵PR3．

賞F晦3・も椿臼三明難下では禽値塊畝
ゼれ国下陰ビ繭・増す3ぎうに楢し・てあ宅が

、　＝これ1誘蒸く寺『ビ㌧従：・来ひ、「デー9乙fうll之■ずSlひ

dh，　Rケ。．等）1こ基ずくモr詳Iしで’個々の曲線

の形レ〉ば置獄丁是良・ど「δ：なく、曲纏，オ葛回向の相苞平

行移動の可杏（ハみか固題とt照ヱいる）。

巳的

　このイ反説を下着「寸ずr｝お．めに暗噴応下で実講ミ

を行う。　「司迦襖暗順応下で二値由線と1淘上

の臼R落さ箸感曲線芝求め、平行物動f最説芝検

討可る。



白き

観察着

MEに習蒙薮し寸三二若夢誉生とF皇生6名。

手続

　光斗東には白四球（5▽≧A，約Z7…κ）
を．、　電3陳に1な　5V定，電圧．電ジ簾ビ乞F目し、　Tミ。　　　テ“

ユー＝eィ　ーヒヒ可愛のTTLマ1し・手ベイプ’レー

9で作製したCR登振器の方冊多澱ぺ1し又出力

’をNANε）ザートで受、寸・、　乏れ・で’ペワートう

ンジス．9を馬区重力可る＝：とに．よリ、光：藻を，i3ec

1臭メ《丁し寸三（■S工rさ5塾3ec）o　　こσ）讐呈ヲ1ミ8…寺

画1なB卜。cd－Sulぞeト効果（実験1［へ／邸）を

避け蘇蝋に殼凹し径（Osムkd2　nワワ。）。

光刺激は光蓼系を透過し、7エ1レス9型禎野

計の弓状球面の叩央陶口部芝経て、視野計前

面に竃為して弓状に張ろ必た襖角横、。o。、

縦ワooの白色ケント紙よの酬多にtη巴；叛かれ



亙麹

†≡面に張った光拡散面1こキミ射され†ヒ。　光」尊

系にはND7イし9（κ。dαkW頃やにnN。．

q6）とR形ウェッジ（酔9イ7㍉κ。ddk
歪裂）7ヴ寺匪i入オrれ、実険着ザ’i職激の耀葭．を，idB

λラ・ノブで豪えることができ3よう、ミしト。

MEI＝偵田しマミ二三糖■OdBステップで参4
フ64，74，84dB　re　1σ6cd／Maに数さ

tt↑ミ毛σ）を甲い仁。　光豊葭の》則定はマクベλ

輝度計（着峡光．三叉）ぞ行，仁。　拡諏面の

爾後に置いたシヤッ9（コ・釦しN・．3）ぜ二

四の六きさ芝0．8。にし荏（但し、陶値測定

の場合1このみ面：績効果をみるためZ6’の甲P敦

も供甲し柱）。　検討し1ミ禮野は中le禎聯（

0． jと・0．，Zo．，3・．，4・．，㌻o．♪6（乳尽

ぴワ。。の石眼耳側周迦襖野ぜ葛う1ミ。　）疑三

二ゆ可視レべしの下色発光ヴ’イオードで宅の

位置「さ中央刺激呈禾部ガろ：LO。，ZO。．30．♪

40．Cケ0．N60．C母ぴワ。。な倶・Pk平径線上に

名…柔件徳に物動さtて設置しt三。　観粟着は

顎固定合で頭部を圃定し、石弓単8艮視でZ7



こmσ）観棄室巨離iかろン疑視莫乞み「）あr｝よう教

示ピさψ《マ三。　：Looと20。（ハ呈ヲ｛ミ条イ≒L一ご’1な粥1激

がも莫にがかろぬよう症藁した。

手続

　約15分野の暗頼応後、数試行の稗．習も式行

を行、てかち実’誘ミを｛寺1力台し1≡・。　　観耳葵ラ邑、こ1『き

　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

中1じ子見64dBの刺シ敷をモヲユラ又とし、　こ。）

明3さを畔10“　としτミ日寺の他の変fし刺激の明

る：きを虻’で幸三下さtt二三。　呈示賠桑t覧9寺比車支に

ようト。　観藻着は、刺激がiSec宝派さ賦

1ミ後、続〈5s¢cb（内1ミ判睦rヤ可るよ3求酪ろ

臥1ミ。　名観実着で’名視野〉く輝度の乗題台わt

賓ヒイ1キあ「トリ、　ME一ごr才ら’回（各視聖刊灸イ牛1こ「）

い『こ検出唐レざは10回ろ尚、換出画の定姦に

ついて1な汁Z章Z・3・Z参韓、）の試行の譲何

平均値を求あた。　従）て、ζ亀の観藻着で

r3ME一で竃「諭30言式行、；樟…出肉ゼ’1「360着式行。）



亙£豊

篶何平均値をデーワとしZ用い了ミ。　敵検

出陶「さME実験中ks†d津cqSe，法（idB

λ『テ“！プ，10働のreveいSムtを基ミ隼とした

）でi墓め、画を求あ寸ミ後に再一ぴ・MEに入蕃R寺

は’にずモ＝デュラスをi呈赤、してかろ雨1斜した。

　呈示ll嘆応1芯全Zラ：ンザムとし寸三。　　．

・結果

　R2．31にMEの結果を派可。　；横軸1こ1な

10dBスラ“ノプの相対輝度の蛮化が’、縦軸k

は乏レKに舛応しオミ明るさ評価量の対数値ザと

ろれ「乙い『｝。　　「デーノヲのSD竃さ『司麹字見イ丘輝『i隻

条イ牛で若干増加し輩が’いずれ毛1寺1ずO．■6

－lo喀Uhi†s内にリヌ矛）1三（実鹸▽：［bでも同横

）ゆ　｛タ∠トdBガトら30dB、輝1養φ1ヴ“噌カロずる

と、ER　3さ（1レ「まφのべヤ衡数として噌カロ珠も

ことが’分る・　F喀31の直綿・の勾醐なべキ

椙数を承し、こψtは国迦へ巾くほど徽増傾向



i鵜

を示、し「こい葛。　　ま1三、横。）曲線は等しいφ

ガ名呈末ネ見蓬宰「ζ”i慧走登『苛葛（彩を，i禾す等輝葭曲線

（E卿dl　lu師n4hしeぐoA†ou卜）を沫ず。　この
　　ゆ
曲条皇rさ、　5隔4・～24－d〔∋の｛主Zク）φのレバ1レで、

O◎かろ：LO。へ’20。1ニかr†て着ちし＼、石、上：、）の

イ‘萸向を、　30。～70。　1＝かけ・て「さ：「r尊lr茎フr～・v　ト

とな3イ頃向を示しZい：る。　こ砧うち＼5マキ

dB『条イ隼の硝・がワ0◎で1一δ逆1こ8目3芝ザシ｝哉少す

1る｛慾填1毛鞠が“みろしれ：る　　　＝二ψ曳：弓1な一同ミ白勺1ミ8琶賎、負．

　　　　　　　　　o
応下で。δ同じφに一等起さ：覧れ「診Ψ「ま中鑑じ；≧見ぐ。。

）ぜ亀モ小さく、圏逸字見で時増三三す3イ喚い向ガ“

a～3ことを．気こ0：隻し「乙い葛。　　まト、F、g．31

の縦軸のC贈師onの下るさ評価量を維干す
るに1£葛と芝淑るφの量を豊沫二物・・南数と

線であ3。　Fi～2．3zの右縮…軸1こ｛な椙舛感受4柱
　　　　　　　り
（光軍r隻の芝：塗数）ガ’とろれて㌧、る。　　＝二の図「さ

くセi↑e回onのgR　3さ（ρを｛呆守寺す31ミめ1こ13δ碧と

ずるφσ）豊」さ一一由ミに：鳳担『乙“cさ小さいこと芝i鼓

みしてい3。　　Tムblε4に1な襖野筍のベキモ邑



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1趣

数βとミの…琉定イ系数（適合度格数）ザも己これ

zい1る。

∠ト・4・2一

実験▽［』　　　　　　　　　　　，

目的

　同様の平行移動仮説の」検討を8印11丁丁下で行

　う。

観藻着

　実験wαに同じ。

手続

　実鹸斑△で用いト回路の方形…寝1ぐ1しスの論
　ぜご

理0レベ1し6sεcのエSエ1ヲ蛸苛獅分



鷲4

）の吉》分を．インベー9を．介イ筆さ・tして言亀玉里：Lレ

ベ1レに変・換し、こ賦で高命圧ペワート＝ラ〉ジ’

λタを駆重力可ること1＝より放題管（F＝L4D，

白色光，DCZ30▽）をぢsec莫灯しに。
従うて、ら一Secの8自順応の不7セ、ソト・ガ“：L　3ec

呈派の刺シ敏の白熱灯のオンセットと奪リ、こ

れガ個期として繰振t畝3。　N汐ヅィル
9芝養い1三放電管1守∈ビ邑サこ！ト私：上＝を一様｛こ

昏ミ雪‡し、　ミの置ll貢応一門rぴ64dB肚e　1（始ぐd／

納・であ、ト。　まト、MEIこ便雨し1ミ輝暖

「まエOdBスラップで64，ワ4♪曾4，『44B

陀1δ6cd／mzlこ委化さセkものを旧い往。

　乏．のイ也1さ実馬農▽【ムと同オ集：。

寺続

　約ら’・分向σ）甲順応後、数試行の練蓬拾式行を

行・Zかろ実験を始あ仁．　モデュラスとし
鴨こ1な中1じ視ワ∠←dらの鷲…q激を“10サ　と　して癒し、



蕊萄覧顧

た。　その他陰実験▽［dと同様。

…結果

　Fi（∂．331支ぴi341ミ臼自3＝さ：のべ・キ1婁1誉気と臼R

うさの門下曲線を洞・Fi333で1言64
dBかろ30dB、　φが噛唐ヵロ可うと、　ψ〔なφの

べ’キ丁数としZ士管カロしていろ　ことガ“分ろ。

等趨r隻三二皇1寺臼臼駿嘆志下で守ゼ’1さ全て石下りの傾

向を示しに。　＝：の傾向は、特に64．dBでドさ

籍るしい。　これは同じφに彊匙さ躯る（レは

中1じ視（0。）で最も1くきく、周迦1こなう階ど’

垢髪少・可るイ回向が’あるコとを示、しヱいる。　そ延

・て、Fi334のD月うさの等庭曲線毛石上・ノ

の傾向を示しヱいう。　こψu3、　c嚇輔。hの

明もさΨを維持可各1三δ6にf¢甦とす3φの量

「さ周迄亙で1な1呈視視野砧「戴数とし『Z増六．可るこ

とを三味している．F19．34の石縦軸1こも

相対感幾4生が’禾さ’れzいる。　ベキ三国βは



鵜も

中IC視で’最．も小さく、屠ヒ辺1二ゆくにつれて土曽

加イ頃向ザ認めぢれる。　　Td』le　4にゼま襖野缶

のβと乏。）ジ長定て兼数を記す。

総合考察

実験▽：［α

園迦裡の申うさ籍庭曲線への暗噴応の効果

一イ反定：（i）にっし、て　一

　F略3zを御るとzぴ周哲視で望チ＝ΨPと

ず訓こ1寸約10」Bのφを中1じ刺激に〃ロ誘、†

刺ず奪ちず’、全体として、肉値φナ曲線は

Zσ。を喧として上1こ凹型となっている。　φオ

曲線を圃上σ）臼R多さ二四曲線と比較可うと、

Fig．30の平行二丁仮説「富鴫うか1ミ左て幡さ

5鳶い。　つまリ、Fi3．3Zはφヵ曲線ガ「
臼Rもさぜ口」の寒慮曲線齢回してし俺いこ



三a7

とを派しZいる。　画上の明るさ籍慮曲線の

平均を元可曲線（F13．35）ガ’ろ千建測してφ大

曲線1なZO。を1査として両f附くやく1ぽどそ象マに

日Rるく見え，一（〈1ること．を，示ζoi旨しマいる。　　：柱∋

対的繕を鴫仁めFi　3．3zの集憾曲線群
を中1じ視条件（o。）でのヲL9’を基準1二重給

て示しトのガR33ケである・　F陪3ちの
φ大曲緯ガ’zo。で」亡に凹と存．てい3の・ねこ

の部位（桿体蜜度の最毛高い前）で’のSpム刷

5umrnd†ionの効果が画上と「‡異る1ミめとも

考liし弓れる。　「乏こ「ご念偽†ミめ1こ、（P六を襖

角26ノの刺激で求妹が（Fig．32）、基本

的に1さ同じ型σ）曲梨集ザ得ろ・れ1iと。　即ち、面

積交刀：果によ、て形〉｛犬「ま襲でしし7まか’）↑ミ。　さ

て、既述（3章3・3・2）σ）ようにMムいヒs
（1（｛66）　r；ま、　ネ見住】　100）茸…篭」激を用㌧、　『て臼昔童ll負「た下

のφ大曲線を国1辺60。まで求iク）、　｛奪rぎ類ゆ状の

結粟を得ている。　Mdトksでもφ大曲線恰
1～o。『�P蚕としマ．桑勺ZOdBの送…を．両・倶讐（σ。と

60。 j1こもつ上に凹型の曲架曳を派してUる。



ユ籍

　本実験．で得賛10dBの差とは曝1ミりかあ3

よ訓こ鬼われ3が、彼の場合、な個号IUこ絶舛薗

を莱あてい：う†…めME実馬食中に受：rtも順応

効果ガ’少奪いことに起因しZいさと走えろれ

る。　この覧味『れなMd庫sdR66）のφ六
は前謂、絶対『た覧圃で～宕リ、奉鍵出肉と「δやや

異鵠［（Eとmd＾鼠（｝u3†ムでs5。h（藍灸6の

量こ避F亀れは“ A検．出1軌ね絶対庫1よ：リ少し高く・、両

着σ・向には有萢達があさという（2葦z・3・

z参照）］。

一一一 C巨定（i≧）｛こっし、て一

　一方、FiΩ32．「さ緯司上の9R葛さの寒慮曲粂象「～、

　　　　　）
1さ5b～80dBの範丁丁で、例之ば’ZO。妹上

の周麺襖てい（打二ΨPとす葛卜州ミは・・ずれ

の：睾穏曲i線でも中置じ視刺シ敷：に約3～6dBカロ

λ31¢要があ3こと芝斥死しz・、3。　相場

（1『6ワ）のマΨ4ンゲ実馬ミ（うト3奪3・2．参照



鴛嚢

）ではφが3∫～95dB卜e覧び6こ」／mZの範圏

で「さ中IC視刺：激が圏下視（20も）卑ll激：よリ約10

dB彗亀くを「いと両も、芯Ψチ＝（レpとなうなし、と一

報告：t喉ており、吉1…、Md←ks（R66）の

MEとマ・y4一ンゲ実鹸一ど〔一さち。’～『OdBいe

l♂cd／隔z恥範翻’は望f斗Pとな洛舳

1こは■oo～6ぴのどの視i那位置マ“も豹3dB

中1じ視津qウ敷に1¢i疑と『ず3と報告tlれて討リ、

この一ﾊ1一ま融ミろく弊冠激σ㌧呈示条イ特璽ご’3ヘユ．O

dBo）固’ご変重刀ず弓モのと惟唄qさ4へる。　イ也
ロ

万、Ch↑e』iOhの望のレベルが上昇3「Bヒこ

の蓑は断渦1して巾くことは可で1こ指描t賦て

u3（M酔ks，　R66；＝椙場，　lr67）ザ、
こψqぱ本実寄簑「ご’も徽少有：が馬ろR（λ、3ヒかろ毛窪．

　　　　　　　　　　　　　　　　レ
き忍t｛れ：き。　こ」れ「ぴ、　『「ムble4一の如くベキ回盲

数β0》イ直か“顧迦：禎1＝なさr蓉ど』’そ叡i曽してい3こ

とと対応しZいろ（但し、既迷三口く、Md←k3

（円66）｛パデー9で’なβ1『ま1奪｛rぎ享四獣｝と1芯弓虫立で’

お∋とさ由じている）。



三論

　Rg36はFig．3zの白丸の最も上と下の鴫
各さの等三曲纏の栓（dB）を視野ら肉激とし

て派しトものである。　もし、↑邑激βが視野

と→焼立（f反定（2・））ノまろrま’7ラ・ントな……理論線

（石弓季皇）’をぞ§葛1「さずで二三。　　し7テし、　暗1、1負

　　　　　　ホ慮下でrさ平な徽少ながろ石下ガリの嘆向の曲

線が深こ呼子よ引ミ禰騨とは軸辻ぜなし1こと

、罠「1ち、　で反定（2．）ガ’域立：しないことをメミして

いる。

　．以よよリ、暗“虞応下ぜ「ぴ、Φ大曲線は日目3

さゼロ。）ロR蕃さの等感曲復芝，形桟t：しず（で摂定

（エ）の舌定）かつ、β・も．視野と「回虫赴でをい

（イ伎定iぐ2．）の盃定．）といえろ。　イ走、z、臼自

るさ＝伍等穰曲梨集【な不邑互平行斥考i§7】のイ反説をう高足

しなか）ト。



璽鍛

実験「町b

周迦視の巳自るさ等感曲線八の明篭二二の劾果

一イ駁定（ユ）1＝：つ㌧、て一

　F弱3．i34ガドろ、　醒13囚くレbく監奪ど（≠’f二三P　と

す3・に博豹6’一搭dBのφを周辺裡刺激1二加

え，フまけ・れ〔’ゴ7ま15奪いことガク7葛。　　レ；ケし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
芝⑦噌力0のじし1言、特に◎。と工0。の固・・どは着rち

しく六をく、こしkが“φ大曲親を全体翫＝上：〈凸

型［こしヱいら・　乏して、F吻．訴かろ分る

～Fうに＼　ここ「δ毛Fミ3．30の平そ〒穆重力で旧き兇rな

あ『Zはまうず、φ六曲線」き全・体としマは明3

ざぜ口の等等曲線を形成しZい奄い（o。ぜは
日音くみえ．うが’■oo1メ、上＝の圖立1ビ’「苫「寺1菩’同じ臼月

弓さ’に訴え：ると惟う貝りさ」へる）。　　で旦し、ユ（ナ～

ワ。。ぜ1訓前ぎ等感曲線と平そ〒物動可能な彰状

“を禾しヱいろので亀、　中1じ視（◎。）条イ1午芝瞬ミけ

「ざ仮定ぐi）は蔀分的に戯立：可’さともいえる。

　車実、Mムトks（R69）rさワ3ん83dB卜e



置3鎗

｛δ6c」／m2の1劃ぜ桿体兼をSdtuいd↑e　tせう

る（A自らω1αレ・a　sで一ile3♪　1（～5臨4一）e印叩iミ応条

イ等「こ“牽㊥女ヰ1強⑦Φ六曲線と等二曲親凸画1こrま、「ぎ

完全な平行移動が蔵立マ葛こと二二し「乙、、ろ

。　　　従、　z、　本実ぎ験「ごモ，1喚三門跨ミを64・《乱B；ゲ

ろ曾OdB前・後1瑚こ」＝げと下三上易合1こ1囎さ桿イ奉ji塾のfl《廿快一

∫iOhを方㌧7まりヰ叩謂1可葛こと．に：奪り、　こψCδ蟻結

異：白与1こ「さ卑《〒秘重力を8「自ヒ（＝しトノナもし畷へない

。

　イ控方・、　既迷防潮口く（ラヤ3章∋一4と3・ξr）

Pδppd且Hd卜veソ（覧Rウ3）【芯団Eで’○。（一

600を；64dBヤ．e｛δ一6（aノ猟zσ～8臼‘ll虞1旋…条件（：窄1』

激の夫きMOノ，二三爵画Z。O　msec）ゼ’、さ

ぢ1ミD卜urハ（R76ム，』）「ぴマ・y4・〉ゲ実馬ミ

ーτ“δ～30。をワ7dB卜e　lσもcd／m2の8β順応1条

件（7ミき＝ぎrぴ1．10と10’、　呈沫臼寺イ古1↓S（．ぐ）

で「宍に平．ぞ〒窄多重カイ蔑言党（そ皮等1「δ＝：う［呼・・んゼしいフき・

いザ箪看が名づ’け程）ザ底士［しないこと芝派

し蔦。　　呈禾・視野の‡o。の増力［1～速「匡りσ）（か六

曲線の増力0量はPδppe　l濫Hムいveソ（nワ3）



鴛3

zrδ秦≒73dB、　D卜Ulm（lgワ6』）で「6：…琴73～

5dB　モ25幽り、　フド罵美～需奥結果の条勺1～ユdBよ

リ少し裡里引こ支丁ず葛勾邑ヒが“夜……い。

一一一 C反定（z）に’〉いエー

　Φ大曲線ガ’周迦｛＝7まきlrまど’凹型曽苛；らという

莫一εは本実覇ミ毛：基本的1ミ同ス美一ガ～落るが、

MムトksやPδppel良hdト》eソ“デー9と奉
実子『詳㌦一9の最・も毛1唇しい相異1な、イ度：等（パデ

ー9ぜは圃上＝肇q激1＝女二子可る臼R書さの等盧曲

復ザ1聾とんと1’視里予と「さ→虫立（7ラ・yト・）『ビあ

3莫ゼ遂さ。　フラットな明3tの等薩曲寝
「ま同一のφガ竃惹走己可：きE｝R：ささ’「δ：呈示ζ視野と「δ噂

肉係なくど：ニゼしも等：しい8旧も＝＝1こ研え，3こと

を覧。末す3が、こψqな本実験「こもMdrks

（1（ヒ62）でも・確合泡「ごき奪プ〉’う1三。　　…参うしう：る

相異は、本二三やMδトksの実縞策では順応た

を刺激1呈禾中1＝1な消去し蔦こと『ガあ3がし’、こ



鴛4

れが急激1＝噴応状態を二化亡t剛に結果とも考

え弓・れる・　Fi6．349’びFli　g．35「言圃上の

gR｝さの等感曲線趣ΨfこψPとす司ミめ
1こ1司翅剰激にカロ九3膠戴の～病Bφの量．「～F申各

さσ）（二トけeセiOhの低い等二曲稽とゼ’o）：約↓3dBが

ろ高い寒庭曲牟泉ゼ’の約7dBへと痢r肥し・乙い：る

こと翰瓦F陪3るビもやはり、三図曲線

向網図周麹博ど小さく奪う傾向（βの漸増

傾向）が認あろれ、β需視野と「さ独立：c理論

被線）「ごギ達有＝い＝二とを」莱しZ㌧、＝る。　　艮「1’ち、

ここビもやはり仮定ぐZ）は成立しない。　β

の漸増傾向は既毬の如く、餌UM（、卿6』）ゼ

1な幸艮告さ：必てい：きザ、Mdトヒs（1『69，、《≧76）

やPδppe　l盈Hdいveン（Rワ3）ぜは乗続的隻

イ｛二は§謎あろ畝なかっ1ミと幸1ミ告t◎ヘマ，い葛（牙

3章3・3，3・4，B．一び3・5・）。　M6トヒ3（R69）

の＝場レ合｛「き、φ六曲復【「∂：臼Fl∋さ嚇ぜ口砧等膳曲線

ぜ～鼠「きという＝と（イ伎定（ユ））と惟「定：こ：ψ㌧丁ミ

βが’ネ壁騨と→里t［一ごあ、↑ミこrﾆ（イ霞定ぐ己））　rδ

；哩論酌に中ナ曲線とgR　3ぎの等癒三三とrさ平



鴛急

行斥考重力僕轟係1こ26『さと、、う結論芝導くことに奪

3。　し7ゲし、　PδPpel又　トヤdトveン（nワ3）

の場合は、礪定（ユ）は颪立しなか・仁のビ6

’がネ見§邸と完全に→聖に辻な（ハではなく、単に襖聖や

α効果の後「γ方言w気…絞的一ごは奪か、トとい．

1≡』おがぎく、シ央・定的なことはきうしない（さ75

につ励戚湘ず、o卜u撚の実験毛Pδbpel
ヌ．hd胎vey（ム室i舗ミも主トる観斐…着fデユ、名．「～frさ

　　　　ノ
少な可ぎさとも；参えろ二丁）。

　下上よリ、8印嗅三下ぞ｛なφ★曲綬rさ’部分白㌻

に臼旧3tぜロqB臼3さの等鰹曲線を＝彫房す＝き

が（仮定（■）の音臼分ぼ立：）、　ベキ指数e「δ襖

罫とは4iB立ゼL奪かう1ミ（イ摂疸…（ヒ）の査定）

。　従うて、明3tの野庭曲｛縷∫さ：相互平行物

動の仮説芝満足L奪かっ1ミといえる。



1轟

一両ll野寄条イ牛下（▽［△，b）での虻：車交一

　臼9．3a，34，9び3ケは相対隠受粧（図の
石イ興qσ）ス㌧「一1レ）ブナろみqへ1ず、一自ミ1こ、　両亀ll更

応条イ年下ゼ’相互に濫方向の呈末視野の門門を

噺†壱＝とを派しZいる。　しかし、室の効

果の受「†方1守帯解こようZ少しづ・つ異をリ、

9自：き囑さrを，Medミd↑eずる梅橿に「ぴ三二雑奪碑・

錐’体兼の；相互イ乍用1ザミの盲て隻に働いマい：る＝

とか維測され、Rg30σ）よ3奪単純．「奪図式

「寺†ノ分にあて「下寺ろ奪、、＝とを禾し一乙いる。

　周塑視に於1†さ朗3tを．撤edこム†e可さ＝機

構についてのや匡き愈口＝タ9しuザ（相土易，R67；

芹βε～，1『77b；　05d㎞及Ydmdnへ。†o，Rワ曾）

、8R　3きの薩覚｛な1順応薩i霞ぢL’口＝車棄子勺高い8Rll喚

応Fぜドさ（不皐体兼のミ名重かが’あ3：程「蔓抑制tれ

て）主として錐：体磯㌔楢によ・て、ま1ミt三際蒙的

低いときは桿体楼構にド、マ司うれZい3と

考えろしh．3。　中ぜもe着順応下：のφ六回線は

陪とんど’桿体系の寄与σ）孫を受1†Zいると魁



気3？

われる。　さ引＝、8R順応下で得1三日自ヨさの

等慮曲線．｛「3四望光（6与。玲m前雨金の下色うヒ時

平体条、こは注職的insensけfveぜ三宅ことを

剰下しZ、錐体系・、臼臼るさのMedld†巳q遇

程をテス、ト可壱：＝とプデぜきる）一ご得・ろ歌1三rデ

ー9（Md卜ks／lrワ1；D卜u恥｛rつ6　b～とヒヒ
1較的よく一｛致可るσジビ’、こ畝には錐イ奉系ら特

徴ザ巨映亡1れ一乙いるモ，のと鬼m甑ミ～。　1＞欠に

ベキ借誉女β1な錐体条下’は桿体系．P・｝所壱目（蹴一

Pヒessi・n劾果（非緯髭過程の程霞3　B－

i．0で’「言ぜロとなるうが爪さく（eか”大ミiし、

）、r謹トも両三マ“のヤ丁数角園ヨ辺視ずσ》漸噌は圖

迦奪どωmp卜eS∫i・nの「機能が漸↓矧弓化して巾

くイ頃「向を沫i篤し’乙いると鬼幽串、さ。　　1司回視

ぜ’o）βの1平門傾向は、入専†光ザ鳳迦1こ7まち隠

ど（Obl13ue　ihcidence）石効齢L面積が下

向ながろ漸即して巾くこと（S｛Odh♪lqケ。；

序論■・4参照）や、特h錐体系の沽勧ザこの

‡ξ韓ド「ど1～†de～一C卜（災wfo卜d門下を亀1†てら§

化可葛ことくR9．％ぜ明順応F伍Bら勾配



1認

ザ大きいこと）と三下応可丁台もレ歌ぽい。

　従）て、こ一σ　莫は人工瞳ミLを旧いて雨糠壼キ

可36δ牽『か＝“～気3う。

結果とし『ヒ、喫爵婁▽L一ど｛な次の結論を得荏

。

（：L）9音1噴応下ずじさ：8日「き匙の等1建：曲線覧な1淘上

　　ゼ’1な圏麹1こフまさ博ど’贈藏し渥ガ“て相対

　　庭受粧の上昇）、陶値ぜはZO．を感」と

　　ず巷tに凹型と奪リ、平行移重力の仮説

　　｛な甲立しなガ）ち。

（z）明順応下ぜ1ヨ逆に8R3さら篭・盧曲線は

　　圃上では圏迦1：＝な3時・と｝㌧断干し仁（湘ヨ

　　女‡聡隻・牲〃～藏少）。・訓ミ、陶値rな圏迦

　　視で【言書昼分的に9肩洛きぜ。の8Rるtσ）

　　等謄曲潔泉と一致．しτ…が’、ベキ・指激が視

　　撃予とは→蜜立で’7ま7ナっ季ミ本…め全イ本として

　　は平行係多重力仮説は戯立しなかうτミ。



鴛§

（3）手1≡．、ベキ指ii設．「δ順1た輝慢が’」ヒ3、こ）

　　ψベヒ、　寺1ミ視弊ガ「執ii匹1こな一さ〔＝・）畝て

　漸増し、　こ甑ろの条・件が8自3t⑦等慮

　　曲線に影響を与えろことガ判日日した。

（4）芝しZ、ベキ指激が主としZ二士系ザ

　働く臼R順応下酒嵐主として桿《毒系が’

　僅力く暗順．下下ぎ、｝次ぎいこと（く6厭一

　　P寵ssi。h劾果が1トさい＝と）、乙して

　、両“喚応条イ牛ゼ’鳳ヨ辺裡ベキキ芭敬ガや聯き

　　寸｝＝と（周迦視ず・、ωmpres～竃。n

　　効果の名化）等は、順応光の輝陰末準

　　ザ†分1こ：桿体機構を抑制可き＊．溝…1こあ

　　3場合は、gR　3きは主として錐体門構

　　i＝よ・て司うれ（qPlじ視・固辺覆ービ’も

　　）、芝弘爆下こ、粗奉肉値＊一…準等ぜrさ両

　　樽『謹1の不8互イ乍用1こ・ぎ）て司ろ歌「3＝と

　　を椎定さtL葎。



蓋4蓼

4・ぢ　結言愈と甦約（実：驕i工～▽r）

　寺ず空圃力。重｛鋤果（面：積効果）に）いzrさ

：乗ll激の画積が’小さい賠ど’、ま1ミ圏迦雫見ぜあ

言1詳ど㌧「芝ら女力果がイ呆セ｛こ…軍見オ）れ、べ｝キキ警砲「さ

面積のば少と視臨噌捌ゴ粒三門（実験工）塾
B

　　　　　　　　　　　　　　　　
この傾向を、般化し仁ものを、Rg．∋7に即

す。　Fi曾3ワは○・5’。あ1ミりぞベキ椙敬ザ中1じ

・甲州央に輝『ミミのz乗オ畏（平方根）シ青貝q（

Sg“dre切。†ldw）に入り、以復面積の田刀

1＝そ走）て　3乗：非艮法貝9（cube　hっ。†　ldw　）　t＝こ

通づ’いZ布くこと乞写しZいう。　図はユ5。

へ2。の刺激乞甲いψUず時ぼ途定しトベ午指

秀蓑を得：さことをラRし『Zし、：き。

　》欠に日寺画1カ0重婁力果（呈禾臼寺向。～交力i譲）1こ）

いては；刺激・、呈示1爵固が400隔seG妹下の

甘1。ch卜e2i・n論バキ椙数は中｛e襖ぜ蔑
く圏｛辺三見ぞ†δd＼さく存隔1三（実験皿：）。　：乏し



三・媛

てt～■σOOmsec　O）範囲内でrδベモ指数は

中IC視ぞ「ま爵向が短い博ど（エoO応ec以ギ）

蟷太し、国辺視一ご「二塁に工oo鞘sec　1＊t一ご・璃

大ず3傾向をみt、ま1…B賢。cムーSu｛薯eゼ効

果」『ま圏池襖『どのみみろ1れτ三。　t引＝、国迄

視ゼは面積の効果が四二串た（実験平d，』）

。　建沫門門を約60Se〈寺ビ糞長す葛と面

績ガ㍉1・さr〈、国迦1こノま3「まど’、B日ろさ需爵1画

と共iこ着3しく蕩寒しzゆく（rrh。xleb劾果

）ザ、中le視ぜ、高四度ぜ「さ毫定しZ＼・宅こ

と、一さ：ろにべキ指敷は1二二視⊂等ど国Fτ司と共．1ミ

増大～τヨこ，とか分、1ミ（実i織1▽）。　喫鹸五

～wも一般化しち図をFc2．38に呆可．

約100舶secで中IC複と鳳迦￥見のべキ楢数値

ザ入畝換、ていう莫に注穏。　き『β、こら図

r‡べ’キ指敬1一さ圏迦ネ見『～時10s㏄吉一ご！な時ぼ’

輝葭。＞平方不艮ジ去則1こ従うの1こ対レ、中1じ襖『ε

1「さ：300γy、＄e6～ユ．03ec寺一ご’o㍉範琶到一ご’3，　i粟＝キ侵iシik

則ず戯立ずら1こずぎ’ず’、芝畝以下や】≠よ二の呈

斥臼寺1司ゼ’「まこの法則かろ層逸脱可3ことノ乞泳し



叢韓

マいろ。

　暗・g印嘆応の劾果につい一Z、芯：1肉」ヒぜ時一

両1嘆応：条イ年下閥ごベキへも咽数｛な皇禾．視野。）上嘗カロ1こ

僻・て漸蛤傾面を末し蔦（葵鹸▽ム，』）。

　最褄1こ、両警喚応条件下：一ごの肉値曲線と1義」〔

の臼R壱さ下等憾曲線《関係k）いエ1一δ；両順

応条イ牛下芙1ミ、弓ミ廉▽ムフbぜ沫tψqミベ’キ椙

数0）呈示視i聾｛こ1畔・う敵増がさ兎あろ‘れ、こ⑦1ミ

め、画イ直曲線「δ↑臼月3ぎt》O」σ）臼R「ち：さ。）i等

庭曲線を形戯しなしにとが・8隅かとな，た（

実鹸『ηム、り。



14暴

牙5重喝＠秘・於1物朗恥の≠喬神物埋字
　　　　　（正）

5．工 朗るさめベキ宏則とう管時ベキ忌数

　τ明うさユと、・う、・耀量し鰍εと・舶添る

亘樗尺、度裾威広z・劇数自1・諏・這いがz・きr＝

が，そこ〔q誰醗育め沸舳搾糸aへの依蕗惇
と・・〉K題飽弓密れひ・rQ　そして，そ
　　　　　ドキエド芽几孕z一τL毒べτて図εヲムの曙題兵があ

　　　　　　　　　　　　　　　シっτ・．　しグも、M臼氏観一二角がその、《逐｝

奉｝の、・ぐ∫望白『1「峯〔：」二七め連緊乏，f・季｛…．丙診戸匹石嵐て

　　　ノ・ゐ！即ら一ヨ自於ε評｛砺’腐。めの固肩

の澆駕評抑鐵言島石鮪　）と、、っド前篤

し汐極劃認患遇程…　a恥て糎々娚ダ足ηぐ

前提条払してr｝丘可る。従つ乙，凹εで・

而言細二二の複全て謝1巳や轍耀蝦寮竜

1＼．！劉、・ろこと匿不可貧乞z一あっτ・。　そ汎τ塾1署

嘩と1四三のおヨ鏑引猟pl“dtン欧わ
てザド，　しゲも霰L；蒸危、＝Z・きZ∂τご1ナソ〔自斜呈rδ前孚之



豊44

条轍i恥rδ、・D・適才翻π履楢瓜ラム1碍
・’ V“あろつゲ。

　噺層活焔神物理塩腕法の一つど凹凹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

、砧伽彫去、くδって「踏爵ぺ舌蔚歓」ε求めう

こと1こ♂り、そ．の2うrδノ（度福威が回ε釣

制約パ1ノ・∫一条・｝キ下乙一一綴知適爾熊乞乙あ

ろど落之て・。　しη・ち1藩論ペキ劇数海、を・1

激が肉二τあら7艮ナ。醐一9P己cfと∫・鼠武

事薯グ、此．軽ら可能τあろぐ倒乞む能垢レやラッ

トめク度長弁1羽亥蕨に、｝後日㌃ベキし気教：～適爾し

，β齢さ薯庵、虜繰で痂そr薯1亘＼田繰を求’あτ・ソ

べ三門妊適浦U調ごアぐ．謡eソεa∫奥
S久γド戦ノし『もる）τぜど。ズあも）。

ワ．る マ・プ詠z　ド雁之払と看爵の1執係

二三乙類t・剛）と田1璃〔のわ¢ット
　　レハナフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

から観祭急め何1辜ﾅ・の夜禾・のlhit譲｛尋



亙輪

簿

τ“踊翻臨範斥いβ詩心断柳・殴∫ε
i負t・・ひ一とη’1三二鴻画（／瓶こt沙，七iMe
　　　　ノヘ

ノ㌧σ乳ぎ淑フ》こともあら。

　　5て’廃と；勧劾窃二言碑険∫躯吟痢
τ禰λi詞二一．・・おっ寓，淑Z・幡んk‘・、

q673）が一私コ・d裁て丙薦〃）κ藪を言

つz・・ちめτ蓼、その正課とみち。

んk曜lrマ3）｛｝・そめゴ紋“沿ω甲一

t－eε～τ1齢t融M曲dsfげεε晶特
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴレ鴨kt歌egs久畷1蝋液e～3　z’＼4一回
熟趣｛ギト・てら石Dσ実酸を！わ｛二．囲

いド肉箔デ㌧タ∂偽と，を｝激’こ｝尺35

ビZいt名心襖ド，刃婿eし同室斥・ごNこ・

輝度応㌫・闘鵡剛・、％即〆の3神こ・・

あっ「為　禎て、二品㌧ヲのうち，ぐ尺
　　　　　　ヘ　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

丁～R＿Tσノのぎρ．分ク弍，　レ4Eのテ“一　7と次二季乏：さ

れK（但し，1之丁，に丁。し貿れそ’覧れ蒲爵

，郎プ噛tfc》噺Σ私可）・



ζπ械丁・）ほ鹿が癩のす轄面こ飯◎
編ゆ言富民騨杉直馬溜摩．穐癒之伴蒙・マ

減疹曳緬評　叡二．この二一鳶、犯民副

1λに∂τ㌧予ラ則コれ孫ち果と一撫てこ・　即ら

，図Eパ＼舜議：を尿丁一2丁のめベギ自
徽τ塾除1τ轟果一i．・が曙ら林ζ内箔の

絶謝．旦凶二一Z崎亀のみ・ノ簸わる）。　ハト

k函妃グ・挑7ぼ潜込べ戎｛2汝三図E
のべヤ老∫鷹と罎じべ㌔乏慮・iに従って、・もこと

と沼二丁Ltτてとい之，も。　寺ド，乏．副穿てに，～才可

ろザ，レ‘M轍畝f久～G¢ω久rβ）のし酬

の、ん悟瞬・卜誌じトのMEデー9と類似｛ひ・

うい》つ硲て・・う（幽醗。・ノ蝦り．

※　Lμceよ　（鏑ce匹（’り7え）己著，入力副歳

　　に瓦ガτ＝神経パルス州畜1繍（エATβ♪

　　ほ、千’つ・ノン愚霧て・巳処男・点れ㌃とし，工

　　為力め分布口八ヵ剃紮の強雨i・逆ψα多・艮

　　て竣rし偽と・・う酎e副が贈・冒



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　騒？

脚矧Σ促賜ほ二・　このおデ豊ルで呂ε
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粕0む　i．a嚇　にのつZいろこどが・分う。　こ

れ1τ、実鹸・卯，1加τ求あτこ｛覇翅，禎」乙のべキ福

あこの多x一シMπ、その競っ言が8つ・レ…　と・・う弟と1

県と皐して・ゐ（但し、町・，丁・の固辺視

τ・の璃加衡珊1司じτ・・あっτ・）Q　吟醸ご・

、1回視τべ特あ叢が定簸囲、1πぼつ店r・稽

加ほ理湖乱おそらく、夢碍勘三一窃果



茎？7

ノ準は焼実鹸工参の．

　卸転之鹸卯，卯Z冨1才餉緯Z・の剃嶺

と外・積・あ一飽視τの面稲多〃果が痢帯

てべ冠自叡と綾・レづぜ七こ娯し忽し，駕鞍酸

τ田。正忌乏儒一・tこ《ご回忌’果σ、：葱ド滅

・レし乙し落・・㍉　これがベキ2自友の憩如．につτd’

　　　　　　　へがっ亡諺三宅さ荘秘　こわ累・こ劇口て・冴、

さらし＝誹紬ゴ検討露二茄と妃・われろ．

　尚・報視ご魅1・∫0のを愉ξ｛葛・・r・魎鴎

et品ω6ののテ㌧拍τ，ノ・ζ艀諺れ丁㍉36
　　　　　　セグ
～一 C好の勇ε．面1こあ9！ゲ〈ともマ園視デレ

タ乙・i鋒定鹸τ得〔一．3z・一一．33じ17｛ざ㌧

ぞZ＿して、・ろ〉。

鶴臨束狛し＼ルτ迄b畑9τ評祁レベ，レ
τと、，入力剰螺ての二日うき受．、各・4教手魯の夏才契ラ∠想・1

匪二七めべ衆該侵魅溌）効乙舗エeうと
才偉宅さ硲ろ。



、・ @至罫；熔

ワ．3 秦繍と馨約ぐ定険伽一双）

　MEとの二三の観久ρ’臥潜疏・べ㌔瓢教の

べキ拍数が二二め監・親名・し曜って歎乙訪

ζ紛眉・と非嫉のフ＼どう・唯撰記しτ飛こう

二素心鍵て・’ぼMEと｛51じごゆeγ切d姻

がへ頭τてが，爾回視召1％手．卜5研蝋玲
茄鴨ら揖・（実鹸鴨卯）。診量って，藩

助べ石皿翫塵のべキ縦丈と露羊誘瞬
じし碗擁Z一δレ・ことがZ渥誕さ小木．　おくノ

膨殉謝釈軒εし㌦レ）’として蘇戴毛誘発
覆，∫｛Σ（ゾ巳P）び、築雪菌’のべ茉噴う塗こと及：λ；・；替；目へ

《べ二三叡ε綻打（ドところ、甲園禰乙・・σ、

τて・　　そ．して、し司こ孝1え乙む．一痢窒しこベキ♂白疹こ

由夙『レ依が，そ莇威り加．灘麺，研＄

り・囲く一言1翫ぬεヒρ坑厩‘・伽凝
定験双）。

　しカ・㌧e葛酒嬉易合む一ア心視て再Mε



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　気？§

と同じ’ベキヲ雄1ぐ帥eジ・②引卿があて4．

寺うが，固↓硯τ・｛ぎこゆeゾ。・ズ1蹴・・らや

やス：’ンZ、・うことがし．分つτ肋　　こ・匹σや∂つ

，ネ霞誘溌勧聾）番爵拐飽タやと命短Z・愉・

こと乏『竹｛フ幾しZ，、・ろ〉と、・乏！ゐ｝。



1総

オ8章　その他の周惣視についての肉連実鹸

　MEでも潜［時でもベキ借数「さ「巳R弓さの変
　　　さ　　　　　ヴ

イしのイ±万」ザ襖野によ）て如何1＝…隻イしずるわ＼

芝調バる一つの有効な手段であっ葎。　しか

し、例年の圃迦視野のべキ由敬を求嫡養あ

目艘の襖野ゼ複数の等輝度四丁皇（E㍗繍

lq7v～m△nce　cOh†OUヒ・3）を『F向を】⑤【†て求め

有坑†・れ「ゴなろなかっ†ミ。　rT猷ども、　ベキ指

敬をi蓑あない場合は、弟1激をユうσ）輝度＊準

1＝固定して、乏の輝度ザ名視野ぞ萢起苛る回

るさやジ警爵を漫U定；襖言寸すること1こよ）マ：モ，固

迦視⑦中、e視との相異「さ平出できる。　　本葦

の痴皆実馬牟で「ま全てべ’キ指数一ビ’「さなく（実舗ミ

又Ψを除く）単一σ）箸輝咳曲線を求酪ること

1＝ざつて圖迦視の断面的；検き‡勘霞々の側面か

ろ行っ1三。

　上人下：に報告可弓実験は雲験工～1ヌ：を実；門中

ド行うE蘭遵実鹸、猷いは補足実験一ぞ’あ：る。



烹礎

8・ユ　実験X（周二丁の屈哲効果）

目的

　眼￥ヒ誉条を，1つの光誉下下貯一系、とヨ」ると（

Le（≡r卜αhd，　R6ワ　；　Pε卜e．r、ne）　lr70）i華塾B敷、の

∂＋かけの方向「さ1ぴ以．内の中塵じ視ビは物理的

な方向と一致二子が（qemmesen，R443
Fe卜ree　8，　Rdhd，lq∋3；Fe卜ree　etム｛ワ

R3【）、｛司セ1視とな葛博ど角暖と来晶体の

屈キ丘イ乍照で’みがr†の剰激σ）イ止置が“物理酌位置

とズレてくる。　　こ1れ「さ、　『ヤ古禽1・4一の（Z）の

屈斬畏常にイ半う毛（パご’解る（MiUodo†象

Rdm・nちnワ4）。　即ち、正常眼ぜは光曽

軸かろ10。1承内で「さ目艮球届折面が’侍1ぎSphe一

トiω1存型をしていろ㌍面束1ド敷の像のd猷。一

ト↑i。n副蓉と乱ど生じないガ’、圏翅ビは

3ph酬副でなくな3養あ像のdこsやト網hを
伴）伝みか叶の位置の幾化ザ肇じ葛のぞある



裏毅

。　こσ、視象「き古くはHelmk。1枢によって

観実t畝てい葛が一鳳迦裡とσ～三連に於て検

討さ：畝1ミ｛馴は大変少をし、。　イ列之ば、蓮動陶

（Lel』owltz，｛？72）ヤ・＊：卑垂苞錯視C「ko鞘一

P～。鴇2・　Scトif千甑6｛（》円ワ4）台“こ・、向是曼と

衡回して論じうれにことザ灘引こマ齢㌧・。

　こAいず畝0ゾ碧馬食毛網臼藁レバ｝1レ以首1〃）光学

乗の屈抑こよ・エ猷葛程葭実瞼ず一9の轍
を試再“にもの「ごあ，葎。

程三等者

　z箔の正常眼を有可ろ院生を吊い葎。二二

笑に愚酋嗅常1方謳あ回れなか，1に．視力畠、

Z（／乙0採上：であ，ち。

予続

　半採面殺射視野計とグ。ウ赦電管（偽t31

C）を用いた。　三三。～光軍葭「ぴ65dBヒe：Lδ，6



叢嚇

⊂dん、z、大きさ・｛一言44’、皇沫巳寺r薗は零・◎・＾∫ec

で’あ・f三・　皇斥襖三時iO．，　z・．β○．。4δ，

5「06の石弓＊平径貌上耳・皐（則視野鼠ぴ同垂

直径緯上」＝・下二三視騨⑦計zo・r所ゼあ）璋。

肥州発光ザイオード臼を凝三門に甲い葎。　観

察巷1なi頴固定　ぞ頭部を固定し3ZCmの距離

が碑構を観藻し葎。　50燃∫ecの望二二向

「ま3dCCddl⊂有日農§～良軍重力を暫〕制可言1三あ閑い

弓弟ト（に～1％＄e†αL，lr5－4）。　⊥o分の暗」1喚

開平、雀貝奏着1な自然、瞳孔で屠1二二q二丁観箋し

ち。　観察養は剰激が消失しト直後にできヨ

ぢけ早く刺激ザ皇末：∫畝マミ位置を石予でpo｛h†一

iハ9し1三。　　乏しエ、このpolh†ミいも　さ激て三

イ立置が』み方r†o）イ立干（方向）　とさ・4へ、　こ唱と

物ヨ哩的呈三位匿n向aズレが’測定され下≡。

呈禾視野時ラ：ンゲム1喚とし仁。　本喫験は、

○∫ム』（製q『竜7▽α）1こよ亀さ。

結象・考察



認4

　Td、』ie　71こ禾すよ3トこ、、、ずれの条イ辱一こも

彫塑視と奪3博どズ’し《商葭が噛穴しZ、＼ち

のず判物。　寺k、こらズレ時肩側視卿で六

さいこヒガ“ラγ各。　　■＝データ莫C‡4・0告式行〃）

平珀値「を沫す。　2薯因。）今散分二女σゾ結果、

呈禾襖野と4うの半襖野（hdギ描e竪繭命）

の手力果1芯Σ甑ずψ、石下「：u～斌）良（F（4川）＝

｛oz・oo，　P〈・◎ol　3　F乙3，q）・＝d、（ゼ3♪P（．ool）　さ

：51ミ、　各典』視丁寧ぞ最爪ピー昊遣下し仁直薄皇《勾

配ほ、耳側襖郵（．1ら一）、學側禰騨（．13）、下

下叫視郵（・B）、　t側禎里弔（．い）一ご菰）在．。

こ甑Z5へ『デーウ「巷由暖表面ずσ　屈キ叶力がL’そ裡

郵で巽3ことを深唆してし・る・　駅斥駄外に

℃f・ω｛leh卿⑦相ミに基し、て。κ一α×B入

力の刺激像時歪みをうけ一者。　　こ燃｛芯、Oら．

1ミ？ue，（鰺tlemd†潟m（Benne・†t裏F二bムnsiS，

R6ヒ；CdlmやしeU　e・†、dlり覧『・74）、【d†e地1

3？heい、ω1△beトいム†ミ・h（9uke－E｛de㌧m。｝

IvムhOチちn㌻6）†bω伽d（B《Me†乙Frト㎝一



豊雛

cB？‘r6　a）ガ圏辺視時ど生じやむにと
1こあ：き年iミ度ドさ起因している。　　しかレ、　こ蟻へ

らの歪みは網暖自駐ザ秀曲しヱいること1こよ

うzかなり補償tψゼ乙、、3。　循…、て、この

歪叫・、〔塾は全光誉…蒙（4・Zdミ。P†e卜s）のヴ∋

σ）風哲右を肩ず下学臼藁の前・後屈キ什面】ゲ’より

大蓬な影響をもつ尺あと惟定可もおが合邊的

・で蒸る。　この三里ヤ（ハi笹みは圏逮1二丁1寺ど大

きい。　徒、て、国セ建奥野は全体に．中1じ襖郵

の方向へ縮めろ1れzみえ，『｝こと【こ奄り、　こ斗へ

「ま巳Flろか、【こ≡井之の襖聖r50）斗ドユー711・yド杓方‘い

上『h在石の襖野て”嚢、Zい葛ことを表しZ本’

リ、1じ玉里誉bζllこ興b衆ジ采い。　レ奮し、雀環．1築も

1’さ園泣襖σ）生理：磯rやのdM　o酬。ム【cou卜∫e“63

のτ三あご砧三更象＝にじさ1奪とんど気イ寸かなへ＼きう

b補償ミ「甑zい葛猷も弓ミ味粛3∫見象『で蒸ち。



…　璽8も

8・2．　実験Σ廷（1司逸早見のB守庫ヒ方角皐能．）

目的

　序論1・6で述べ1ミように、勲じネ見と虻職し

て、圏逸視｛な空1司分解自E（視力）　も’8…吉1司・分解

自ヒもイ造いとい叱）れ『｝。　　しプラ・し、韮藍近｛各石資究

ゼ’「ま、　圏迎二見｛『さ†卜dnsieh†1き・i刺ヲ駁に女専して中

1じ襖より寸ぐ・1れ寸ミ臼寺「司づうβ尋魯εを肩満3「といわ

れてい3（Sc伝neider，　IR6儀；E（hつ†い

ぐu＄ell～｝良。』s。h，　i％6）。　本実鹸『ざは周

迦三見’でt＝t二車回b≒7iハ～eハ51†lveといmれ「も「700軌閉

⑦赤門光一で日寺向づ）解能奄零ミ三寸苛『ら。　　本実「韻

「さ：0∫dkd（Rワ7　b．）によう。

観聚着

ち「5ものβ完生を田いト。

手続．



ロ　鎚7

　同じ呈沫：丁丁璽科＝zつの継日寺自⇔に回気ミさΨ＼「』

・匂しλ光の最小鰹知！魚しλ向固隔（M獣酌m

pe冗ep†ミ』le耐e卜pulSe　fh†e卜v△1：燥下

工PIと略す）プブら』レい5e（一　ス「テ・ソフ0ごハキ登注F＆．ジム、

1＝よ）て嚢｝1｝定：されマミ．。

　野栄ネ見野「≡∫石8艮＊：平そ蓬牽泉β一ぴ塾．直径桑i謎．よ＝の

耳・皐側1、上：下視野（tO。。　Zo。，30。，46。，36つ

と中1じ馨見聖マ。）さ†ヒ：Lr「戸斥『ご’涜～）τミ。　　i兼色i驚

光ゲイオード（700m帆、　・半《直幅↓OOh隔）

の趣度は約84・4Bbe■δ6　cd／mZであ・1ミ（立

上がリ、立下がり時向はO。。1，hSec）．　呈

沫爵固はi。。猷＄ec（U蹴ec、UDτ一3。6，

UL－IOI．「7。ロゲラミこ’ゲモジュー1し芝甲い
　　　　’
仁）o　　肇llジ敏《7こき：こ「さ4・ワ’「ご璃）「卜。　　綾見

下着は暗噴門後、・～ケ0幽∫ec（5酊。しス

「テ・y『フ。）’ゼ’極F艮ジム【＝よりDA｛）AAgA9ひ｝ラ

）ヴムミヲiミ唾藁マご工P工を，斗ミδへ†≡』。　　工P工「≡∫』

P12．㌻・に示ずよ5に両側芝i・・m＄eぐの1ぞ



一　亙灘

1しス（固定中畠）ぜ1尊さま砥『ト蜻・固と定義芝叫へ

二三。

結果・三叉

　Fi3・51に結i菜を示・～才。　ユザーウ寒1さ、

40き式ぞ＝〒の・平均く直、　i垂直i三皇、〔なSD芝ラド可、

令散ラ7翠やの結翼L、視野σへ主彗訥果（F｛竃。，401＝

Zz、曾3，Pく．。。1）と視野x径纏〔Fq・，ヤ・》こ

6．B7，Pぐ．。。覧）【こ有覧差ガ’き麟ろ甑ト。

Ff3．ぢ1の如く：LPエに「＊」平・蓮直両径親ず

複璽寧のW一鯉「覇誉気としz奪イしし7三。　　この奪吉

1栗璽寸中置じネ興で「まんie†rZm△h　2《　Su††Oh⊆

R62）　と，｝敦苛｝o　　しかし、興ヒ衆～i采い

こと仁「さlm｛nlい（UM工：Pユ：置「ぴ中1じ袴ミ『z“糖やや

≠ζきぐ回り、　ZOOI笥辺鯛ご最1K値をと、’乙、、る

こと一で烹さ。　　未L色光tこ毛ガ㌧か略ろずW型

1こ寿、仁⑦は醤i匿か錐体肉値をこえてU仁こ

ヒとも園蓮ガ“私｝ガ、　2◎。前後。）mcdd｛e

pe←｛凶鈴ソ時回し3、馴じ襖より爵固分陪



…　置御

得Eザ可ぐ・淑Z、＼宅こと，「と末し一乙、、者。

8・3　実鹸i，XII（周セ拝見の面積効果D

目的

　ジ酋爵監窓周1辺三見r寺ど±忠力0することガ“知ろ峨て

、B（H△｛1裏kいie～，18ワR～P。fぐe＾beい一

2eい，　trRちしミ欲†ens＋elハ＆Whi†eク

R6u苧隙，Rワ3）。　rきト、順龍条件
も潜臼壽を規定可る（Le一。hム（キeミsミ＾8er

》lq36；Gd〔ifre†ムPiε卜・ハ，｛叫8～

B△卜†le††2．　MαcLeod21qケ4；Rωh3♪

1（｛63ち　Pムγn¢♪　R66　；　～4dm3率竜el（止♪1（《ワ3）

o　　tうに＝、悔豊霞の交力果．は比藪自勺よく検き‡こ

叶匁マ氏＼茎・が’、r笥セ1襖マ｝の面績．に《半うジ蓄ε痔ひ》隻

イしを，i系続的に孟園バト石荘究13少ない（B《欺wト

3dトd＋又Hミ1隔d焔）lr61》目u無。卜d♪R6駕



一　烹繍

「「eミ乙トheトaκいeしS，Rワヒ3Dwソe胎名

Whi†e♪Rワ4）。　「諭迦視の方が面繧i．の勧・

案ガ“大をいTミあ（t・5一・1d）卑1ド激ら面積

の増力［1熔中1じ一国迦二見の踏［痔研遅芝！1＼さく苛

ると毒え，うれる。　ま1三、所謂螢容野σ）面積

毛圏惣襖rまど±曽プご可蕃⑦で’こ一甑が空・向力［〕重劾

果を強輪ともい紬3（卜ldUe†τ・．　1『も3）

．　ここぜは、実験工σ）MEブは固迦襖ぜ面

r種劾果が隅き泡幽ろ・ピEか＼潜E痔を融、ギE場告も

二野劒案が表必3・かども台を）kl二丁鼻皇一ヒ視撃予

で検討ずさ。　本実験はOsムkムcRワ6b）

｛こIF）Zいる。

観i褻看

　Zるの箔時実鹸に習熟した鹸実唱を甲・・た

。　両…1』共1に石自回視刀「まZo／20一ご正門服であ

．1ミ。



り　欝盛

手続…．

　半球四八即下（半田屋，HE－130）を雨い

、光学熔グbウ放電壱ぐRlii3ic）を困い
ト。　建沫≧晃里執なdPlじ視聖予と石臼艮＊．平二季皇上

工0。 �yO。 C30。 N斗0ρ♪ぢ0。砧耳倶い皐側襖野

とした。　勲激・、大きさはt9’，44㍉6r！．
　　　　　　　　　　　　　　　ギ　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　ノ
i16’　6へ4一：種、下学「ま6ら・dB　ヒe　1δも（：6／ma

甲ごあ）1三。　耀．二野は三角綿視角：L20’の4一・：「

の晧い4未色莫（ko（idk　W鳳†tel（No、2『

ブイし9）方曽ろ作ろ・k蔦．。エ00r唱ec伍呈禾麟

由はお形波！臼レλ発生暁乙臼：本四葛図SE－3
　　　　　　　　　　　　　　　　　♪
）トより、　き十白寺f＝‡工00ヒHz陳振0㌧『デジ勺

｛しカ8）》勺（竹井製）を甲1い1ミ。　駐音喚応後

、観察着は凝襖野を御）あ、乗lll敏が出さと同

疇にマイ’7口λウィ“ノ∠卜αレベー（オムロン

汐イつ。鷺・缶W4）を離しに・臼）祀pe嘱

鴨iへ≧Secの向ブうΣヴムに変えら琳ト（

0～dkム，回ワ8b）。　試行向固隔r‡約io～eC

iプロ・yウ時30試行で、発喧敷の大きさ’の嗅



蓋9ど

’るZっ（ハt二・ソ…レヨン「乞ABBAl醜曵．「ご’奪i9ぞ〒っ

仁。

結興・考察

　τ’己・』le　8・とFi9．ら2d，bに秦き集・1i丁丁しす。

エテ㌧9莫幡t40試行の二士勺値を三下（
F‘α．ケ2．（へ石段卑皇三三ノ1＼ヒ粟近似条泉を表塩可）

　レ
。　　平：ヒ≒｝ジ替妊塞i・乙2T）1ない『ず叱㌧《面穐｛条イ与“ビ’

も周到襖と奪訓奪ど増大傾向を沫しZ、・3。

Fc・ら．ら’z』にゼさ3）で元的に表示・t電れτ三＝デー勺

を派す。　下中A，B，ぐ，Plな三下ぞ畝、

■2’一116，⑦刺ジ駁〔へ「引きさを示くず。　　3選医1

の門司～～分；揖（ネ貝野X刺激．面斥壷X四七毛塞）じさ・全

て《主勧果1＝肩藁程ガあることも兎峻しト（

董ψぺごψへ、F⊂3，30）二【RO・82一，Pく，o、～F・（

lo・30）・＝20ワ。脅『，P乙・ol；　1』q，36）＝

3r3。gr、Fく．。1）。士引㍉襯実巷x面積

（F6βo）＝2乙㌻1，P乙ol）、　観藻もX
襖・騨（F（【。βo）＝ll、R｛ジフP〈．o｛）、　襖郵×



・・ Tφ

面積（F（30、30）一Lq・7，区．。タ）の雑斬論項

1こ三智べ芝＼八福董淫ザ～筆～）↑≡L。　面で積へ底上を

み言仁・趣1＝」＝蟻八＼i≧桑近イ以．の直複《勾配芝剣ヲ［ミ偽

卜。、げhら｛e『で菰rき。　勾函ヒ（ム）を誹も

と、いず甑σ）袴琶留；ひごも中1じ診奥砧勾望診監㌻1笥1辺視

の乏甑8り値・θ』小さい。　こ・旅は、左書ぞ見ぜ’

0）面．積へ養力粟プデ中1じ幸見よ層ソスミきいことを．表し

てu3。　さろ【こ、縄．虚語芝ひド匡rデー9を

T改』leエ0に禾ず。　こ・パデーウは中に視と

両舷1｝io。伍面倒差が肩章1こ7（きUこと，と衆嬉

しZい：き。　Tムbセiilこ1な全体《「訊迦1隻i狡芝

斥可。　　tz、　r訊翅7襖の勾西ヒ・ザ中1じ高見の勾琶己

ぶり少したミい（ハ「δ、圏迦襖ら空固加重劾果

ガ’ ?Pじ襖ぎり7t．1きいことを沫ロ位してい3・o

例えば・Flg、㌻zのMYぜ1な中1じ視、「鵡芝の

弔詞重菱三内は6qノ寺ゼ鯛ご誌3ガ、圃迦襖ずは

i：L61寺ゼ壷力果をもうt盛合7ヂおrうこと，が㌧分塔

6　＝甑は、隻昼鳶《末きさが「口辺襖ぜ大き

くなゲてい「さ薯実と対応ず：きと1熟幽甑ち（

Eh餅トCいもell・客2。わ三・ハ，｛R66雷（edム



り　無4

9W卜嘔h†，Rワ2d＞b；Ro』SOh，1『ワ5一う

sヤ。ハe鼠Fukudd・Rワ43」髄Uh3，lrワ33

5ekuleちRワぢ）。　空向力瞳効果は受容郵

の大きミと肇q激の大をさがOVeト【6Pし餐とき

に三毛大きいと妻え汚弘毛。　こ甑を両三藻

巷のデー勺にみZは輪とFiφ，r3のイ碇が
よく電・こはま書ぎうぜ潔う。　手仁、回視堕予

の遷§蜻淫一乙“「δ耳偵｛裂禎竪予φブ58・窄1竜1こ爪さ：い…i替

時を派可ことかろ、こ・、瞬向差は両半球肉の

平行臼嵜r司（両観曳芙に石利『三の1三グ）右二野皇

末σ、剰激「さ脳i梁を経ないで右ミ｝蝿｛勤野1＝ン痩ず

「き　）1こレ対応し　「乙い3　と一鬼出燐へ『5ぐPo千・←eh＿

beトもe卜21マIZうR6ミ低S，　R63うBe雨（ぐ一

hi　etdし，　nワB　MdddessフRワぢ）。

こ・・莫1こ下しzはtろ1こ検養ヰをi象可ると畳め

4～…茎。



・・ @齢暴

8・4　喫験X皿（周麺視の面積励集正）

国的

　実験皿ぜは＊平径緯上襖野セ検きキし程ガ、

本実締ミぜは、中1じ視郵。）直1リ（d卜ouれd，．∈b）ed

）の圏迦視野を○．～360．まぜ極座＝襖色⇒に検

討’早る。

観察手

播9寺実験に雷熟しでミ・ヒ1も《P三生を吊いてミ．。

手続

　実験皿と同犠。但し、輝葭は？3dBレ¢

1（∫6cdノ私～とし葎。　iミ末：醍野1『さσ。へ’330。

の極座梗上セ3・6スrFツフ．で加・長計↓Zサ所

の圏セユ鵠三野とした。　で旦し、中‘じ窩ガ’ろ名…則

応…旧く「さ：30。の距離を．とり、　極．1程…棟の。。「さ



鱒｛重

垂直径階上の」＝側視郵ヒし仁（Rも．物参熊
）。

結果・珪…察

　R2・5隔4に結果を禾可。；襟準で島詮ぐsρ）岱

いず歌ぺ二子ぜ毛⊥3～乙。幡eC《「酬油．

仁。　分与蒙．分納丘σ｝結集、視，野と卑ll癖二の末をさ

の主効果bは肩藁差が邑蘇）卜（F＝（1㍉1之）こ

1∋㌧τ72・）　P〈・ool；　F＝（3，3）＝＝ξ5㌔（≧3）P・乙・oら’）

。　　しかし、面積の六きこと視騨σ、相蕊作申

項1Σ賠右亀差が醜あろ甑なか）に、　F・ミも．隣

は、刺激の大ミさか遥巻加ず『｝と㌻藩E痔「さ藏少囎ず

Σこと、　手1…・、耳f則B！び下’但1引見野5i守「乞の二女寸

但q襖騨よリ乏弘ぞψ＼爪t、、噌8寺ザ得ろ甑1三。

　中1c襖（ハ幡9寺と名i国迦辛更の夷§日寺。～向1こ｛な全

て。＞穴きこの粂で牛「ご肩董性ガuき泡あろψべト（

大s（q臼）≧761，Pく．・。・）。　Tム』le‡Z）

13に「さ芝ψ＼ぞ南対由早平野のシ奮臼寺（ろ着≡ヒその

検定結果、圃迦平均が沫ざ畝7：、＼各。　MY



鱒7

で1『さ6ヶ戸叶、NOぞ』「さ工卜r戸斥官r†上但肛｝1葺・び鼻

’便塾1講ミ野「げ短いジ曽F痔ぺづマ尋琴畝下ミ7今“全　 自今【こ「δ

「臣製ble↓3　｛こモン沫‡◎へ壱よう1＝こ耳」倶q一下＝偵覧1禎

聖撃がL石蒐にシ替日寺ザ短，し覧こヒザ分蕃。　　寺「E、

面：積の勧果も周迦ビ’は夫きいことガ分ろ。

B・5　実験又「7（周麺裡の耳側一亀側差）

，目的

　実験夘と▽mではいず麻も耳側視…田下

便ll：裡里予マ≧導誉B寺7デ’1、さいことか“’分）牟三。　　そこ

で、本実験ゼ邑は噛：9ミトの耳・亀倶噛の差ザ呈」ヲ膏見

開予にIF、てi桑紐白く1に変化．可3かど’うカ、一を七言詩

ず3。　尚、本二丁はOSd払Grワ8c）1＝よ
つ『ｳい3。

観実巷



r　翌懲

　潜日寺実写．に習熟した2名⑦院生を用い在。

いず㌧派毛石利キを有す各。

手続

　石剰の観察養1こる芽で巨悪キイを慢イ窄亡t

’てジ蜜臼寺・を鳶†潰隻iず3と、石日野耳侭1幸昼聖窄・下元α方

ガ“ H・側視聖予よllも～替爵・ガ覧小さいことガ”知ろ畝

U葛（P。仔e＾be惚e卜，　R｛Z5」eeve＄，

1“6（～，円ワZ　5　Teeves　g・モ）ixon，R℃70）

。　　こψLは両半王子向の脳梁伝違B寺画。》分1ご竃寸・

ザ皐側視野呈禾ぜrま¢奪とt凱葛こと1こ計）

て、、3と・椎定さQ〈葛・が’、こひ假き兇（半球画筋

行B寺向1こよ客遅延｛夏説）は1未．甘ωh†回）veレsミ《紬

奄’便中面（klAsbo）・、rいe鼠　Rsheレー．　IRワ1～

Reyハdds島丁eeves，　Rワ千）も鶴が’喚

D未深いイ巨説であ3。　「鼠近．6α3訟hミらd（

、rワ・フpp・防一6）は中‘嶋のユ．葎石ドドッ

トを皇禾して藩ε蒔・の詮を；検討しトかト’その達は



豊襲多

条続白今な変化．を禾：ぎヌま；ゲっ7三。　しろ・し、

P6千fehbeい馨eヒ（1（れ2．）ビ3耳門量1視．興の方が’6

呵ec塗側より争いこと芝見出しz途・り、春

ド近：無・、石B蹴（3eeves．lR6硬，1臼7Z、

Jeeves　＆　 Diメonつ1（逢ワ。　う　Rδ・《v、＄，lq63

10sム瓢卦qワ6d；Mdddegs♪lr7｛職偽ソー
鳴階6♪R67）も耳側視騨の僅位牲㌫こす
『デー一’ヲ早出jし一物い『5（3へ’1≧ξ「噸5ecら潅があ

うといれ甑さ）。　さ：z、　Gα2Σ｝ムいミ9ムの禰

叡でn85もαう一ち4つもじま耳倶tl視野ゼイ苺イ立奄デ

ー9を篤しZABガ、裳験ぺ美施」こ肯・てσ）

琶侵蘇狸重Dσ）ピ「岱ε馬丁ヤゾデー9σ㍉1」こ『〉・ソキの画き

い莫「を考r亀オ3とr古1選ミが奉「各と鬼死地弓。そ

こで、＝・、種《実験に習習し長三二壱を田い

て、昼侵…球擢重力（来平・垂直EO◎s）寒・もモニ．

9し奪が』ち差メへ向顧芝…1検討し｝ミ。　；装置1こは

橡身＝「半球面視i§結†、光源には↓◎0櫛∫eし呈斥

のシしづTこ7製づDウ放電管芝用い、剰顛
の大きさrさi。ぜあうす…・ぐき三脚「さ副§缶文参顧、）

0



結果・考察

　Rα．ζぢとTム観e工41＝結果を泳．可。NOで
　　レ
rま全体（ハSDは↓8・3ち士2・63・爪sec、図Yで

rδ↓8．96ま乙。じご蕊）ト、　個人差は～客3・が’

、F二く魯ぢ5の如く、旙下寺ね圏拠襖にな3痔ど

噌カロし一Zい；き。　平：均瘤白寺判中1じ視．・かろ両《則

く100てい @激によ＝写し「乙、、「さ。　・ララ散’分フ断’一ご【『δ

個・（差も裡騨σ）効果も平気であ）仁（F（1，〔o）

＝｝ R3’4ワりPく・ool～FGoパ。）＝篭ワ・5「ワ．Pく

．ool）。　　2一名門に、耳倶u視野門下：ゼ’いず

1れの匿1逸襖野で毛有意1こ遠い潜蒔「乞平し仁。

　まτミ、ミ伍潅の藩甘寺もr司：辺博ど贈回して附

くイ頃向ザ書匙あろしh『に。　こqへ駐前述（へ偵説ガ“

正しいこととtろ1こ1芦辺「渉ど乞の励行爵・1薗力“’

遅延苛3ことを；哀ミD隻し「乙い：葛。　　しヴし、　こ

の「司顧はtろ1こ忘次。）奨駿§象違憂（萸荷）装課

して検計可執¢鷺ガ“～K33と鬼レh甑う．



鴛縫

8・6　実験又▽（1司門下、の可視度の回復

　　　　過程）

9・6・⊥　実験）σム（輝凄の効果）

昌的

　熊曾1▽でmTトoxie卜fddε瞑λ効奥にく半う低
　　　　　　　　　　　　　　レ
・輝野爪面積の刺激が爵陶経過と共に憲漣1ミミ

の9目葛さ・を遍こ裏さ：tzゆく梯相をみ下とが’、本

喫験でね、暗lll更応しfミ周通裡野σ）中｛こ強戎ぎ’

る趨霞対比を：菟起τ「3フラ、yシュ刺激を、呈派

し仁卿こ佳じもグしア（ら1αヒe）ザ〒Zト刺

激の町襖度に尽「ゴす引力果をジ検さ回する。　こdh．「ま

、園池裡野『ぜのlocd（襲（玉dP†u†fon　lこよ、マ1

－Bミ雨ξ7に幸見世，界・の芝Z定雇主を音βラ）肖≒ξ装さ二てt二て、

溢の角度かろThxle脚力果（qムトヒε）n～ワ

、lq60♪n61）を，縷§寸ず亀こと之．竜〔湧こしマ：い
ζ

∋。　　ゲレア刺ミ魅～1こよ、て、　乏の園圭ZZ肇見隠に



鶏輪

locdlなdddP†d†ionが生じ、　こqへが●一過1λ生

の可・襖霞・、低下を招来し仁蒔、乏・、薗迦禰．梅

禽＆の書3今三白」嚢後の空白臼寺画とΣ．の回そ豊：過程は

人画工学酌、こも嘆1味融3過一二ぜ菱～う。　本実

馬剣一ま蒔；阪（iqワ8（Σ）iこ～FうZいる。

手続

R9．ぢ61魂鹸r装置t面図とプロツウヴィ

“Pグうムを禾可。　7コ＝〔しスウー型・覆郵計の

　　へ弓サだ部’分1こR．iユ3ユCをt二・yトし、　嘩｛1憶～ら7ζ1

をさrまαワ。凸ひチ芝用い在」。　　曙喚応『7う・Yシュ

（．ゲレ嘲Fフラ・ジシュ）（へ呈深ぱ寺固1な↓00m～ec

藩聴は8r，ワR）6r，ケr4B卜e慶δも（賄a

⑦二種を甲い1ミ。　〒スト光。とし『乙1なピー7

叢長ワ00hm（半・値幅iooりM）の0・Z。の
素i睦発光ヴイオード（一多今6■dB）　ちF自、曳乖ミ

。　順応「フうvシュと〒又トデヒ、なヘー7ミラ

ーで重をリ念ぬ廿「と同胞呈末t必乍＝。　観聚

巷「さ、未色〒スト光芝周迦視で視認し1三千灸、



鷺弱

ラ＝ンくジ’∠へ1＝ζ千種oV輝霞｛＝＝LOO　rぬrec卿萸応し、

芝の直ド後tこ末色光：を．禰認マ“…壬『≦と「司葭・｛rこ三図・

キイを離す1｝r「～藪」末こ承1E＝。　呈天鷲ミ野「ま、

石B農○。とi≧0◎♪4cpの耳’俣！篭1辛身二一ど赤）マ≡．。

募イ象を除く1ミあ試行図画固隔を，やや長くし得

。

結黒’考察

　R9．ぢワd，bに絡果を沫可．　⊥rドー9莫

rδi与試行の封激残何平均値を表し、垂直復

はSDを表ず。　図0　積軸は、‘喚応フう・ソシ
コ．ミ・ヒσ　纒霞の対数をと）1≡も。）「巴ぐ曹「ま5r

dB｛こシ共一1港）、縦隼由｛こ薩§9寺65娼’i駁（：lo参（ナし

一メ「60））を，とつ1ミ毛qを四時ぐ＋し，劾に

ついZlな実翻ミ▽r参照）。　分散分新（フ～結果

、個人戦、輝度、呈沫一町〃）き渋力i栗の耕に為

藁i藍が趣鶴小1ミ（ドd，6）こ≧8．鱗；F二G，6）

＝16．とワ3F（2、6）＝【ワ．07；いずqへ1もPく．Ool）

。　・＝：d《は、・輝嶺＊：ミ隼。）差の支力果が三脚．視聯



の軸こ砺まり勧果を毛トないことを深しZい

う。　T、ムbleエ5上1こは藩E痔・ベキ禽散の／ぐう

）（9を．沫可。　　ベヤ干§数は中猷窩ゼ’量しも≠こき

く、避il＝：犬60乙し大。）は中1じ視’ビレ億4＼：と㌧、こと

か・分30　　こψ＼7～ろぐ：t）中監じ視｛へ？・57r；哩’ソ書V辺蓼亀

羊、）回f§ε爵・向が彩ヲ300～600四・sec｛壷L≦・　（Z）

回擬噺軸ゴグレア纏鍋増加と共に三三し、

昂丈ゲレア輝．葭（8qdB）で「ま■．乙9eこ（

中lc視）か』ろ1．9・兜。（圏辺裡）寺ご』「乞奮す

きことガ㌧角渉。　但し、　r司セ1ネ見条イ牛薗『ガeま春

落しい潅が“さ匙亀ろ甑な7テ）葎L。

8・6・z　実験W』（呈示B寺rきrl（へ　考～力果）

尽的

ゲレマ呈沫9寺画σ）劾果を；換言寸ず3。

観象奄



鍼内

実鹸又7dと同じ。

手兼売

　ゲレ●ア藍1頃応フラ・yシュ輝葭「さ：8（｛dB｛こ固定

し・室天鳴臨訴がα3→。2uいミ†～翌ユ、

5一 N：LO・己0）㌻0♪↓oo♪aoo♪歯ひ○厚ぴ：LooO

M～ecに変え，弓甑葎。　他1一さ実験又7ムにτ司

じ。

結果・老寡

　Fig58馬bl＝結果を末可．分敵1分布鵡
3）σ》圭勤果伍定｝ヂ南竜差が認δ～ろ・れト（個人

差、F（し16）＝14．蜜3∫　窪示白寺画、F（8，16）こ

5しLzo　こ　茎室沫視野、　F＝（2L、16＞ニ・23。ヒ2　；　、、司一、覧qノ叉

もP〈：．Ool）。　　幡臼寺ベトキ摩1数のぺ『〉》（9を

↑己し1¢1ゲ臼こ沫ず。　ここゼ’は、中1じ襖，の施

数「さ逆1＝甲1じ襖『ず最少、「罰塑奪見．ゼ’：最大とな）



葎。　しかレ、六ω（L夫。）はや「さり中1じ禎ぞ’

鼠も小さかヅト。　魅局、ぐの噴応ゲレ7が
桑㌻ZO～■010　m～eC・ま一Z｝｛’ま回復B寺向⇔：、1晋痔“

40．、o．、20。畠・1嘆ぜ遽いが霜 A⊂z）約↓oo軌∫eぐ

｝み上のll眞おゲレrPとな3と甲1じ禎あ力が’回復

瞬向ザ圖迦よリ遠く鵠ことガ分さ．満た
、個ん差は潔3ガ、く3）グレア皇え爵・向が

長く奪もと回復時「軒が握縫ず｝一般二等イ頃面；ゲ

認あろ甑書。　ち奪みに、　ユ・S（三。呈末の場合

「ぴ、稗2－Sec（中1じ罷）かろ約3．7－Sec　di郵

惣襖）毛σ）回復爵・向を薯『ず3。　　F晩、5－8の

下剤桑良fま｛1喚応グ’レ噛P「7ラ・γシ’コ，なしの場’∈ヨの二

日寺とSDを回しZい3。　「急ble■ぢ下。）指故

が満めにユー’・もUhl†の輝霞末幸護化

’こ対して、中1じ二三周辺禎ぎソやや11＼tな回

復爵向を下しZいさ。　　「乏｛八に支子して、400

圃迦禎Lガ’ガ・回り大きフま指数を：禾：し囎乙い『さめ1な

、呈沫爵向に依膏しZい3一種の時向州重勧

粟ザ4（ヂ・、遠思通襖1こを3とかをり異って・・

宅＝とを示．D鮭しZいうと鬼1わ畝3。　　ラ〕E、



Rα．銚3αの『ヂー9で、zo㍉・キ○。「謁迦ぜIL（，〈ノ

　u
■（つ〇四＄ecの向でレ、u幽Pが訴ち弘喜の｝言・

圏：立芹見｛こ・於、†ヨ｝Bやつα襲一SU億e←効果にぎき

毛のと鬼由【旅蕃。　いずdへ【こしZ・も凹型～旦目見

でのt：～51ミ詳藩困奪う霞．丁丁一ガ‘㍉甦勇とさ＝ψへさ＝う6

　紡局、づ’レrP状1噴応フラ》シュ1こ対苛：き浸

応≡t替8寺r乙の毛のもr葛・二歩刷乙覧吐「ま中竃じ阿見よ’9遅ミ曇

’す3が、さ：ろ1こ、　フrラッシュ光：σ～輝度や皇太

∈二丁ガ’き魯大可3と、　芝。、〒又ト卑喧激†ヒ1こ干すす

＝きマλキンヴ効果は一毎ミに圏麺襖1こ於嘲こ瞳く

丁丁とい『ジ結集「3、ヒ．ト。、盟ガ’暗順侮下1こあ

うときは、圏迦蓮の急激なbωldddP瓢描h
lこぎさ一過ノ侭：の裡；儀科ε｛畷5Bクラ幽壊ザ爵「司急⇔∬こ

台下り惹るしい空白瞬向を留三叉もことを：禾

して、、る。　圭齪的に「ま、国迦視野に突然、出

門し’に鼠前b㌻奪じ1ま訟ミしさ」．（LucヒにS卜＄

M・∬♪lrヨワ；LucヒC　es眠鼠（詠†h・1讐rラ

真迦，｛r糾）ガ芝・）後数秒固のじ目つ決し

4的ii皮段安力果（B適wn，1『64一，円65つ乞もつ



奪鍵

ことを禾唆しマいさ。

実験又▽r（擬似ランヴム！臼しλσ）発生）

自的

　子爵測定に喚して1さ馬repeい1。dを下る

範囲内ぜラ》ゲム｛こ可3’£勇ガ～Kう。　ラ＝ン

ダム1ミ1しλ・）発生法1こは、一Fナログ発振回路

とフィ1し勺回路を組信ρh．せ仁ノイズ」発佳回路

、ホワイトノィ；で’ダイオード’乞応困し隻マナ

Dヴ回路に㌻：るう）ゲムパ〔レス発生法ザあう
が’ Aこい弓、守いず歌・も製イ乍：ガ囲難一ご猷リ《も頼

柱1こも芝しい。　芝こぜ、箇単1こ制作のでミ・

るザジ91レヲ）づムペしス芝自重か滝椴すちオ

シし一9亀製作しに。　こ・脈rさ，○鉢楓Gqワ8

bl苧“巨，Rつδd）　1こ羊3。

子｛続



黛竈襲

　回路1置き全てTTL（T←ムnSisヤOh－T払h＄惇†◎←

一L◎｛知。）論・理集5寿奏回路に：ミFう登。　　こ。）素

各〃、ザート襟能筆ブー1レ代数」＝従い＼ラ〉ゲ

ム、！・91しス、1な初期て直1こ妻寸1配し1≡完．全奄再規．系芝

嶺苛壱。　こ，ψ、は、パしλo》発住・ザ’降ラ悟り項

壬ぐ～＝ぎ、マい・るにδ6『’ビ’蒸3ぐ魯、論女参§蟄）。

　　　　　　／
　Pぐ6，ら「『　に　ILoピ1＼ソトσ）干断て臥ラ’：ン’ヴ＼ムペ円しス・

発生副藁理を・F13．6。，6エにΣの実隈ら回路

創を配す。　こα系は最六周期長線理シフト・

しジλ9…藍生カウン！ヲと呼「書“甑言よう1こ、本

覧的ヒはz凡一ユ圏類を遷する力暫う〉⇔rご廊：き

。　　侵Pち、　レ『ジス．今・段数が’■0ビ＼ソト0）場・合

はZ塩『一ユニ：LoZ3が「乏の圏半日となさ。　寺li≡．、

XOR（樺但的論哩和）の藁鼻i秦き｝ご’ブイード

！ミ＼γ7をと3しジ牽く7σ～｛立置．「さユこ一ク1こ定

書・咽zい36　浄『｛ミ、R珍．62盲こ「ぎ発・四角コ磯

・橿ガ・マトq、yクス険算研く、1違し発箪【）｛Fろ

ことを…回しマい3ぐ§q論支参R難）。



驚瀞

結粟’珪…察

　出力！・eこしス列。）自己羽田僕｝φ（Z）芝求あ「るこ

と1こぎり、ラ〉ダム4生を¶検吉マし「卜。　即ち、

寺ず仕董のサ〉フ．11ンゲ区向について白図西

分着女嘲激F～cて）を莱あ、ミ畝コδ：5白己刀自平門

数φe乙》を求孤1と。　Rも6zl＝はマ←リ・v7

λ痩阜。）治式と、　出力／ぐ、しλら1薗幅ヒ．ズ．トゲ’

ラム（Fぐ3．6tの回路；指野分桐こ遮い）
を・ヲド可（「書8．60q回路ビ「ヰ　「’ユ＿しと「o」o～一様

分石う）。　　Fヤも．63　に二時Fc｛3．6ユ1こラ藍レ「匡1塾

路の出力！引しλ（エ，・γジ憂換後の）のφ（対

を空の轍としマ満（R3．6・の回路才も

時ぽ間ひ毛⑦ザ得ろ弘蚕）・　R2．631さ＝の

べ’1しス出力系プデ11手ぼ達疑金（ラ＞4ブム『ご潔：5こと

を．末し一Zいろ⊂ぎ←細は畠監1き命1文参熟蚕）。　 こ。）

ドうな1円し又釧1こ㌻3F；・㎏peトミ。4・》生椋帖

港爵の1同；期巨応によヨ！ぐイマス芝βかぐ’に「寺十

・分奄ものと讐えろψ曳う。



慧1蓋

8・8　結論と要約（実験x～ヌ▽［）

　ワつの僕〕通室こ蕊襲ぜCぎ次の＝：．とがづケ）1≡；屠｝

麺視ぜはみ分じtの刺激の呈斥位置が下弓可3

こと、特に耳倶II裡野「ごr‡毛の霞：・念ザ大きいこ

しザ剃申L1三（喫驚X）。　訓三、　iOO　Mse（

⑦未色忙！ミじ川こ寸ンドウベ・ゾ千理｛こはtr｝

ψCにべ1しλr司画幅の最ノ1、知覚：禽「ま圏セ拝晃ZO。

で鳥もホさ：く、1中1じ視一ご「まやや高が）葎（実

験文r）。　こ甑ろσ　ザー9「ず圃皆野の石ド究に

干しZo）注藁ずべき莫と鬼由甑3。　「ざろ1ミ

、潜9寺実験門下面積。、勧果ザ二七袴邑『ビよ’9〕k

きいことザ）k平’垂直’極座）擁上の禎野盛窪．

認t弘お（実鹸又E，ヌ∬）．そして＼＊一平径線．

上の耳・鼻｛則の遷｝爵時時鞄1こ耳側」襖聯呈呆象

件が箔時が小さく、寺『卜、周迦に奪さ隠ビ’養

が瀬増傾向を示石「ことが判日月し1…（実鹸xの

。　こ欠に、順応ゲレ丁光ザ周回襖i沸に局前量嗅

応を篭起し1…爵σ）〒：zト光」の可視霞。）｛弧復時



鷺簿

向は、グゼ7光の輝葭と呈沫爵向嘩曽如トよ

）て握誕…傾向を禾しに。　こ燃は、一過粧9）

鼠戸斥置喚応1こ祥う「目つ浅し的ユ1蚕寺r司プデ数詐少つ

頓5’くことを一」深O釜L下ミ（実験．ヌ▽’）。　　量後～こ、

麟迷の潜菌庚…験1こ團い1三r＞〉ヴム／9しスσ》続

計的磁箪を．函．検もマし、芝の出力」桑ガ・時1ず携齢承

ラ＞5ムに奪ちことガ判回し1ミ。　こ弘ろの

衡違！芙・馬婁」な　　いず㌦｝～も1鍵｛験工～工又q実：施煎

　　　　　、
後1こ行）丁ミ：禰足的実鹸ぜ流葛ザ、乏の．結果は

いず野毛喫爵礎：［へ’］又ぜ求d肩ミト4EB一び濟・白寺

ベキ蘭敬σ）結論を支着時レマ、、きと憲由ψ㌧3。



霧1馨

9．1全1添撮ち諭と瞬り

　言ず旨オ・6厚に気毅f～xπめ癒直図を示す

。　彪餓皿乏除く化めt嬢竣σ珍個哲見
こ（於ドτろ・ロ（うさ受慈鐵、イ鈎。神々め紛κ勧がらの

瘤晒糎物衡・ぎ乙あち、彪礁訊きぐ今
｝丁①7ゲニ福一ド才学禦ぐMの1冨bべ

釦鰯秘パラメ劾下之乏1なつ嫁鹸ζエー

呂わ破鹸／π～π♪，茜iて③べ咽
叡〔・∫らτ詞鞭実鹸α～π）っ・禰ぺ

7れ「こ。別の観長0・ら／》貸すうと、①，②

し万万更凋硯勃線ド∫るr臼1朽き溜にの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　へζ・Lラ5ユと咳っτこ手爵不卑乏｛手）し・て三三て∫しτて亥、験Z・・

鳩寸餓と・・こ地τ偽。いず’煽忽
τ・も，聡視と／〆～釦0静夏め研忽親n日紡
5髪姦・鐵楢がべ苛摘叡，）詞で亘藺綜ぞ鱗輝庭溺



雛縁

潔が之瞬ど易蛇ク・るり・と、セ、・蔦・モ（，褥寸埜rて。

レス下、 レ轟論瑚．条翫薯絢すろ．

畑更工一肉面ベルτ平編られてd弛視
（卸餐

．効呉

M∈）

乙・め面諏課か例上レペ1レ尋一も雍

認コ可て。　べ鷲ε漆〔届＿船的ド

剃二面嶺が小敦τ∂’ろ肩ど∵訂こ

下辺ネ砲1こτ8輪どτ滑津ピ胎

37）．朗るコの鱗颪的線副婦
履、固巴と齢1舵賦奴τξ．
　　　　　　　　　　　　へ冒フら，　べ8丁旨教IJ彩二更｝ど勇望五・乙・13

「δっ＼っτく。

兇簸万～N一工鵬eC～6・9εcれ・吻激の
ω為1軌

・灸〃果

図の

宕、θ旧記に2茜乙，4．＿，ρ。

物～ec乙冨べ冷冷貌席渇・歓慢八

■馳榔ど藏レし一3｛・cκ砿
　　　　へ則が三国しヒ。　れこ，i。・一，

【伽隔ecこ・肩べ管屠如♂爾辺が



鷺聾

・杁qり殖気門3くτの一司辺二二

のみ…3r・c久一∫伏15＆ド～課。ぐ認

あ　ン）、才へ＿fて二〇　　　　ノヌこ‘こ、　　生へ＿＿60　～e（ン～㌦・

ほべ管郁て再イつ1⑭国諺組め方が

・中、4庭δり箔，干M（r♂り，下か

畑麦力果が袖・ら杯／ア傳二・3り

．　　し二心’と二三のべキ拷諺ズ〔万、糸匂

　　　　　　　　　　ミノ　　バ1・・勘～εしでプ文鷲が’乏し！彬、しεご・

暑乙（一ヨ肪乏の箸恐切線σど亀め’至

柔日算r面z－a司辺，13ど瀞1一ク・α（・

御ら，ぺ矯諏伽流罪野と日紬1
に八でく隊為じく。

ぐ祖野

亥ヵ果

図θ

計う・条イ三下τ＼バモ踏才幻i濫淫曲

縁と爾工め朗公の薯鰹・し二線め荊三i

互蔚f糸が，日私・∂目詰え・下τ冷耕さ

れτこ・　1勾噸，ゐ糸イイ下乙＼べ二二

二四，：逆肖ど漸‘轍τこ，　れ⊂，

國三曲靭婦θ幽5ぜ駕コの四竹の



慧1も

雪、愈罐z・｛岡eこと酵’1ββ！τこ

。卿負ゐ、研下aδθ既｝の薯
、伽フ線σ曙，幽幽7溢／ヰ下Z一σ
　ヘ　　へ

執・レiτて。　即ら，ベキ暗友1苔祝

留亨と身暖也τ・r♂ぐ，　こ才しが＼｛ノ戴ピ直影フ

蘇が｛鵜ゴ臆し瞬と形誠畑・・

、三門し、名z解しる．

へ

更、瞼暫7・一襯一伽昇ぺ知継乏のべキ礫船ア

闇黒
勧果

治諸，

、心門乙・頑め錬不艮に姦・1銑と

り…飽親乙・副亘がか雪カーゴ磁2徳

め漉のしτて．，痴勧ヌrl但藺綜

σ加t師。畷画，1・こ・・‘易儲

二埼，八う・・協／、弩｛癩・・1、幽向と子・

し｛ンこ。　　こ4へ，ら碍．・4いそレ・もべそ函三

智琉鋤線が視野酵菰漉τ幽
ことと、て・して・こ。

索鹸正一麟的べま劇まが噛芝め誘紀電位
　　　　　　諭伽身（こ適用コれ，こここ三熱X



箪1マ

の♪替日高べ氏7為凌妃を1昇〔こ。　酔ら、

　　　へ　　　　　　 　ア

ベ二子裸1壕拍、レベルのが朽．ボ

ケt液禎御祁ご・・右毒言《5才』rて。

　婦皇瞬属レ癖嚇躯示し，ベ
キ瀦叉が視野と拡互．こ一で♂。・ことと

斥α（・　　　　　　、1ξ

実葛躯盗エー1馳視z・・ほ，丸の。ヂト脳汐

（〆位置

　閉果

と二等

，痛能）

8。認ク回し。¢，にδり孕｛潟てのみカ・1すの呈

　　　　　ヘテ葎エヵ諺に可参諺・紛・っ「・．

　尋瓦．論三野萄とも20’1絶z－

1苦吼ぎ二三マぐハし・椀と瓜
浸〉つこt…　5噂Uれあデ汐し鍵ジ弄

と鋳鷲乙ゴ詮乙と乏テ、・多ほ一

う．

へ

1ズ簸距～・盈一一くフε乙協κ犯⊃イ～・τ・鳳回視での

ζ締　面麹。果が単嘱・メ・罫隻、購撰あ

易果，　研し蒔’即％固＠綬Z・一宙旬議

轟のが氏翼丁糊うと9ξ緬‘3減帆τこ



窺き

．襖帰と山気蘭蛇㌘rカ・冠ミ

定駿κπ一一恥槻轍砺あ襖野♪二二り
ζ勧ノ1・

差　　＝慈
　7　／もコ

み　　　へ

菌　ノ

方が看睦が砿・ことが諺多なれ仁

。　孝τて，♪沓θ身1駐司諺1回忌、～雇廷．，し

、勧犠も増回しド、　こノ・石、

物圃移昌画』1の遅孟乏にノ読轟

も〃牝、孝之らみる．　　調弄と

1蔭1胤琢蜘乙富・拷・つa．

へ

矯憂π一ゲし御鉱フうッ販か橘諺戸
　　　　　し二照躯れτ吻老の劉二更癬づ1三民

　　　　　　島ブしアの今度，二一・吾・・畠

　　　　　　ど遅ム砿。　こ塗婦丁蝋｛就
　　　　　麦η累一億7諮1・熊）が｛a辺．z・冨按、・

　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　　　　　こどと託「、にこといるろ．　ここz一

　　　　　　匂轍碗飾ネ蜴吻知τ・σr融・1

　　　　　　っ医，



ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

’餓x遅一弛の惣1＝ω・・鉾F・ドePeザ就

！ラL　串のうンブ久ババの羅5椀解替

ブムパ　臼了一・〔（しこらノその・ト損副π
rしス、♪　　！毫乏ク火う二〆9’『∠へZ・＼あ2》こと0く・分つε’＝

　　　　　　o

糸ち局、全zの即下乙・、伽rr融三兵磁疋

固早着〃競汚5財島擁彦1扉鋤豚ごろ，

肉妙激め薫起ずろi珊5の彦16あ1坊6、

1馳勧牡マ評断鴛著叙曽ご島こと・諭
つτに。’ ﾝ2軌べ静酸，肉1黒門，幽ど
の薯恐睡需沓（辱め客1鋤縛、，薯踵度ゆ線薯

じ矛／会て藪さ3鴻・じ‘万勿宏｛コ．τゴ」イジつ称と・・之2》。



糺蔓メ

あ　　と　が　 き

　本論の作製にあ捧リ、参考文献乞タイ70し

てい1とだい忙山本疸与さん、清書のこ部を．手

伝ってく嗣転回満里蕃に応謝の童を表シhしま

可。

昭和五三：年九日†t日



L

" s'p S
gV S/" .5.

REFERENCES

Aguilar, M. & Stiles, W. S. 1954. Saturation of the rod
    mechanism of the ret±na at high !eveis o£ stimulatien.
    Optica Acta, l, 59 - 65.

Aiba, T. S. & Stevens, S. S. 1964. Relation of brig-ntness
    to duratSon and iuminance under light- and dark-adaptation.
    V±sion Researeh, 4, 39! - 401.

Aikin, L. C. i973. A Comparison of reaction t±rue and magnitude
    estimation methods for br±ghtness and loudness.
    Unpabiished Doctoral Dissertation, Brown Univexsity,l973.
    Dissertation Abstracts International, l974, 34, 4683B
    (Univercsity Microfilms No. 74 - 2968, 107).

Adnerson, N. H. 1974. Algebraic rnodeis in perception.
    Zn E. C. Carterette & M. P. Friedman (Eds.) Handbook oE
    Rg!t129ElliLEIat on, 2l5 '- 291･ New York: Academic press.

Anglin, J. M. & Mansfield, R. J. W. i968. 0n the brightness
    of short and long fZashes. Perception & Psychophysics,
    4r l6! 'ny l62･

Arend, L. E., Jr. 1973. Spatial factors in the Broca-Sulzer
    phenornenon. Jouxnal of the Optical Society of Ztmeriea,
    63, 879 - 883.

BahUl, A. T., Adler, D. & Stark, L. I975. Most naturally
    occuring human saccades have rnagn±tudes of 15 degrees or
    less. Investigative Ophthalmology, l4, 468 - 469.

Barlow, R. B. Jr., Snodderly, D. M. & Swadlow, H. A. 1978.
    !ntensity coding in primate visuai system. Experimental
    Brain Research, 31, 163 -- i77

Bartlett, N. R., & Macleod, S. I954. Effect o£ flash and
    field luminance upon human react±on time. Jouxnal of the
    9tl2SLgg,IL-EggLgSM-.gig.i>!ggELI,slgt1SoetofArnencattLtr306-31i･

Baurngardt, E. 1963. ba ph6nombne de Broca et Sulzer en
    vision pdriph/erique. Cornptes Rendus des S6ances de la
    Etgg!ESiE.s2g2i!glggiig6tdBi,i57,5o6-sog.

Baumgardt, E., & Hillmann, B. 1961. Duration and size as
    determinants of peripheral retinal response. Journal of
    Etde9m-9123ti!gnt-Egsl!g!iLgli...l>!!!g!E!EehOtlSctofArnerzca,Lt,340-344.

Bennettt A. G.r & Francis, J. L. 1962. The eye as an optical
    system. rn H. Davson (Ed.), The Eye (Vol. 4). New Yorck:
    Academic Press, IOI - l31.

                                                          NBerlucchi, G, Heron, W., Hyman, R., Rizzolatti, G., & Urnilta,
    C. 1971. Simple reaction tirnes of ipsiXateral and contra-
    lateral hand to lateraiized visual stimuli. Brain, 94,
    419 - 430.



2k>2

Blondel, A., & Rey, J. I911. Sur Za pexception des lumi5res
    brbves a la limite de leur port6e. Jou-rnal de Physics,
    l, 530 - 550.

Borg, G., D±arnanE, H., Strom, L., & Zotterman, Y. I968.
    NeuraZ and psychophysieal response to gustatory stiTnuii.
    In D. R. Kenshaio (Ed.), The Skin Senses, XU±nois:
    Thomas Springfieid.

Boynton, R. M. I961. Sorne temporal factors in vision. !n
    W. A. Rosenblith (Ed.), Sensory communication. New York:
    MIT Pxess, 739 - 756.

Breitmeyex, B. G., & Ganz, L. i976. rTnplication of sustained
    and transient channels for theories of visual pattern
    masking, saccadie suppression, and infoxmation pxocessing.
    ItiLi2¥gl!gl,ggii,gg!Lny-Eschlo lR t8.Lt,1-36･

Broaa,A.t & Sulzer, D. i902. La sensation lumineuse en
    fonction du ternps. Comptes Rendus de Seances des
    1'AcadOrnie des Sciences, l34, 831 - 834.

Brown, J. L. I964. Time requixed for detection of acuity
    targets foilowing exposure to short adapting flashes.
    gtptln!ls}!-g£-ll!!!gl!!s2g!IL2,pg2Ezsll!glggxournalofEngxneeringPsycholo ,2,53-71.

Brown, j. L. I965.
    Ophthalmology,

Brown, J. L. 1965.
    rn C. H. GrahaM
    New Yoxk: Vifiley, 39 -

Burgh, P. 1963. Peripheral
    Quarterl Journal of

 Flash bl･indness.
60, 505 - 520.

 The structure of
 (Ed.), Vision and

American Journal of

the visual system.
 Visual Pereeption.

Campbeil, C. J.,
    R. B. I974.

Ciarke, F. J. J.
    areas of the
    73.

Clarkee F` J. J.
    Acta, 7, 219

Clarke, F. J. J.
    tation of the
    Z35.

Clermesen, V.
    Scand.r 9t

              'CoUier, R. M.
   ' in indireet
    281 -･ 290.

 59.

   viewing and sirnultaneous
Experimental Psychology, i5

   Koestex, C. J.r Rittlerr M. C.,
   Physiological Optics, New York:

   1957. Rapid light adaptation on
   extra--foveal retina. Optica Acta

   l960. A study of Troxier's effect
   - 236.

   I961. Visual recovery foiiowing
    peripherai ret±na. Optica Acta,
            '
1944. Central and indirect vision.
 SuppZ. 27. .
 I93i. An experimental study of form perception
  v=sxon.!tE[gur!!gELmggl.-9gg!}2gEEg!i!}Ig-2{2zet}glLggzournalofComparativePsycholorLtt

    contrast.
   , 257 - 263.

& Tackaberry,
Harper & Row.

 Iocalized
, 4, 69 -

  ･9tR!E!9at

 locaZ adap-
 8r 121 '

 Acta Physiol.



223

Corw±nf T. R.r
    contrast on
    Journal of

& Giambalvo, V. !974. EfEects oze s±multaneous
 temporal bn'ghtness enhancement. Arne-rz'can
optometry and Ph siological OptScs, ELtt

l75 -- l80.

Delgado, J. M. R. 1945.
    Ophthalraoiogica, IO,

tiber

 l70
extramakulares Sehen der Forrn.
- l90.

D±xon, W. J.t &
    statisticai

Massey, F.
analysis.

 J., Jr
2nd ed.

. I957.
New

Introduction to
York: McGraw-Hill.

Donchin, E. and Lindsley, D
    potentials and reaction
    Electroencephalo raphy

. B. 1966. Average evoked
 times to visual stimuli.
and Clinical Neuroph siolog r 2er

217 - 223.

Drumr B. I975.
    Fundamental
    Arvo Annuai

Apparent brightness and contrast threshold:
differences as £unctions of xetinai eccentricity.                               eMeeting, Sarasota, Florida.

Dxum, B. I976. a. Rod and eone brightness: Dependence on
    retinal position and threshoZd. Prcoceedings of the
    Annual meeting, Sarasotar Florida.

Arvo

DruTrt, B. 1976. b. The relation of apparent brightness to
    contrast threshold on a photopic background: Dependence
    on retinal position and'target size. Vision Researcht !L6r
    1401 -- i406.

DruMr B. i977. Prlvate Commumcatlon r June l977.

Duke-Elder, S.
    Ophthalmic

, Ed. I970.
Opt±cs and

 System of Ophthalmology: Vol.5
Refraction. London: Kimpton.

Dustman, R. E. & Beckr E.
    waves, xeaction txrnee
    Electroencephalograph

C. I965. Phase of alpha brain
and visual evoked potentials.
 and Clinical Neurophysio!og r L8r

433 -- 440.

Dwyer, W. O., & White, C. S. 1974. Peripherai area-intensity
    interaction in simple visual reacUon t=me. Vzsxon
    Research, !LL4, 971 - 974.

Eason, R. G., Oden, D. and White, C. T. 1967. Visua!ly evoked
    cortical potentials and reaction time in relation to
    site of retinal stimulation. Electroencephalograph and
    Cl±nical Neurophysiology, 22, 3Z3 - 324.

Eason, R. G. and Dudiey, L. M. I971. Effect of stimulus
    size and retinal locus of stimulation on visually evoked
    cortical responses and reaction time in rnan. Psychonornic
    Science, 23, 345 - 347.

Ekman, G. I958. Two generalized rato scaling methods.
    Journal of Psychology, 45, 287 -- 295.



'
2k,4

Ekman, G. I961 A simple Tnethod for £itting psychophysical
    powerfunctions. Jouynal of Psychology, 5!, 343 - 350.

Ekman, G. i966. Temporal integration oi brightness. Vision
    Research, 6, 683 ' 688.

Ekman, G. & Gustafsson, U. 1968. Thxeshold vaiues and the
    psychophysical function in brightness vision. Vision
    Research, 8, 747 - 758.

Enroth--Cugell, C., & Robson, J. G. I966. The contyast
    sensitivity of retinal ganglion cells of the cat. Journal
    gtgL!l!}x{ntLgll,ggxfPhysiolo ,l87,517-ss2.

Ferreer C. E., Rand, G., & Hardy, C. i931. Refraction for
    the peripheral field of vision. Archive of OphthalTnology,
    5, 717 - 731.

Ferree, C. E., & Rand, G. i933. Xnterpretation o£ refractive
    conditions in the peripheacal field of vision. Archive of
    Ophthalmology, 9, 925 -- 938.
                  .         'FrurRkes, T. E., Sekuler, M. D., Barrisr M. C., Reiss, E. H.,
    & Chalupa, L. M. I973. Rod--cone interact±on ±n human
    scotopic v±sion: r. Temporal analysis, Vision Researcht
    l3, l269 - 1282.
                           'Galifret, Y., & Pteron, H. 1948. La transrnission intra-
    r6tinienne de l'excitation Zumineuse. L'ann6e psycholo-

    gique, 49, l- 19. '
Gazzaniga, M. S. 1970. The Bisected Brain. Appleton-Century-Crofts,
    New York.

Geissler, L. R. 1926. Form perception in indirect vision.
    Psycholo ical Bulletin, l35 - l36.

GeZdard, F. A. I928. The measuxeTnent of retinal fatigue to
    achromatic stimulation. I!. Journal of genera! Psychology,
    1, 578 - 590.

Graefe, O. 1957. Analyses des inneren Aufbaus einer im
    Pe.ripheren Gesicht£eld wahrgenommenen Figure. Zeitschrift
    fur experimenteUe und an ewandte s cho!o ie, 4, I04 ･-
    l38.

Graham, C.
    (Ed.>
    Wiley.

Graham, C.

 H. I965.
Vision and

SQme fundamental
Visual Perception

       H., & Bartlett,
stimulus and intensity
thresholds for red and
,PkExgngmahl,L4,574-

 N. R.
 in the
 violet
587.

i939.
 human
 light

data. !n C. H. Graha;n
t 68 -- 80, New York:

  The relation of size of
  eye: XZ. Xntensity

･gtg3!!g2Lg2;-mlil2ERg!!Lj,I!!ggg!fE nt1



1' 2:,5

Graharn, C. H., Brown, R. H., & Mote, F. A. Z939. The re±ation
    oi size of stimulus and intensity in the human eye. Z.
    Intensity thresholds for white 1±ght. Journa! of Experi-
    mental Psychology, 24, 555 - 573.

Graharp, C: H., & b4argaria, R. i935. Area and the intensity-
         zn the peripheral reti'na. Arnerican Journal of    tlme
    ItEll}ZELEI9El9E£Zh l rll3r299-305･

Graham, C. H. & Ratoosh, P. I961. Notes on sorne interrelations
    of sensory psychalogy, pereeption and behavio=. In S. Koch
    (Ed.), Ps cholo :A stud of a science, Vol.4. New York:

Hail

McGraw Hiil.

, G. S., & von Kries, J. I879. tiber
Reactionszeiten vo!n Ort des Reizes.
und Ph siologie, AbteUung, Supplement

 die Abhtingigkeit der
ATchive fhr Anatonte

, 1 -

Hallett, P. E. 1963.
    9 - 24.

Helrnholtzs, H. von l924.
    Voi.XXr Trans. from
    Southall, Optical

Hufford, L. E. I964.
    stimulus zntensity
    Society of Arnerica,

Spatial summation. Viszon

IO.

Reseaxehr 3r

Treatise on phvsiological optics.
                        3rd German Ed. Edited by J. P. C.
                     Society of America.

                     React±on time and the retinal area-
                      Telationship. Journal of the Optical
                       54, i368 - i373.

Mggxns, K. E., & Rinalducci, E. J. 1975, a. SuprathreshoZd
    zntensity-area relationships: A sy>atiaZ Broca-Sulzer
    effect. Vision Research, 15, i29 - l43.

Higg:ns, K. E., & Rinalducci, E. J. 1975, b. The spatial
    Byoga--Sulzer and senstization effects for foveai viewing.
    Vision Research, 15r 423 - 425.

Hurvich, L. M., & Jameson, D. I966. The perception of
    brightness and darkness. Boston: AUyn & Baeon.

Ikeda, H., & Wright, M. J. I972, a. Differential effects of
    refractive errors and receptive field organization of
    centrai and peripheral ganglion cells. Vision Research,
    l2, l465 - 1476.

Zkeda, H., & Wright, M. J. 1972, b. Receptive fieid organiza-
    tion of "sustained" and "transient" retinal ganglion cells
    which subserve different functional roles. JournaX of
    Physiology, 227, 769 - 800.

Xkeda, H., & Wright, M. J. i975. Retinotopic distribution,
    visual latency and oxientation tuning of "sustained" and
    "transient" cortical neurones in area 17 of the cat.
    Experimental Brain Research, 22, 385 - 398.



Ivanofft A.
    Journai

l956.
of the

About the
Optical

  spherical
Society o£

 aberration
America, 46

･T.

 of the eye.
, 901 - 903.

reiaticns
CoZour

2k, ff

Jarneson, D. Z965.
    xn vislon.
    Meeting:
    G5ttingen.

Jarneson, D.r &
    brightness.

Jeeves, M. A. I969
     t--    mzssxon txmes
    l6, 245 -- 246.

Jeeves, M. A. and
    in response
    20r 249 - 251･

Jeeves, M. A. I972
    to visual '
    20Z - 203.

Jones, F. .N., &
    judgements of
    Psychology, 61

Jung, R. 1973.
    Jung (Ed.),

   Threshold
Proceedings

 and supra-threshold
of the rnternational

Central

 Lucerne. 2,, l28 - i36. Musterschmidt-Verlag,

   Huryich, L. M. I961. Complexities of perceived
    Science, l33, i74 - Z79.

      : A comparison of intexhe!nispheric trans--
      zn acailosal and normals. Ps chonomic Science,

      Dixon, N. F. 1970 Hemisphere differences
    rates to visual stimuli. Ps chonomic Science,

            .  .,..G,i"s･ :zgx2･ 2gs.gil gf.;ge,gfig.s,g' n,ge,gxgg?eal,igtes

    Marcus, M. J. I961. The subject effect in
      subjective rnagni.tude. Journal of ExperirnentaZ
      r 40 - 44 ..

    Visual pereeption and neurophysioiogy. !n R.
    sHtgnsl!!!gg!s..gE-,-sguggEz2Lzg!gurandbookofsensor h 1 .voi.vlr/3.

           of visual                    informationprocessing
    Springer-Veriag.

Karlin, L.r Martzf M. J.r Brautht S.
    Auditory evoked potentiaZs, motor
    tzrne. Electroence halo ra h and

KatS s61S..-Ss7g?64. Brief £lash br±ghtness. vis±on Research, t!,

    ' .KzetZ.r".a26.lfg.L,k6.gSggtg? r,gth.g;a62 ' ..:.he,.tg･ g.erg･ KegS･ :･ 8". . Of

    Vision Research, 8, 287 - 302.

Kinsbourne, M. and Fisher, M. I971. Latency of uncrossed
    gl7d4glO-SS293¥eaCtion in callosai agenesis. Neuropsyehgiogia,

                                         'KirS gll･ I¥,Sig6 gfid"s.ki}22.8i..e.' .be:.dl･ fi,?, Xfi2gRaggfigx.?eometrischer

    Arch. ges. psychol., 13, 352 - 388.

Kleitma¥, N:, & Blier, Z. A. I928. Color and Eorm discrirai--
    nation xn the periphery of the retina. Arnerican Journal
    9tiE-.llllXE29!9g:ZfPhSlr!trl78-190･

E. and
 potentials
Clinical

. Berlin:

MordkoEf,
     and
  Neuro h

A. M.
reactzon
 siolo



2:,7

Korte, N. i923. tiber die Gestaltauffassung intndirekten
    Sehens･ZtLgELSEgktigi,I:S-Sll!2szgZ}gSgg!ghftfPh1r2.Lt,l7-82･

KrantZ, D. H. I972. A theory o:" magnitude estimation and
    cacosg'inodality rnatching. Journal oE Matheraaticai
    Psychology, 9, l68 - 199.

Kxies, J. von. I929. Zuy Theorie des Tages- und Dam merung-
    ssehens. In A. Bethe, G. V. Bergrnannt G. Embden, &
    A. Ellinger (Eds.), Handbuch der normalen und pathologis-
    gltls!I}21}x{Eilg!ggj,sP }hsoloie･Berlin:springer.

Le Grand, Y. I967. Form and Space Vision (trans. by M.
    MiUodot & G. G. Heath). Bioornington: Zndiana University
    Press.

Le Grand, Y. I968. !ttiLs[!!9.tx ht colour and vLsion. 2nd Ed.
    London: Chapman & Hall.

Leibowitz, H. W., Johnson, C. A., & Zsabelle, E. Z972.
    PeripheraZ motion detection and 'refractive error.
    Science, 177 , X207 -･ l208.

Lenmon, V. W., & Geisinger, S. W. 1936. Reaction-time to
    retinal stimulation under Zight and dark adaptation.
    ItlggglurLs!gNg}-!nB!L-gUIN!et!g!LggzJ lfPhlorLt,i40-142･

                           -
Levyuigeg2ns.ftg l2･ gfu gx6st･ $xg･n･ s.n.gt.go¥2g.ig?･ r"{ls.ge,.}'ggeace

    63 - 72.

Lichtenstein, M., & White, C. T. 1961. Relative visual
    lateney as a funetion of retinal locus. Journa! of the
    Optical Society of America, 51, I033 - i034.
                               -                 'Low, F. N. X943. [ehe peripheral visual acuity of IOO
    subjects. Arnerican Journal of Physiology, l40, 83 - 88.

Low, F. N. 1951. Peripheral visual acuity. Archive of
    sO,ly!!nNg!guezhth1log,fLt,80-99.

      'Luce, R. D., & Green, D. M. 1972. A neural timing theory for
    response times and the psychophysics of intensity.
    It2.szgl!g!gsti,ga],--llgiLA,gEti!hZo:calRevlew,ZL9,l4-57.

Luckiesh, M., & Guth, S. K. I949. Brightness in visual
    field at boxderline between comfort and discoTnfort.
    ]tlJL]y!!A!!alsSIEL-lilagi!ggg!iU}gll tE ,t!ftL,650-670･

Luck±esh, M.r & Moss, F. K. I937. The science of seeing.
    Princeton: Van Nostrand.

Maddess, R. J. Z975. Reaction time to hemiret±nal stimulation.
    Neuropsycho!ogia, l3, 213 - 218.



Mansfield, R. J. W.
    area and duration
    America, 63, 913

Mansfieid, R. J. W.
    Vision Research,

l973, a.
 . Journal

Brightness function: Effect
 of the Optieal Society of

Mansfield, R. J. W.
    psychophysics.
    Stevens (Eds.)
    honor or" S. S.

  - 920.

 I973, b. Latency functions in human
  13r 2219 - 2234･

 l974. Measurement, invariance, and
!n H. R. Moskowitz, B. Scharf, & J. C
Sensation and Measurement - papers in

 ,･ 22j･))8

 of

vzslon.

                                                       .
                   Stevens. ill - 126. Reidel, Dordxecht,
    The Nethexland.

Manstield, R. J. W. 1976. Visuai adaptation: Retinal
    transduction, brightness and sensitivity. Vision Research,
    l6, 679 ･- 690.

Maxks, L. E. I966. Brightness as a Eunction of retinal !ocus.
    Perception & Psychophysics, l, 335 - 341.

Marks, L. E. I968. Brightness as a Eunction of ret±nal locus
    in the light-adapted eye. Vision Research, 8, 525 - 535.

Marks, L. E. I971. Brightness and retina! locus: Effects of
    target size and spectval composition. Perception &
    Psyehophysics, 2, 26 - 3P.

Marks, L. E. i974,a. Sensor processes: The new psyehophysics.
    New York: Academic Press.

Marks, L. E. I974,b. On scales of sensation: Ploregomena to
    any future psychophysics that will be abie to corne forth
    asscience･Etlg!zs2gXlg!LM2slgl!gRl}xEigEt &Ps hophyszcs,Lt,358-376･

Marks, L. E. 1976. Relative sensitivity and possible
    psychophysica!functions.sS2f2uEgEz.tt!zgggEE!gEso Processes,!,301-3i5.

Marks, L. E. 1977. Private Communication, June 1977.

Marks, L. E., & Stevens, J. C. I966. Individual brightness
    functions･ltlg!!glz9iLglLstI2iiwgl!gR!}>lsX£Et &P hh srl,l7-24･

Marks, L. E., & Stevens, J. C. I968. The form of the
    psychophysical function near threshold. Perception &
    Psychophysics, g, 3!5 - 318.

Marroccor R. T. I975. Possible neural basis of brightness
    magnitude estimations. Bxain Research, gLt, i28 - l33.

McGill, W. 1960. The slope of the loudness function: A puzzle.
    InH.Gulliksen&S.Messik(Eds.)lt2ji>LgbglggiLgalEgschologicalscal:ng,

    67- 8i. New York: W"ey. r
bCiXiodot, M., & Larnont, A. 1974. Refraction of the pexiphery
    of the eye. Journal of the Optical Society of Arnerica,

64r llO '- lll･



2k,9

Moody, D. B. Z970.
    function. In W.
    277 - 302, New

Munn, N. L., & GeU
    discrxmmatzon.
    88.

Nissens, M. J. 1977
    processzng.

 Reaction ti!ne as an
 C. Stebbins (Ed.),
York: Appleton.

, G. A. 193Z. A
 Journal of general

 index
Anim'al

of sensory
Psvchophysics,

note on peripheral
   psychology, 5,

 Eorm
78 -

   . Stjmu!us intensity and
Perception & Psychophysics,

Onley, J. W. 1961. Light
    brief foveaZ stimuZi.
    Arnerica, 51, 667 - 673

Osaka, N. Z975. Target '
    brightness of the
    and Motor Skills, 41,

adaptation and
Journal o£ the

the
Opticai

 information
22r 338 - 352･

 brightness of
     Society of

Osaka, N. 1976, a.
    retinal locus
    Perceptua! and

        .

      size and luminance in apparent
    peripheral visuai field. Perceptual
        49 - 50.

  Reaction time as a function of peripheral
ayound fovea: Effeet of stimulus size.
 Motor Skills, 43, 603 - 606.

Osaka, N. 1976,
    target szze
    visual field
    l90.

Osaka, N. I977,
    of a target
    Psychology,

b. Visual reaction time
and retinal eccentrieity
. Japanese Psychoiogical

as a function of
in the peripheral
Researchr !8r l83 -

               a. Effect of refraction on perceived locus
               in the per±pherai visual field.The Journal of
                95, 59 - 62.

Osaka, N. Z977, b. Two pulse temporal resoiution threshold
    ±n the peripheral visual field. Perceptual and Motor
    SkUls, 44, 837 - 838.

Osaka, N. I977, c. Perceived brightness'as a £unction of ,
    flash duration in the pexipheral visual tield. Perception
    & Psychophysics, 22, 63 - 69.

Osaka, N. I977, e. Estimated exponent of the brightness
    power£unction under steady-- and transient-state ilash
    durationinperipheralvision.pmt fR tfmthe
    Laborator of Psychology, Kyoto Universit , No.2, 22.

Osaka, N. 1978, b. An
    interval generator.
    mentationt IOt l8 -

Osaka, N. I978, e.
    the Bloch region.

inexpensive quasirandom interpulse
 Behavior Research Methods & Instru-

    20.

Brightness
  Journal

 exponent for
of the Optical

the periphery in
 Society of

    America, 68,

Osaka, N. I978,
    tirne in the
    299 - 303.

 140 - l42.

e. Naso--ternporaZ
peripheral visual

difference in .human reaction
field. Neuropsychoiogia, 16t



230

Osaka, N., & YaTnamoto, M.
    Eunctions oE luminance
    Electroencephalography

i978. VEP latency and RT as power
 in the peripheral visuai field.
 and Clinical Neurophysiology, 44r

    785 - 788.

Osaka, R. I978. Stability of v±sual space. Psychologia, ll,
    55 - 61.

¢sterberg, G. I935. Topography oithe layer of rods and
    cones in the human retina. Acta Ophthalmologica (Kbh.)
    Supplement, 6, l -- I02.

Oyama, T. 1968. A behavioristic analysis of Stevens'
    magnitudeestimationmethods･!tiE!!ggRSilg!!-UIExgl}g2k}>Lsl9St-erceptzo &PschophsCS

    3r 317 "' 320･

Payne, W. H. i966. Reaction tirne as a function of retinal
    location. Vision Reseaxch, 6, 729 -- 732.

Payne, W. H. 1967. Visuai reaction times on a circle about
    the fovea. Science, 155, 481 -- 482.

P46ron, H. I952. The sensations. New Haven: Yale University
    Press.

Pi6ron, H. I969. La psychophysique. P. Fransse et J. Piaget
    (Eds.) Trait6 de psychologie exp6rimentale, Tome !!,
    Sensation et motoncite, l - 62. Paris: Presses Univer--
    sitaires de France.

Pirenne, M. H. I970. 0ptics, Painting & Photography. London:
    Carnbridge University Press.

P6ppel, E. I973. Apparent bn'ghtness in the peripheral
    visua! tield. Naturwissenschaften, 60, llO.

Poppel, E., & Harvey, L. O., Jr. I973. Light-diffexence
    threshold and subjective brightness in the periphery of
    the visual tield. Psychologische Forschung, 36, l45 - l61.

Poffenberger, A. T. i912. Reaction tirne to retinal st±mulation
    with special reference to the time lost in conduction
    through nerve centers. Archives of Psychology, No.23, 1 --
    73.
                                              '
POIYpakr6sSs: L･ l941･ The retina･ Chicago: chicago university

Pouiton, E. C. !968. The New Psychophysics: Six models for
    rnagnitude estimation. Psychological Bulletin, 69, l - l9.

Pradhan, P. L., & Hoffman, P. J. 1963. Effect of spacing and
    range of stimuli on magnitude estimation judgements.
    Journal of Experirnental Psychology, 66, 533 - 541.



                                                         ,- 23i

Raab, D. I962. Magnitude estimation of brightness oE brief
    foveal stimuii. Sc±ence, l35, 42 - 43.

Rains, J. D. I963. Signal lum±nance and posi`L-icn effects
    in human xeaction time. V±sion Research, 3, 239 -- 251.

Randail, H. G., Brown, D. J., & Sloan, Ij. L. i966. Peripheral
    visual acuity. Archive of Ophthalmology, ZL5, 500 - 504.

Reynolds, D. M., & Jeeves, M. A. 1974. Further studies of
    crossed and uncrossed pathway responding in caUosal
    agensis - repiy to Kinsbourne and Fisher. Neuropsychologia,
    l2, 287 - 290.

R±ggs, L. A., Armington, J. C., & Ratliff, F. I954. Motions
    of the retinai image during fixation. Journai of the
    Optieal Society of America, f!Lt, 315 - 321.
 '

                                              tt-Riopelle, A. J., & Chow, A. K. L. I953. Scotopic area--zntensity
    xelations at vartous retinai locations. Journai of
    ExperiTnentai Psvcho!ogy, 46, 314 - 318.

Robson, J. G. I975. Receptive field: Neuyal representation
    of the spatial and intensive attributes of the visua!
    iTnage. In E. C. Carterette & M. P. Friedman (Eds.),
    Handbook of perception, Vol.5. New York: Acadernic Press.

    81 -- 116. '
Savage. C. W. I970. The measurernent o£ sensation. Berkeley:
    University California Press.

Sekuler, R. i975. Visual motion perception. Zn E. C. Carterette
    & M. P. Friedman (Eds.), Handbook of perception. Vol.5.
    New York: Acadenic Press, 387 - 430.

Schneider, G. E. i969. The two visual systems. Science, l63,
    895 - 902.

Schultze, M. 1886. Zur Anatomie und Physiologie der Retina.
    Archives of Mikroskopic Anatorny, 2, 175 - 286.

Sioan, L. L. 1950. The threshoZd gradients of the rods and
    the cones: in the dark-adapted and in the partially
    light-adapted eye. American JournaX of Ophthaimology, ILt ,
    Z077 -

Spring, K.
    of the
    mLgg,1!,ggxo ,

  '
Stevens, J.
    Effects
    America, 53,

Stevens, J. C.,
    as functions
    l, 319 - 327

I089.

H., & Stiles, W. S. 1948
pupil viewed obliquely.
 32, 347 - 354.

 C., & Stevens, S. S. 1963
 of adaptation. Journal of

. Apparent shape and size
British Journal of Ophthal-

. Brightness function:
Optical Society of

 375 - 385.

& Hallr J･ We
 of stimulus
.

 1966.
duration

Byightness and
. Perception &

loudness
Psychophysics,



t' 232

Stevens, J.
    curves.
    5, !5 -- l8.

Stevens, S. S. i966. Durat±on, !uminance, and the brightness
    exponent. Perception & Psychophysics, l, 96 ･- IOO.

Stevens, S. S. 1960. The psychophysics of sensory Eunction.
    Amencan Scientist, 4g, 226 - 253.

Stevensr S. S. I960. Ratio scalesr partition scales and
    confusion scaies. In H. Guliiksen & S. Messik (Eds･) sPEIx:s
    chological Scaling. 49 - 60. New York: Wiley.

Stevens, S. S. 1961. To honor Fechner and repeal his law.
    Science, l33, 80 - 86.

stevens, s. s.,&stevens, J. C･ i960･ ltgbg-sZzRgUgE-mgigh d m s f

    v±sual brightness. Psychophysical project, Harvard
    Umverslty.

Stevens, S. S. I975. Psychophysics: !ntroduction to its per-

C.t & Savin
Journal o£

,H
the

. B. I962. 0n
Experimental

 the Eorm oE leayning
Analysis oE behavior,

ceptua!, neural r and social prospects.

Stonet J.' , & Fukuda, Y
    ganglion cells: A
    cells. Journal of

. I974. Properties
comparison o£ W-ceXls
Neurophysiology, 37

Teichner, W. H., &
    reactxon tlme.

Thompson, J.r &
    magnitude of
    zontaZ retinal
    1465.

Treisrnan, M. 1964.
    Iaw. Quarterly
    11 '"p 22.

Trevarthen, C. B.

Ueno, T. I976.
    to spectral

Vaughan, Jr., H. G
    The functional
    reactxon tzme
    645 - 656e

Wallaee, S. R., Jr
    I. B±nocular
    of General

Krebs, M. 1972
Psycholog±cal

. Laws
Revrewr

Schiffman, H. R. 1974.
 the horizontal-vertical
   eccentncity. Vlsion

   New York: Wiley.

  of cat retinal
    with X- and Y-
 , 722 - 748.

 of the simp!e
 79r 344 - 358･

The effect on the
 illusion of hori-
Research, !4, 1463 -

                Sensory sca:ing and the psyehophys±cal
               Journai of Experimental Ps cholog , Z6,

              l968. Two mechanisrns oE vision in primates.
It2Ezgl}gELggSEgl}s-IZgEEg!!s!!gs hoiozscheForschung,2EtL,299-337･

            Luminance-duration relation in reaction time
            stimuli. Vision Research, 16, 721 - 725･

              ., Costa, L. D. and Gilden, L. i966.
               relation of visual evoked response and
              to stimulus intensity. Vision Research, S2t

              . I937. Studies in binocular interdependence:
             relations in macular adaptation. Journal
           Psychology, l7, 307 - 322.



                                                       , 233

Warren, R. M. I958. A basis for judgements of sensory
    zntensxty.AptttncanJournaio:Psycholo ,Zt,675-687.

Watson, C. S. I973. Psychophysics. In B. B. Wolman <Ed.),

    ngtandbookor ener1 hZ ,NewJersey:Pxent±ce-    HaZl.

Watson, E. J. I962. Primitz've Polynomials (Mod-2). MathematicaZ
    Computation, 16, 368 - 369.

Weale, R. A. I956. Problems oi per±phexal vision. Bxitish
    Journal of Ophthalmology, 40, 392 - 415.

Wertheim, T. 1894. gber die indirekte Sehseharfe. Zeitsehrift
    fur Psychoiogie, 7, 174 - i87.

White, T. W., CoUins, S. B.,& Rinaiducci, E. J. I976. The
    Broea-Sulzer effect under scotopic viewing conditions.
    Vision Research, l6, l439 -- l443.

Whitmer, C. A. 1933. Peripherai Eorm discrimination under
    dark-adaptation. Journal of genexal Psychology, 9, 405 -

Wicke, J. D., Donchin, E. and Lindsiey, D. B. I964. Visual
    evoked potentiaZs as a Eunction oi flash luminance and
    duration. Science, l46,.83 - 85.

Wilkinson, R. T. and Morlock, H. C. 1967. Auditory evoked
    response and reaction time. Eleetroencephaiography and
    gt2,il,I!,s2gl-!lzn=ca!Ne h 1 ,2.ltL,50--56.

                                                    '
Zigler, M. J., Cook, B., Miiler, D., & Wemple, L. 1930.
    The perception of form in peripheral vision. American
    !Jl.g}{!-st,-gE-£Exg!!guexournalofPsychoio,Lt,246-259.



234

相場覚星967．周巴ネ旦、・於・↑る明うさの

　　応耳芝司ろメカニズム，傷病⊥墨
　　芽31回入会窟表論．（象．牛06

辻田光男　13マぢ．視覚のべ！理物多里字．重，引．

　　塩払蹄蔑．

印東八二1977．識別・ク乙較・三石（・

　　　印東爪即緬．心；哩測定．伽’習∫甲高1？3、

　　　z8乙・東ゑ，森ナし歩1づ乏．　　　　　　を碁、

挿崎祐一畠8．7琵三三法則1ミー・、
　　て。啓学研’見包．’8・一溜3・

緬奇祐一1959．応覚の櫓∫の亘才諺轍
　　　一明るご〃、場令・　　．日本・ぐ理学・会オ’

　　　z3回入’会経表言翁文イ沙回内イ’，工一牛8

不所碕祐一　i968．最迎知覚1縞・鐸㌢の一三
　　　題　　矢ロ覚と及属・（2）一・σ望学参の

　　言」盆．旦．　，乙51一・乙7i・

柿碕祐一　197仔．知覚判断。薪、．彦風
　　心隔．73一紅oo．

真辺昼萩　躬生わ～こいめ1鴎・王蝉。
　　旦召：θ目～字／会：言、ξヨ・．＿坐乏L，　5£0－5’3．



苧履亘行一　1973．　周辺：視宍臨コ覚の窃i。究二．爺，者P

　　　、尺’学φ秀玄言命」之（未イ＝り）

，聯麦亘行13マ7b一飽襖1・おσう踏日計
へ絹鶉数一望．τ視野がベキ肉数パラ×7
に及欝”す妨累

一30る，

苧7乏亘，行　 1978久，固＠才見に方！》rrるloco｛

235

　　ad岬t久t‘・助’り呵視凄の1司復亀程．
　　人間工♪多，止．33－38．

聯麦飾137鍬シフトレヅス9系51i｛・錫
　　　図。D罵凝似ラ）ダム／＼o’レスの憂缶

　　　1も・埋’㌢禰免」匿．93－iOる・

苧姦亘行i373fl詠■視の発達適程ω
口証諮ぺ∫望ゼ絵・乙0回夫・会溌表論丈

象る糾。



.･

pig.x rc££lec.t of

Brightuess
brightnes$

the exponent artd
power Sunction

 contou17.

     N the ichreshold
on the shape of

o£ the
 ehe eQual

t 236

  co -Q
2･ag2･ag

.:.Um,Z
.Mv."

,'

..M
'v

gi-mi

   LOG
BRIGHTNESS

  pu.-Q

=Ut"

m'mUZ
veim.

     -

   LOG
BRIGHTNESS

co Q
" iny-
-Z tNU
/Uv/?/z,:.

rl

mU.

   oo

   LOG
BRiGHTNESS

m･･".e. ..

 Z

l

   l
l

   l
I

I

I

s

l

lw-ria'c
iN Z
Ia-
    oo

"a-

l

,

l

;

l

l

I

l

1

l

I

:

1

omvmzUmZ--

   c

   w

moomz-zb-..-
o--<

   LOG
BRIGHTNESS

t

:

t

t

,

'

IS
  1

 Q t-.",,

r
c
K

 l -..s
    --a
->
<l;iN oo

  "a`"W.-.

:

o

llIIttl:Itll   t
   l

--
N'w

voiiiii
mz
mcZo-Noz

 dB
LUM

 dB
LUM

 dB
LUM

dB
LUM

cI

>
D
x
>
=
>
v
-

  -maON

 ,9
st

6
tt

cA`'

tl

dB
LUM

  -monN
w

'

t

t

'

:
l

on

dB
LUM

  -moON 6
'
'

g
'

co

dB
LUM

  .mnON
w

:

;

:
l

:

N

:
)
:
ri

>
)
>
U
-

  ...-S

moON
w

N
s
s
d,

 -sss

 .N

co

N
x

  -
mONo

t

o
:
I

t

I

'

w.

es

-m
nN
n
w

b
 s

ss

q
 :sss

   R

N

dB
LUM

m̀
'-')'N>

o
w

l

:

b
i
9

t'

re

8
i-S

,5･$

mtz-

.



,s 237

IS c

  B R. I {I]H TNESS

3 4 56n8d9 1S
 ESTIMgTES
1

    n 3' rt
fLOG
SS7

 C-EOME T, RIC
sL3 IS2 2

MESN]
             33 n 5 S7B9 iS

rri
kZDzopm
ts

roo
Z
le-l

-

-a.l

a

LJ

Eiiil

l

. I･E)-1･ ×

'N.'

x"ts
 ss<,tl.tl.

    x<"'"' ,...

     N      ×1 I ts       N
eg

x'･.

 x<i･,i.".Ntw

  "/il..X.;aE]>

     ,'xl""
      x. 'x.        N

.N

ps
xxiill

   LxXkl:.ft.

   ,Ei)ge

p-.

o u

1
1･ ot 2

  EiRI [, HTNESS

3 A S57891S
 E5TIMfM'TE･ S
1

    2 3A
(LeG
56T

           ×+>OE .
           Il li Ilh(t X
           ecff)"bJ] M
           ooooo D
           [:}oo[]< !i
           ,pm.ri7.pa.pm.rTl P
           oq)ooD or
           -rrt Z
           P-Vny H           rTlrqmm Z
           "x""           L--L---F---H D
           Z-rm M           z=z= o
           trtr i                       I                  ml
            -..a. lj l            LnLnt40)Lfi
            --j--jcr.,ocy.･

                  5i
            ,',..'. L it lx
            -xcl)cDcLmci) l
                  ol
            ..... l- i
  . CDLt)CDt[)U)N l            LnyC) }LRCDCD!l l'

 [}'EOME T f?, I [,

Btg ,I S2 2
MEgN]
             33 n 5678911,

=Oal'
A
g

 4.

rr

czH F-s
zo-
Dzorn.

roQ
zQ
--

1i

)( liT -"sisiillsli,.

     Ns),,.+i.

       '

-t---v--an-H'-T----

×-F>e[i D
!"･ "i II b JXJ
oct).tsN] pmi

oaooo DO=･1,v[]< ll
F-r-rv-Tm LD
C).OC)OD [)

  .gi'=i.-'Z -'
rrIMrr1rc Z
",]IJV;T･
...--N D
T-TJ=, JI)
Z･z= o
=tEe

       m
 -P".' l[
Ln psc.ncrLn

 )LC]DF)･FJ-

       x
       ll
sJeoee9si
"sJOOou
       "
       x
 ..ertX
U]orO¢diN

7
  l
  :

I
i
,

Z':i

ac

 Ctn file in
 Microfiohe
New York

Doeumen=u NAPS-02600
Publications

wt g. 2A Bteightness.･ powem £unetions
target size of Z5t and 30r
dfofferent retihal loci.

£or

£or

t

l



t'
23'8

1･ f:,v
2

  BR I tt･H T, NE

3 n 5S T･ 9il

s

1

eJ
 10

EI S. iTIMBT EI[ 5-

   . ? .1   Lv       1

fLer.･

rR7JJt'

 r･
 LJ-

9 ,S

//

E.LJ P･vlET･ RIC

!S: 2
I-1 E. 9li,1 l

}, ii r. sr, s･ P. ,1 :]

r
cg
F---

Z)
zom
.-- -

r
oo
Z
----

-
w

E"nl

,
 g

Fff-

o

/.-

o :"

fikl.
X>･･,

tsxx

        xsxxEl

          x

,

"
XN.'

 x .tx. R
xx,N,<i(t:,,,

Sxxxx

xN

 'XXi

  NX･

t'(x

 'x'K ''K"...l;..:

""x,,,tt,･S･,

F.h

o tD

1. cu
2

  EaRICHTNESS
             13 n ss 7･ g/3 1S

ES･TIMg
   2

TES

3A
(Lsg
S67

 f;
 U
B i3

                     /        Xt->t-,Et i" 1
               --        !U"iU['i .V 1
        coa#bJ･] M 1
        oo･c]ooD /,
        c]oc]c]<ll t        ;,･g.:.I.il,;.i[I]s ll

        OVV- pm- i
               -i        pmr. n. ,mm L. I
        liii]ZTL:.lill D ･l･

        rer7J-n n i
        T･TT O l               -I        --a.-
        -t-t l
               EV l,
        ･･･n･N i        4x xx;z= >. I･
        #-rjc)-tsrJ I･
                     l･
        pF-s--i;-･pl/( i'

        '''-' i        o-aeo i
        cor･)mmp--A I
               JVl               XI        ..."tx i'
        Q)[.[)L[)CDLsN 1'
        cceecncooll 'i
-------------.-...

F-s

o e

Ee.METRIC
1"J" ･2

ME Fk NB

          .R3 A 5 67B) ,l･ []-
     !1

E
EII

zP-
)Zom
t"

roo ,-
Zo--- r"

･-

w

l
.nr!l

  :

G KX,,'

N

x

Rpt]zht<

× '",e,･,

'x･,,x iiX

t'X,

     ,"tX

        N,)X"ti,

×+DrG[li iD
ri l, ･l :i :: LO

ocO-ptptJT M
acoo.o D
C]=Ou< 'l
pm.pt,m,rnM

¢･Oc)oD "J-2[ fi O
O-ZZ parrliTl rrl O
XL.O>V--O
v-----e-.F- D
M5zo- )1
ZU-T O
       tcee rt

       m
 .･･.. I･l
U-iLuLDUJLk)
xJacDcnee

       x
pt--F--M
 d-t--(.JLUOU)pt)
oree"xJM
       ]
       x"
 .#.. ,, x'' u)u)(Dci)c[]rJ

xJuo(iricl)cD I i

    l
    t
    I
    ll
    i
    l

    i
    I
    I･
    i
    I

    l
    I
    l･
    i.
    I
    i
    i
    l･
    l
    l    I･
    l
    l･

    1･
    I
    l

wo /p

x
 (in £i le in
 Mi. cm £i che
 N･ew York

Document NAPS-02600
Publicati ons

Pftg.2B3 Brightnes$ power
target size of iO
different retinal

£unetions foT
 and 20 foM
 loci.

/

f

l
i
'



! 239

 1 su
p
8

ZDS
C,'

,b
ro
n
M.LP

Ztt

Po
mo"
RI,

:o
l?

2ew.

: iz

s
r."co

.
 wg

2

BRI C-HTNESS
3 nssTs910
       1

il

4
1

 NX,&

 /

l

x

1

 1.,

l
 l)E)

E$TIMgTES
12 3a

g
s

  i

'i'

{LOG
       25 6789 !e

×

i

li

GEOMETRIC
2

  MEgN)
            33 A5s7B-g16

        GX+ >G[]
         !t li ti l"1 ti

        op        opt)co'
         coeso".)c.o.
         t-s-tJ         .-iocomtO")
         OOOOCOCD
               z
               H               -

DxmD
!l

Nen
g
ri
z
pmn

{

l
l

!
l.

i
l
1
l
l

i
t

t'

l
1

8-
9,

Z.
Qfi

Dr
rs

m-
-ZDr
m:
!
iEl

l

:
g

P
g

i, CC
2-

BRI C-HTNESS
3 4 trJ 57S910

ESTIMgTES
1z 34   il

(LOG GEOMETRICI
ss 7･ sg' 1- S2 2 3

ME.RN ]
         3a 5 57B91 (]

6

8

ge.

in

o

6
e)

o

2
6
c)

8･g

- i:

s
fg

j

,il

l,

il

kx

  x
  tsi

  '  /
 ! /
 !
 '/

l

R
Lx

 t

l
t

l
e

7
1
i
g
x
x
 N
 1¥

l

i
i

l

j.

'i
1

¥4

1

'
E

g

t

e×+>e[]
IHi li li li 'i

o#CDr)LJ-
coor･opt)w-

-OeeOOPi)
OOOOCOD
      Z
      H      -

DxmD
!I

ee

o]
-z
Dno

ee

 Ctn fiZe in
 Microfiche
 New York

Document )gAi?S-o2600
Publications

F±g.3A Brightnes$ estimate as
retinaZ eceentrioity.
Iuminance.

 a funetion of
Paraneter i$



240

z
D
as

D
r
pm

.m
-
Hz
D
r
mnnmz
-n
ly--,

e
--K

urT7,
o
-

P
g,

5
6
c)

;tJl

6
o

a
t'

e

ge

b
a

cco

t

6
o

8
(1

"

1oe
2

BR I C-HTNE [･] S

3 n s6 7･ s;1
 ESTIMFITEE}
e' 2 3 it
    ,-x

fL
{-, 5

03
7B '9

  1

vft tE f･] r"1 ETR I C

1･ sL] 2 3
  N

MEFiN]
          1n r) B 7s ,1- 1 S"

l

i
[v

li

l

l
[li

1,

!¥

l
i
l

i
i

Xx

  x
  x
  i'

  i  ttt/1

  e,
  11
  l
 fs

iti

 l

i
l

 '
l

lr

i
ts

'x

t
t

't'

1.

11

x

x

1
i

1

1

l

/

x
Xi

 }¥
x

'1

11･

i
,
l

111i

4;-X+ >GE
ii ii Il iHi !1

ee,-
opt)ee---

coorOrs)¢-a
t. -]ats
--; L[±CIOMutpt)

oooeoom
      z
      H      -

D
nm
D
N

no
,ny.-i,

o
D
ra

o

l
I
I
l
i

I

l

I
I
I

i

I
i

Z)
co

Dr
xm
-
･--

zDr
mnnpt
z
-ve･
F-`

n
"-K
ny

opt
o

P
,o
,

･-
m
b
o

nLJ

.

E,,

o

di･

t'

o

?
b
o

g
b
o

s
6
o

1 oa
2

EIRI e･ -H T, NESS

3 n FJ 6 7' ?p 1, []

E S T I M g T. EJ .C'

1

   2 3n
fLC3 GEOMETR]Cj
5 l] 78S lv[]2 2 3

ME ,g N]

          34 557S910
N

×

xx

Nli

be

i

I

l

i

I
1
1
!
1
(l)

l
i

 l
 It

 i

1

li

1
1
x,

 x
hX

r

l
ts

 li･

 I

l
 L,

 l
l
t'

i
i
1

il

-
li

l
s
x

N

x
x
8

11

i

/

1
l

i

t
 'i
 /i.

 L

li

s

GX+ >erz
li ll IL !4 Ii li

ee:-
u'jpt)oh
cocno-)ap
t-#;esp"diCDMdiP)
oooomm      Z
      H      -

D
"
mp
ll

ptJ

o
rT.1'

o
Dxo
l

i

l
!

I
i
l
I
l
i
l

l
l
l
l
i

l
l
l
l
i

T

l
i
i
1
l
I

+
. (in £ile in
 P･Iicrofiche
 New York

Pig.3B

Document NAPS-02600
Pub]iea+.i ons

Brightness estimate as
retinaZ eccentwicityre
Zum l-'. nanee .

 a funetion of
Pen7apeter is '

L

l
l

I
l

L

l

i

I
E

1



   2
u
i
i
21
]

L.LS

:
<o
J
ul

or

o
o-1
"

-2

2 t5 .i.

1OO

1 si

89oo.o--o

e9-o-o.()--o

&-o-o-o-o

           3 O'

O-D-o-O-O

()-'OSO-O.-O

O 20 40 60 80

     '  '
  ff･i g. 4

   O 20 40 60 80 O 20 40
     RETINAL ECCENTRICITY

E'gual brightness contomrs foy
target size iza the peripheTal

l
!

12o'

60 80 O
  DEG
,

         l
         fthe dif£evrene
visual £ieXct.

20 40 60 80

I



242
  il
  ll
  ll

[

;

l'/ t' t' ""

4

3

al

".2
!
-
D
"

<--

."-1

cr

8-2

"
-3

L-

100 C.B

3 C.B

o
m
A
O
+

FOVEA
2oo

4oo

6oo
700 C.B.: CRiTERiON

BRIGHTNESS

l

t
l

;

'I'

i

i

l

i
l

i

l

I
l
l
I

l
l

I
i

15      30

TARGET
psig.5 Mqual･

$'ize

      60 ･ 120
 SIZE, MIN. ARC

 brightnes$ contouve as a eunction o£
foM the dii£ferent cetinaZ loei.

taTgeic
  i I

;

;
l
i



24 "

,

ut
t.s.s

{
Hta 100
al

ut
ut

wZ･
Fze- lo
cr

m
w
>-
<le

al 1
cr

o
A

o

,

A

A
A

  ' tt'' '''' ki ' LOG RELATIVE LUMINOUS ENERGY ･
FIG. K Perceived brightness as a function of flash luminous energy for

three retinal loci: Fovea {O>, 200 nasa1 (D>, and 400 nasal (A). Each point

ls the geometrical mean of brightness estimates tor brief flashes of equat

energy in the BIoch region from 14 observers at each stimulus condition.

Each arrow shows an energy equivalent to that of a 1O ms square pylFe at

       /..･

'

.



244

-
:
-
:
)
L
<
d

r")

o
a
:
m
:
)
.c
D

.48

.46

･"

.42

       o           20

           '          tt
RETI NAL

40
ECCENTRICITY
                           J

DEG.

FIGURE 7. Brightness exponent for brief
as a function of retinal eccentricity.
standard error deviates.

 flashes in the
Vertical line-

 Bloch
shQws

    . reglon
one



t 24 e,.-

b

'

        . Least-squares estimated parameters of the power
TABLEI
functions relating perceived brightness to luminous energy for

brief flashes in the Bloch region: W = k ES'S-E･, where V, E, B ±
S.E., and k indicates brightness, lurpinous energy (product of

luminance and time), exponent ± standard error, and scale factor,

l2gg9g!l¥91112.,=..,.,=,,i.=.=...,.-..--------------===-=--=ectivel

 Retinal
eccentricity B ± S.E. k r2

1.95

3.8e

3.89

O.95

O.98

O.93

/

fovea
200 nasal

400 nasal

O.48 ± O.Ol

O.45 ± O.Ol

O.43 ± O.Ol

.



'l ;

pt g.8

>o
ec
ut

z
hi

ut

=
o
z
).-..-

l:iEl

=)

J
ol

>M-<
"ol
ct

o
J

3

2

1

100

30

10

3

         RETINAL ECCENTRICITY,DEG

rcquaZ lonighimess contour a$ a function o£ retinaZ
eceenttr?ieieyo

24"



I
24;'7

zlOO
<wE
9
E
{
2
e
  10

 "

ut

w-<E
=
ut
ul

ut
U) 1
ul

z-=o
-or
tu

u

  FOVEA ..
A ･86 cdini2

B2-7 cd1rri2

C s.6 cdl .2

c

B

A

1

TE5T
   10
FLAS}:l

      100

DURATION
         i

   1000

MSEC.

t-t

/

l

1

j

1

:
i
;

i
1
i

I

1

l
l

:tlOO

gH

:
i
elo

 .

co
Lt,!

<E
:
ut
tu

m(n 1
tu

z-=o
-ct
tu

A
o

'
".---a
"..-.

c
B

e

a
A
o
A
B
c

 .60 PERTPHERV
4e'PERIPHERY

20' PERIemERY

.e6 cdi m2

2.7 cdlttiZ

e･6 cdirrlZ

A

.

.

i

;
:

/

:

'

1 10TEST FLASH
     loo
DURATION
         ,

   1000
MSEC.

, Figure f. Perceived brigbtness as a fu"ctioll ef fiash duration at

three levels of peak lllminanct in the foveal gnd peripberal yiewing

conditions. The parameter is lumingnce in cd!m'.

1

/

.



248

g
g.2

$
s
t.r,

ii

s

2
=ez-o
m

'
'

 .p'
ilt tt

r"

frns 5ms

           t
kt2"olt/ttti'4/"/if

/tld,, ;o,.sioorns 5oornS iOOeMl-. FovEA

                 e---D PERIPHERY
                    {AYERAGEO}

.

     LOG RELATIVE LUMINANCE, .5 LOG CD/M2 DIV.

 Figure 9perceived brightness as a function of reiatiye iumin.

ance for seven different fiash durations in foveal and peripheral

viewing. The parameter is fiash duration in milliseconds.

,

l

'

.



249

.

 .8

  .7

  .6

!
W..5

2
.x.4

  .3

  .2

o

o o>Xo

o

o

FOVEA

PER!PHERY
(AVERAGED)

a

,,,..,･"

----.o--p

      O Lo G IF LA s H Du 2RATI o N, M s3Ec 1

       l
 Figure S. Expone"ts of the brigbtness power function shown i
in Figure 2 as a function of fiasb duration in foveal and peripheni

Xl･;;tlrnegn'ceEwXPas07eeuniltsd.fOr tbe peripbery were averAged since little

.



Mg.Z2

230

u
U
z
<
z
-2
)"
al

>Mp<
atu
or

o
o
"

3

2

1

o

-1

-2

'{x.,

's"

osth

{}･i

tt'.-

o
@

es

FOVEA
PER!PH.

          O .7 1 1.7 2 2.7
              LOG DURATION
rcgutaZ brightza-ess eontomm as a Eunction
the fovea and in the periphetey.

3

  MSEC
t

o£ £lash aurat±on in



1 ．25玉

ゴoo
話

Σ

り
左
←
国
Σ

O
田
。

　鴨

的
弾

歪10

冨

回

い
。
口
Z
ト
エ
。
　
匡
m

劉

口

口

　　FOVEA

【コ　16rnin　orc

O‘4min　orc

△　69rnin　orc．

凹116min　qrc

O．modulus冨10

1　　　　　　　10

　τEST　FLASH

　　　　　100

DURATION
　　　　　　　　　8

　　　1000

MSEC．

L

《
田
Σ

o
だ

b
吾

謬

　馬

。
口
←
く鴇
Σ
芦
uり

田

uり

ω
ω
Z
ト
エ
。
のα＝．

口

！二器・Oき

O

o

　　　　　　　30　PERlPHERV

［1　1G　min　qrc

O． S4min　orc

△　69minαc

田　 116　minαrc

く
国
Σ

り
筐
応

ぎ

岩

　Q

霊

を10

Σ

F
ou
uり

ω
回
z
←
：＝

o
ゴ匡
山

・　　二三

一　＿　～口

口

　　60●PER！PHεRY

口16min　orに

0　44市i日orc

△69雨noκ
圏　116min　qrc

　　　　　1　　　　　　　　　10　　　　　　　　！00　　　　　　　1000　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　10　　　　　　　　100　　　　　　　1000

　　　　　TEST　F仏SH　DUR川。N、MSEC　　　．了EST　F仏SH　DしRATION、MSEC．

　　　　　　B

　Figure苛．　Percei▼ed　brightnesεas　a　funclio轟．of　O且sh　dura象io“8I　fo紐r　diπeren重垂arge重sizes　in重he

fO▼egl　aod　periphera1▼iewingl　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

麟



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　25拷

灘繕議4　’擬幽加麟繕講轍臓灘奪綴曇・義無¢㌻鼠鶴ぱ’擁謹韓ぬ臓鑑叡繍●

BRIGHTNESS　EI3T．ジLOG　GEO．MEAN
一

→

一

」

ω
田

の

ω
o．

か
。

α
．o

①

「

＜

＞

α

刀
岡
　09

σ）

∩

、

α
か
α
co

①
か
α
cコ

刈
か
Ω。

G口

◎⊃．

か
α
麺6

⊂
三＝・

　
＞．

∩
国



253
Mgei5 Brightness estima£e as a funct±on oS time in second.

BRi EST.
        s

GEO.

.

.--i-ab

.IS:h,,.

ca

or

or
  .

ca

1

th
･"Sk-･,

g

su

o

O
8

ee
･eN.

Q

Nz



254

pig.X6 Brigheness estimate a$ a ffunetien of time in seeond.

E>AS EST
di

i
LO G GEO.

       N

evi EA N

im'-'---'---"-'-'-"ptprm--'-ntpt'"pt

   '

e-,-m"e

ra

.

ca

-.m,S,

.,b･･･

ca

en

il;s･･

pa

.

or
es ss

su

8

oo
･S:k,,

pt

UIJ



! 25lj

psig.I7 Bzrightness e$timate as a funct±on off time in ffecondi.

EST., LOG GE o. N

..,.･Nl

re

s

ee
.ISrhta,,

on

en
."ebb es mpN

oo
es



"em"e

ra

.

ca

!Mg.18 Brightxte$s eskimate as a £unetion off time in seoond.

256

EST., LO G G

`'$:ljts"

or

ea

rm'-"'--"-"---"'--T-m'pt-"--mmT'""-'---'---m'-1

ca

  e

･S}'･e･

eq

ot
es

e

ee

Q

.i

fi



25 "?
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Table.,a . Estimated parameters of the power function

relating perceived brightness to iuminance for l-sec

flashes under dark-adaptation: Y = k'LB, where Y, L, Br

                    '                                      '                         'and k indicate brightness, luminance, exponent, and a

scaling factor, respectively. S.E. and r indicate standard

error and Pearson product moment coefficient of correlation

Retinal

Wccentricity

Fovea

  o10    nasal

  o20    nasal

  o30    nasal

  o40    nasal

500 nasal

     B+ S.E.

0.32 + O.Ol

O.32 + O.Ol

O.34 + O.Ol

O.36 ± O.Ol

O.38 + O.Ol

O.37 + O.Ol

  k

5.88

9.20

9.59

9.27

9.01

8.69

   2
  r

O.99

O.98

O.99

O.99

O.99

O.99
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[rable 3.. Estimated pa]rameters of the power funetion

relating perceived brightness to luminance for 1-sec flashes

under light-adaptation: Y = k-LB, where Y, Lt Br and k

indicate brightness, ium±nance, exponent, and a scaling

factor, respectively. S.E. and r indicate' standard error
                       '                                          'and Pearson product moment coefficient of correlation
                                                       '                        /t                           '     '        t t. ttttt tt tt .t .                                    '                                              '

Retinal

Eccentricity

Fovea

  oio    nasal

  o20    nasal

  o30    nasal

  o40    nasal

  o50    nasal

     B+ S.E.

O.33 + O.Ol

O.32 ± O.Ol

O.3l' + O.Ol

e.34 + o.ol

O.35 + O.Ol

O.36 + O.Ol

  k

3.78

4.35

3.50

3.00

2.56

2.07

   2
  x

O.99

O.99

O.99

O.99

O.99

O.99
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                                 TABLE Y
                                                 'Parameters of latency functions in the fovea and in the periphery. Data points

     fitted to power functions of the form tL-t..=k･IP by the method of least

       squares. The asymptotic latency, t.., was estimated by maximizing
               the Pearson product moment correlation ceethcient
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Retinal locus Latency exponent B-"aA,t

l
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error of
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-. 33 ±. Ol

-. 20 ±. Ol

-. 18 ±.Ol

-. 23 ±.Ol

-.19±.02

-.18±.Ol

-.30±.02
-. 21 ±. 03

-. 17 ±. 02
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-. 26 ±. 02
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TABLEi
Parameters of the power functions for both VEP
latency and RT for 3 retinal loci. The data were fitted

to the power function o£ the form: T=kLIi+To,
where T, k, L, B and To indicate VEP latency (or
RT), scaling constant, luminance, exponent, and
asymptotic latency, respectively. Coefficient of deter-
mination, r2 , are also shown.

Retinal eccentricity

Oo 2oo 4oo

RT B ---O.32
RTo 236

k44r2 -.96

-O.3O
255
 48
-O.98

 +.30
262
 49
--O.99

VEP B
     To
     k
    r2

-o.33 -o.3e
83 10526 22 O.96 O.99
     ･x

-O.35
106
 40
  O.97

.
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                              TABLE 'Z
DrsCREpANc'Es BETwEEN PERcmvED AND PHyslcAL LocATIoN oF THE PERIprvERALLY
         PRESENTED TARGET AS A FuNcTIoN oF REmNAL EccENTRICITY
                ALoNG HeRIzoNTAL AND VERTTcAL MERIprAN

Discrepancy
(in degrees) loo 2ob 3oo

IIalf-n)e.ridi:tn

4ob

TemPoral

3.12 5.09
 .g9 .76
SuPerior

3.61 4.47
1.23 1.IS

Seo

Mean
SD

  Mea.n
  SD
--m nd--.

1.32

 .6Z

1.17

 .56

2.04
 .67

2.47

 .9S

6.43

1,43

6.43
 .gt3

on the vetina

loO ?oe

1.61 3,38
 .6:l .60

1.79 3.38
 .68 .71

 3oe 4oo

 ATasal

S.2g fi.37
 .SO 1.13

fnferior

4.46 S.16
 .96 L19

th

goo

7,S3

 .66

(7.17)a

  a Because of the
the met.hod of least

limitation of the

squares.
upper visual field, a missed value was estimated by
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                          2

                    TABr.E t
 .times and standard deviations in msec for difllerent retinal loci

nasal retina, T: temporal retina, and N50 means fifty degrec

de eccentric to thc fovea. Numbers of trials in each condition

onc subject are n=l40. Deviation is shown in parcntheses

 and
point

for

target

on

Target subj'ect iN50 iN4o .3o lN20 N!O iFoveai TIO lno ･r3o l T50
, '

116t

1!6,

69,

69,

44,

44,

18,

18,

NO

MY

NO

MY

NO

MY

NO

MY
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(19)
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(18)
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(21)

294
(18)
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(20)
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(l8)
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(24)
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(17)
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(l9)

251
(16)

260
(18)

251
(18)

281
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292
(17)
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287
(19)
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(19)
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'IIABLE 7

Estimatedparameters

RT(msec)=

Retinai

ofthebest
b+aS,u,where
thetarget,and

fittinglinear

b,a,S,and
standard

function

ueach
errorofestimate,

.usmg

indicates

thcmethod.mtercept,

respectively

ofleastsquares

slope,size

Subject eccen.
Nasalside

Temporalside
tricity b a u b

a u
NO Fovea 235 -.16 2.65 235 -.16 2651oo 257 -.24 5.96 255 -.17

,153

2oo 262
--- .22 2.73 260 -.11

.392

MY

''
3oe

4oo

50e

Fovea

loe

2eo

3oe

4oo

5oe

270ri

272

276

238

277

287

290

302

314

-- .24

-.20
-.16'

-- .24

-.49
-.45

-.30

-.27

-,31

.6.10
4.02

5,54

8.32

l1.68

7.17

4,47

4.96

2.43

273vt

284

291

238

279

291

301

317

324

-.17}a
-.22

-,18

-- .24

-.40

-.34

-.28

-,37

-.34

l

.
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                                TABLE &
Mean diffbrenccs of RTs (msec) and their t-levels between retinal corresponding

    both sides of the fovea(deg). N: nasal retina, T: temporal retina. Nasal

             fovcal RTs are subtrahends. Negative signs mean fdster

                       reaction-times on temporal side '

  ,POInts on

and

Pairsofretinal corresponding .pomts

Subject
Target.slze

T50vs.
N50

T40vs.T30vs.
N40N30

T20vs.
N2e

TIOvs.
NIO

N!Ovs.
Fovea

TIOvs.
Fovea

MY

NO

Note:

l16,

69,

44,

 18t

i16,

6gt

44,

 18,

One-tailed t-test,

 7**

9**

5*

11**

16**

 6**

!5**

18**

`if=139,

 7**
-2n.s.

 16**

 13**

 13**

 3n.s.

 17**

 12**

10**

14**

17**

6**

15**

On.s.

 2n.s.

 9**

** P<.Ol, *p<.05

!5**

12**

 8**

 5*

11**

5*

 ln.s.

 In.s.

 12**

 ll**

 2n.s.

 5*
 2n.s.

 11**

 On.s.

-4n.s.

12**

18**

32**

34**

15**

10**

22**

21**

24**

29**

34**

39**

17**-

21**

22**

17**

i

;

/

.

+
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               TABLE t

Marginal means for each subj¢ct,
     and retinal eccentricity in

target

msec

size,

･Factor Level n(trials) Mean

. Subject

Tatget size

Retinal ''

eccentr!clty

NO
MY
116,

 69,

 44t

 18,

N50
N40
N30
N20
N!O
Fovea

TIO
T20
T30

T40
T50

 6160

 6160

 3080

 3080

 3080

 3080
'' 1120

 !120

 1120

 1120

 1120

 1120

 1120

 1120

 1120

 1120
 ii2o

255

271

250

259

268

277

281

272

264

254

2"
224

249

261

273

282

292 I
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                          TABLE t
  MEAN DIFFERENCES OF RTS (MSEC )                                AND tS BETVeTEEN VERTICAL AND
HORIZONTAL RETINAL CORRESPONDING POINTS ON A CIRCLE ABOUT FOVEA

Subject Target
 size

  o
vs
180

 30
vs
150

Pairs of vertical and horizontal retinal

  corresponding points (e in deg.)

 60
vs
120

210
 vs
330

240
vs
300

 90
 vs
270

300
vs
 60

330
vs
 So

240
vs
120

210
vs
150

MY

NO

116,

 69'

 44,

 18r

116,

 69'

44,

 18'

39t
36t

22t
 8t
3

 8t
19t
57t

5

-6*

10t
 1
17t

15t
12t
28t

 19t
-13t
-11t
 -1
  6t

  3
  9t
 18t

18t

18t

17t
5

19t

18t
24t
27t

10t

15t
13t
10t

-3

-1
 1
20t

22t
10t

15t
24t
10t
 7t
14t
 9t

 26t
-12t
 -3
 -1
  6t
 -2
  9t
  4*

-5

-8t
-7t

4
 4*
3

o
16t

17t
15t

21t
10t

-3
-6T
 2
 6t

 8t
16t

o

-1
 6t
 6t
12t
16t

Note.-Degrees in polar coordinate
OO-3300 in steps of 300 units to
poral or inferior side of the retina.

s (r, e), where r = 300 eccentric to the
clockwise. Negative signs mean faster
t test, di = 99, tp < .Ol, 'sp < .os.

fovea.

RTs on
e=
tem-
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                TABLE }
MARGINAL MEANS FOR EACH SUBJECT, 'I'ARGET SIZE,
     AND RETINAL ECCENIRICITY (MSEC.)

Factor Level n (trials) M Factor Level n (trials) M

1
l
l

I

I

Subject

Target size

NO
MY
116,
 6gr
 44,
 18'

5200
5200
2600
2600
2600
2600

278
289
260
279
291
304

Retinal

eccentnclty Fovea

  Oe
 3oe
 6oe
 9oo
12oo
15oe
18oo
21oe
24oo
27oe
5ooo
33oo

800
800
800
800
800
800
800
800
800
800
800
800
800

229
285
287
282
265
285
297
306
305
294
279
286
286

I

l

i

i

l
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Table 1. Nasal superiority on mean difTbrenccs of RTs (rnsec) and their t-levels

retinal points on both sides of the fovea (dcg. arc)

between corresponding
t

I

Corrcsponding rctinal pomts

5oo 4go 3oo 2oo loo

Subject

NO
MY.

Mean

14**
 8**

l1.0

1ls.*

 9**

10.0

6*
11**

 85

5*

IO**

 75

2ns
 7**

 4.5

 *P
**P

< O.05.
< O.Ol.

.
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潜時ベキ関数の推定パラメタ（輝度条件）

@Parameters　fo士the　laten．cy　power　function

　of　the　form：㍑＝々・ム9十ILあ，　where　Lあ，ゐ，β，ん，

　and五’o　iロdicates　d¢tection　latency（in　rnsec），

　lulninance，　exponent，　scaling　factor　and　as・

　ymptot三。．1atency，　respeOtively．

NO

MY

0。

20。

40。

0。

20。

40。

　　β

0．096

0．074

0．091

0．159

0．153

0．107

　ん

303

478

474

245

505

598

Lto

224

250

250

363

380

400

　72

0．97

0．99

0．9．7

0、93

0．94

0．93

　　　　潜時ベキ関数の推定パラメタ（呈示時間条件）

一．・一・．． Eこ　Parameters　for　the　latency　power　fun6tion

　　　　　　of　the　form；L撫ん・0β十㍑。，．．　where〃，　D；

　　　　　　β，and　々・and・乙あindicates　detection　latency

　　　　　　（in　msec），　duration，　expohent，　scaling　fa・

　　　　　　ctor　and　asymptotic　latency，　respgctively．
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MY
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40。
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   F = OOO .......... 11 O

   [{IIn+i] = [T] [qn]･
where [ T ] is the transition matrix, and A, B, ...,

N, O correspond to lst, 2nd, ... , 15th register,

respectively. For example, if ¢h = [OOO...OIO], then

¢n+1 = [10e ...OOI], ¢.+2 = [110 ...OOO], and
¢n+3 = [Oll ...OOO] are obtained.
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